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と
言
っ
て
、
好
き
な
札
を
五
枚
選
ん
で
、
消
し

ゴ
ム
な
ど
を
札
の
上
に
置
か
せ
る
（
お
は
じ
き

や
サ
イ
コ
ロ
、
将
棋
の
駒
な
ど
で
も
よ
い
）。

「
先
生
が
読
ん
だ
札
が
爆
弾
で
す
」

　

教
師
は
、
上
の
句
、
間
を
あ
け
て
下
の
句
で

読
む
。
札
が
読
ま
れ
る
た
び
に
教
室
に
は
歓
声

と
悲
鳴
？　

が
あ
が
る
。

「
船
は
い
く
つ
残
っ
た
か
な
？
」

　

二
〇
枚
中
一
〇
枚
ほ
ど
読
ん
で
、
何
勝
何
敗

か
を
聞
く
。

実
践
前

4
　

五
色
百
人
一
首
の
導
入
の
際
に
対
戦
を
嫌
が

る
子
が
い
た
。
ま
た
、
感
染
症
予
防
の
た
め
対

戦
が
難
し
い
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
ゲ
ー
ム
の
工

夫
で
楽
し
く
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

実
践
後

5
　

一
人
に
一
セ
ッ
ト
の
五
色
百
人
一
首
の
札
で

す
ぐ
に
ゲ
ー
ム
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

相
手
を
気
に
せ
ず
自
分
の
ペ
ー
ス
で
札
を
確

認
で
き
、
札
を
眺
め
る
時
間
が
多
く
な
っ
た
た

め
、
百
人
一
首
を
覚
え
る
子
が
増
え
た
。

　

ル
ー
ル
の
工
夫
で
リ
モ
ー
ト
で
も
五
色
百
人

一
首
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

対
象
学
年
・
準
備
物

1
　

全
学
年
・
五
色
百
人
一
首
・
消
し
ゴ
ム
な
ど

の
コ
マ
を
五
つ

ア
イ
デ
ィ
ア
の
ね
ら
い

2
　

一
人
に
一
セ
ッ
ト
の
五
色
百
人
一
首
を
準
備

し
、
ル
ー
ル
の
工
夫
で
ゲ
ー
ム
を
行
う
。

　

法
則
化
運
動
で
生
ま
れ
た
学
習
ゲ
ー
ム
に

「
九
九
沈
没
ゲ
ー
ム
」
が
あ
る
。
こ
の
ゲ
ー
ム

を
五
色
百
人
一
首
に
応
用
し
た
。

ポ
イ
ン
ト

3
　

ま
ず
、
縦
四
枚
、
横
五
枚
、
札
を
ラ
ン
ダ
ム

に
並
べ
さ
せ
る
。
次
に
、

「
船
（
コ
マ
）
を
好
き
な
札
に
置
き
な
さ
い
」

微差力
教師の

「
爆
弾
ゲ
ー
ム
」
で
歓
声
と
悲
鳴
の

五
色
百
人一首
を
楽
し
も
う

一
人
一
セ
ッ
ト
の
五
色
百
人
一
首
と
ル
ー
ル
の
工
夫
で
、
リ
モ
ー
ト
で
も
楽
し
く
学
習
で
き
る
。

東
京
都
小
平
市
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小
平
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四
小
学
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千ち

葉ば

雄ゆ
う

二じ



2

１　

ノ
ー
ト
が
基
盤
：
向
山
型
理
科
実
験
指
導

　

理
科
実
験
の
基
本
は
、
教
科
書
で
あ
る
。

　

教
科
書
の
指
示
通
り
に
実
験
を
し
て
結
果
を

再
現
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
な
学
習
で
あ

る
。
こ
れ
を
「
追
試
」
と
い
う
。
追
試
は
、
と

て
も
重
要
な
科
学
検
証
の
手
法
で
あ
る
。

　

教
科
書
の
実
験
を
忠
実
に
追
試
さ
せ
る
た
め

の
有
効
な
方
法
が
、
向
山
氏
の
教
科
書
実
験
指

導
で
あ
る
。
手
順
は
次
の
通
り
。

⑴
　
教
科
書
を
読
む

　

理
科
室
で
授
業
が
始
ま
る
。

　

そ
の
時
間
に
実
験
す
る
教
科
書
の
ペ
ー
ジ
を

開
け
、
み
ん
な
で
読
む
（
読
ま
せ
方
は
様
々
）。

　

注
意
事
項
（
危
険
な
こ
と
、
や
っ
て
は
い
け

な
い
こ
と
）
は
、
教
師
が
強
調
す
る
。

⑵
　
実
験
道
具
・
材
料
を
ノ
ー
ト
に
書
く

　

続
い
て
、
次
の
よ
う
に
告
げ
る
。

　

今
日
の
実
験
の
目
的
、
手
順
、
材
料
を

ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。
必
要
な
数
も
書

き
ま
す
。
班
の
人
全
員
が
書
け
た
ら
、
持

っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。

　

五
〜
一
〇
分
た
っ
て
、
あ
る
班
が
持
っ
て
く

る
。
そ
の
中
の
一
人
の
ノ
ー
ト
を
取
り
上
げ
、

次
の
よ
う
に
言
う
。

　

実
験
道
具
と
材
料
は
、
本
当
に
こ
れ
だ

け
で
い
い
の
で
す
ね
。

　

班
全
員
が
、
そ
の
子
の
ノ
ー
ト
を
の
ぞ
き
込

む
。
た
い
て
い
、
足
り
な
か
っ
た
り
、
数
を
書

き
込
ん
で
い
な
か
っ
た
り
す
る
。

　

そ
の
班
は
、
そ
そ
く
さ
と
席
に
帰
っ
て
い

く
。

　

そ
し
て
、
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
た
子
の
ノ
ー
ト

を
総
が
か
り
で
修
正
し
て
い
く
。

　

た
い
て
い
の
班
は
二
度
目
に
は
合
格
す
る
。

⑶
　
実
験
の
準
備
を
す
る

　

合
格
し
た
班
か
ら
、
実
験
の
材
料
・
器
具
を

実
験
台
に
そ
ろ
え
る
（
詳
細
は
割
愛
）。

⑷
　
実
験
を
す
る

　

先
生
チ
ェ
ッ
ク
を
パ
ス
し
た
班
は
実
験
開

始
。

　

こ
の
と
き
大
切
な
の
が
、「
実
験
係
」「
記
録

係
」
を
決
め
て
お
く
こ
と
だ
。

　

実
験
係
は
、
実
験
に
直
接
手
を
下
す
。
実
験

に
関
わ
れ
る
の
で
楽
し
い
。
記
録
係
は
、
実
験

の
様
子
を
ノ
ー
ト
に
記
録
し
て
い
く
。
係
は
実

験
ご
と
に
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
さ
せ
る
。

⑸
　
あ
と
片
付
け
を
す
る

　

実
験
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
あ
と
片
付

け
す
る
。

⑹
　
ノ
ー
ト
ま
と
め
・
結
果
発
表

　

片
付
け
が
終
わ
っ
た
班
か
ら
、
ノ
ー
ト
に
ま

と
め
る
（
教
師
は
、
こ
の
間
片
付
け
の
最
終
チ

ェ
ッ
ク
）。
頃
合
い
を
見
て
結
果
発
表
。
さ
ら

に
、
結
果
か
ら
「
分
か
っ
た
こ
と
」
を
発
表
。

板書術・
ノート術

超凄腕

山
口
県
下
関
市
立
王
喜
小
学
校

河か
わ
 た田
孝た

か
 ふ
み文

子供が

変わる
！

授業が
変わる！

理
科
ノ
ー
ト
ス
キ
ル

「
実
験
」「
観
察
」「
ま
と
め
」の
ノ
ー
ト
を
フ
ォ
ー
マッ
ト
す
る
。
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⑺
　
理
科
室
を
出
る

　

二
時
間
続
き
の
理
科
実
験
、
終
了
五
分
前
に

は
、
全
員
で
教
室
を
出
る
。
教
師
も
一
緒
に
。

　

そ
の
頃
に
は
、
次
の
よ
う
な
ノ
ー
ト
が
完
成
。

２　

ノ
ー
ト
に
観
察
記
録
を
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

　

実
験
と
同
じ
く
、
観
察
も
理
科
の
大
切
な
学

習
活
動
で
あ
る
。

　

観
察
記
録
は
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
よ
り
も
ノ
ー

ト
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
良
い
。

　

は
じ
め
に
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
し
て
お
け
ば
、
い

つ
で
も
即
、
活
動
を
開
始
で
き
る
。
観
察
カ
ー

ド
が
足
り
な
く
な
る
こ
と
も
な
い
。
記
録
は
ノ

ー
ト
に
蓄
積
さ
れ
る
の
で
、
散
逸
も
防
げ
る
。

　

観
察
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
は
、
ノ
ー
ト
一
ペ
ー
ジ

に
次
の
項
目
を
入
れ
る
。
①
タ
イ
ト
ル
②
日
付

（
時
刻
）
③
（
観
察
し
た
）
図
④
観
察
記
録
⑤

気
付
き
・
分
か
っ
た
こ
と
・
疑
問
…
等
の
文
。

　

※
記
録
に
は
数
値
を
入
れ
る
こ
と

３　

向
山
型
理
科
ノ
ー
ト
ま
と
め

　

単
元
の
学
習
の
ま
と
め
を
ノ
ー
ト
に
さ
せ
る
。

　

向
山
型
ノ
ー
ト
ま
と
め
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
で
。

⑴
一
単
元
を
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
で
ま
と
め
さ
せ

る
。

⑵
教
科
書
・
資
料
の
丸
写
し
は
認
め
な
い
。

⑶
イ
ラ
ス
ト
・
図
解
を
す
す
め
る
。

⑷
ノ
ー
ト
づ
く
り
の
時
間
を
与
え
る
。

⑸
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
ご
と
に
評
価
す
る
。
評
価

は
「
合
格
」
の
み
。
ラ
ン
ク
は
付
け
な
い
。

不
合
格
は
「
修
正
す
る
」「
や
り
な
お
す
」

よ
う
に
す
す
め
る
。

⑹
特
に
立
派
な
ノ
ー
ト
は
全
員
に
紹
介
す
る
。

※
『
教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
』
№
49
よ
り

　

私
は
、
次
の
評
定
基
準
を
提
案
し
た
法
則
化

論
文
審
査
で
向
山
氏
よ
り
Ａ
評
定
を
も
ら
っ
た
。

【
ノ
ー
ト
ま
と
め
十
の
原
則
】
①
タ
イ
ト
ル
②

見
や
す
さ
③
工
夫
④
イ
ラ
ス
ト
⑤
図
⑥
マ
ス
⑦

丁
寧
さ
⑧
詳
し
さ
⑨
キ
ー
ワ
ー
ド
⑩
考
え
（
詳

細
は
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
参
照
）

　

八
項
目
以
上
ク
リ
ア
を
合
格
と
す
る
。

　

年
度
の
初
め
に
「
実
験
」「
観
察
」「
ま
と

め
」
の
仕
方
を
定
着
さ
せ
て
お
け
ば
、
一
年
間

の
学
習
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
。



大成功の
絵画工作
授業

4

恐
竜
と
猫
た
ち
の
お
散
歩

馬
場
の
ぼ
る
作「
11
匹
の
猫
の
ど
ろ
ん
こ
」の
ア
レ
ン
ジ
。酒

井
式
描
画
指
導
法　

酒さ
か

井い 

臣し
ん

吾ご

Ａ　

左
の
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
猫

の
ポ
ー
ズ
を
描
い
て
遊
ぶ
。
頭
部
、

胴
体
、
手
足
、
つ
な
ぐ
、
尾
の
順
。

Ｂ　

画
用
紙
い
っ
ぱ
い
に

恐
竜
を
描
く
。
胴
体
、
頭

部
と
首
、
尾
、
足
の
順
。

鉛
筆
で
描
い
た
後
、
太
い

ペ
ン
で
し
っ
か
り
と
描
く
。

Ｃ　

猫
を
七
匹
以
上
描
く
。

頭
部
を
大
き
く
描
く
こ
と
。

猫
の
体
の
重
な
っ
た
部
分

は
白
絵
の
具
で
し
っ
か
り

と
消
し
て
お
く
こ
と
。

Ｄ　

恐
竜
の
体
に
斑
点
を
押
す
（
後
述
）。
猫

た
ち
に
着
色
す
る
に
は
腰
の
強
い
小
筆
を
使
う

と
い
い
。
耳
や
口
は
カ
ラ
ー
ペ
ン
や
ポ
ス
カ
な

ど
を
使
う
と
、
効
率
的
に
作
業
が
進
む
。

Ｅ　

地
面
と
空
を
塗
っ
て
完
成
。
こ
の
絵
は
恐

竜
と
猫
の
大
と
小
の
造
形
の
妙
が
テ
ー
マ
に
な

る
。
恐
竜
は
線
を
太
く
ゆ
っ
た
り
と
描
き
、
猫

は
緻
密
に
か
わ
い
ら
し
く
描
く
こ
と
。

Ｆ　

同
じ
テ
ー
マ
で
画
用
紙
を
横
に
し
て
描
い

て
み
た
。
Ｅ
は
遠
近
感
が
出
て
い
る
の
に
対

し
て
、
こ

ち
ら
は
安

定
感
が
出

た
。

Ａ

Ｂ

Ｅ

Ｆ

Ｃ Ｄ
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Ｈ　

四
つ
切
り
画
用
紙
全
体
を
使
っ
て
恐
竜
を

描
く
こ
と
は
、
か
な
り
抵
抗
が
強
い
。

　

ま
た
、
小
さ
い
猫
た
ち
を
七
匹
以
上
描
く
の

も
、
か
な
り
根
気
と
集
中
力
が
必
要
で
あ
る
。

　

実
践
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
シ
ナ
リ
オ

を
し
っ
か
り
と
読
み
込
ん
で
、
自
ら
一
枚
描
い

て
み
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

　

で
き
れ
ば
、
二
枚
、
三
枚
と
描
い
て
み
れ
ば

更
に
よ
ろ
し
い
。

　

左
の
下
の
写
真
は
、
恐
竜
の
体
の
斑
点

模
様
の
た
め
の
人
参
ゴ
ボ
ウ
。
こ
れ
に
絵

の
具
を
付
け
て
ペ
ッ
タ
ン
ペ
ッ
タ
ン
と
押
す
。

　

あ
ん
ま
り
楽
し
い
の
で
押
し
す
ぎ
る

と
、
左
の
Ｊ
図
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ

う
に
や
っ
て
し
ま
う
子
は
、
大
抵
は
意
欲

の
あ
る
子
供
ら
し
い
子
で
あ
る
。

　

空
を
飛
ぶ
鳥
も
同
様
、
や
り
す
ぎ
る
と

リ
ズ
ム
が
崩
れ
て
し
ま
う
の
で
、
十
分
に

注
意
す
る
こ
と
。
最
も
効
果
が
あ
る
指
導

は
、
Ｊ
の
よ
う
な
作
品
と
本
文
Ｅ
の
よ
う

な
作
品
を
比
べ
て
み
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

初
心
者
の
た
め
の

　
　
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

斑点人参ゴボウ 

Ｉ　この絵も含めてすべて雲を描き入れてみた。雲も少し蛍光色を
入れたり、斜めに流したりすると、画面が思いがけず豊かになるの
で参考にして欲しい。

Ｇ　思い切ってグリーン系の恐竜にしてみたが、この色も十分に魅
力的である。恐竜の体に小さな白い斑点を付けるのもおもしろい。

Ｇ

Ｉ

Ｊ

Ｈ



28 国語 にてるかん字 �
� 勇　和代

29 算数
たしかめもんだい�
� 田丸義明

30 国語 すてきなところをつたえよう�
� 加藤綾乃

31 算数
「はこの形」�
� 加藤雅成

32 国語 クライマックスの場面�
� 竹岡正和

33 算数
学年末の問題 �
� 林　健広

34 国語 同訓異字や同音異義語の�
使い分けを考えさせる� 佐藤智彦

35 算数
平面での表し方の復習を行い、空間での�
表し方も同じように進める � 赤塚邦彦

36 国語 「大造じいさんとガン」�� 吉川たえ

37 算数
「前の説明を参考にして解く問題」を�
攻略する � 石坂　陽

38 国語 時代をこえた日本の「古典」の�
素晴らしさを伝える � 利田勇樹

39 算数
「算数卒業旅行」は難易度と�
学び方を選択させよう� 太田政男

①本誌の内容の全部または一部を無断でインターネット等で転載することを禁じます。②向山著作をはじめとするTOSS関連論文を追試、その他の名目
でインターネット上で公開することも禁じます。③授業または研究等で必要な場合は、TOSS最高顧問向山洋一までご連絡下さい。④著作権法を無視し
続けた場合には、法的措置を取らせていただきます。

注
意

78 ◆ TOSSサークルで学んだこの授業・この学級経営　和田みのり
79 ◆ 向山・谷日記　向山洋一／谷　和樹
80 ◆ 今月のデジタル・トークライン／編集後記／次号予告

向山型に挑戦！　 
国語・算数の難問良問

48　木村重夫

クラス全員が熱中するこの教材！ 
授業が激変！　TOSS指導法最前線

54　後藤隆一
55　小室由希江
55　大川雅也
56　松島博昭

特別支援教育　 
専門家の視点&全国で大人気　 
“特別支援教育の指導システム”

50　榛谷　朗
51　小嶋悠紀
52　松尾智子
53　下妻玄典

働き方改革！　 
教師が「やりがい」と向き合うために

57　許　鍾萬
58　岩永将大
59　宮森裕太
60　鈴木良幸
61　A 中井　光

授業技量向上の法則

62　赤塚邦彦
63　長谷川博之
64　谷　和樹
65　小嶋悠紀
66　板倉弘幸
67　林　健広

道標：教師としての高みを目指して

68　向山行雄
70　西阪　昇
72　桜木泰自

特
別
連
載

人気女性ライター　 
トークラインだけの裏話

74　師尾喜代子
75　美崎眞弓
76　小林智子

社会貢献活動への 
取り組み

77　勇　和代

国算　現在進行形の教科書単元
すぐに追試できる開始15分間の発問

40 理科 空気と生物との関わりについて教科書の�
図に矢印をかきこみ考察させる � 山内英嗣

41 理科 空気と人間の関わりから�
植物の働きの重要性を考える � 山内英嗣

「基礎・基本の授業例」と 
「主体的・対話的で深い学びの授業例」

42 道徳 感動、畏敬の念を扱った授業プラン�
� 榎本寛之

43 英語 Lesson11「Junior High School �
Life」 � 吉川たえ

44
オンライ
ン

向山洋一氏の授業技術「実況中継」で�
子供たちを巻き込む � 塩谷直大

45 読解 ツリー構造に慣れさせる �
� 塩谷直大

新学習指導要領対応　道徳・英語・ 
オンラインの授業実践

46 国語 百人一首の授業で知的に終える�
� 坂本佳朗

47 理科 公式は暗記より体感させる �
� 上田浩人

中学校でのTOSS実践

１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年



デジタル連動

デジタル・トークライン　http://talkline.tos-land.net
大好評の「お悩み解決!　谷編集長の5min.アンサー」。今月のテーマは「特別支援教育などの情報の伝え方」です。
その他、必見・必聴の動画や画像、音声を本誌読者に限定公開中!　本誌連動の画像も満載です。

12

写真で解説！　一目で分かる指導のコツ

デジタル化で子供も教師もハッピー

10　オピニオン　今、教育界で起こっていること
　　 優れた教師は「学び方」をマネジメントする⑺� 谷　和樹

1　教師の微差力 　千葉雄二

2　子供が変わる！　授業が変わる！　超凄腕　板書術・ノート術 　河田孝文

4　大成功の絵画工作授業 　酒井臣吾

9　向山洋一に聞く　教育Q&A
　 第43回　A　向山洋一

No.555

C O N T E N T S
表紙：信吉

特集

巻頭
論文

〈授業改善編〉 	
14　インターネットでどんどん調べる学習	 松島博昭
15　活動を活性化させる「相互参照」 	 山崎克洋
16　子供用端末「持ち帰り」のポイント	 星野優子
17　プログラミングを教育課程に位置付ける 	 村上　諒
18　SNSを学習の手段として活用させよう 	 塩谷直大
〈データ処理編〉 	
19　�朝の電話が激減！　一目で分かる出欠フォームで保護者も教師も楽々な朝 	 川原雅樹
20　低学年児童には難しいアンケートも楽々完了	 太田政男
〈ペーパーレス編〉 	
21　職員会議をペーパーレスで 	 高見澤信介
22　データの移動・保存はUSBからクラウドへ	 国友靖夫
23　一太郎派もワード派も困らない互換機能を活用した仕事術	 村上　睦
24　教師用端末「持ち出し可」の便利さと注意点	 大川雅也
〈環境整備編〉 	
25　�使えない電子黒板は置物と化してしまう。自分のクラスをイメージして選ぼう 	 田中浩幸
26　高速なインターネット回線はGIGAスクール構想実現の基盤である	 許　鍾萬
27　�子供の学習において、端末がなくてはならない状態にしておくことである 	 望月　健
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お得が
 いっぱい！

お試し版も
はじめました！

今すぐアクセス！

ID・パスワードなしで見られる
お試しページを開設しました。
周囲の方に、ぜひ、ご紹介ください‼

谷編集長の濃厚すぎる５分間そのほかの内容は p.80 をご覧ください。
動画でも視聴できる！ 高段者が答えるQ&A

ダウンロード
コンテンツも
満載！

本誌PDFデータも
ダウンロードできます！

67ページの「高段者
が答えるQ&A」は、
動画でも視聴できる
ようになりました。

アクセス方法
PC・スマホでサイトにアクセス !
トップページのログインをクリックし、
IDとパスワードを入力してください。
※TOSS-SNSに入会されている方は、 
　SNSからアクセスできます。

今、ここでしか
見られない動画！

３か月の
期間限定
公開！  

トップペー
ジの下に
あるこの
バナーを
クリック！

デジタルトークライン 検索http://talkline.tos-land.net

Digital Talkline

購読者限定WEBサー
ビス

購読者限定WEBサー
ビス

今月のトークラインID・パスワード

i 6 r p 2 x
（アイ・ろく・アール・ピー・に・エックス）
ID：TL3 ※有効期間：

2023年2月15日～
2023年5月14日

特別支援教育などの情報の伝え方強いメンタルの整え方
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回答：向
むこう

山
やま

洋
よう

一
いち

質問：師
もろ

尾
お

喜
き

代
よ

子
こ

（TOSS最高顧問）

（TOSS中央事務局）

年度末の準備について
第43回

　
指
導
要
録
を
三
月
に
終
わ
ら
せ
て
し
ま
わ
な

い
と
、
春
休
み
に
新
年
度
の
準
備
が
で
き
ま
せ

ん
。
絶
対
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
な
の

で
、
後
回
し
に
せ
ず
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

ぎ
り
ぎ
り
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
ど
う
し
て
も
内

容
が
い
い
加
減
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
。

　
第
二
に
、
子
供
た
ち
へ
の
配
付
物
は
大
丈
夫

で
し
ょ
う
か
。
実
際
に
私
が
見
た
中
で
は
、
年

度
末
に
な
っ
て
か
ら
夏
休
み
の
作
品
を
返
し
て

い
る
先
生
が
い
ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
の
作
品
や
作
文
な
ど
は
、
保
護
者

の
目
に
触
れ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
た
だ
返
す
だ

け
で
は
だ
め
で
す
。
き
ち
ん
と
評
価
を
付
け
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。「
よ
く
で
き
ま
し
た
」

だ
け
で
も
書
い
て
あ
れ
ば
、
保
護
者
が
見
た
時

の
印
象
が
全
然
違
う
の
で
す
。

　
第
三
に
、
学
習
進
度
の
確
認
で
す
。
き
ち
ん

と
終
わ
ら
せ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
ま
す
。

特
に
漢
字
と
算
数
に
つ
い
て
は
確
認
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ど
の
子
も
平
均
八
五
点
く
ら

い
は
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。
小
学

校
の
教
師
に
と
っ
て
、
と
て
も
重
要
な
要
素
で
す
。

　
こ
れ
ら
は
三
月
に
入
っ
た
ら
す
ぐ
に
や
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
二
月
に
や
っ
て
し
ま
っ
て
も

い
い
の
で
す
。指
導
要
録
な
ど
は
、二
月
に
終
わ
っ

て
い
る
先
生
も
か
な
り
い
ま
す
。
三
月
に
急
に
子

供
が
変
わ
る
わ
け
は
な
い
の
で
す
か
ら
。

　
年
度
末
は
い
つ
も
バ
タ
バ
タ
し
て
し
ま
い
ま

す
。
ど
の
よ
う
に
準
備
し
て
い
っ
た
ら
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。

　
年
度
末
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
、
子
供
た
ち

の
こ
と
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
準
備
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。
向
山
先
生
が
考
え
る
「
年
度
末
に

や
る
べ
き
こ
と
」
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
三
月
に
入
っ
た
ら
す
ぐ
に
、
指
導
要
録
や
学

習
進
度
の
確
認
な
ど
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
年
度
末
に
や
る
こ
と
の
第
一
は
指
導
要
録
で

す
。

　
終
わ
ら
せ
て
い
な
い
先
生
が
結
構
い
ま
す
。

後
に
な
っ
て
慌
て
て
取
り
組
む
の
で
す
。
中
に
は

春
休
み
に
入
っ
て
か
ら
始
め
る
人
ま
で
い
ま
す
。

　
私
は
現
役
時
代
、
三
月
の
初
め
に
は
行
っ
て

い
ま
し
た
。
ハ
ン
コ
を
押
す
な
ど
の
作
業
は
前

も
っ
て
で
き
る
の
で
、
師
尾
先
生
に
手
伝
っ
て

も
ら
っ
た
り
し
な
が
ら（
笑
）行
っ
て
い
ま
し
た
。

向 山 洋 一 に 聞 く QQ&AA教育
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本誌編集長

谷
たに

和
かず

樹
き

優
れ
た
教
師
は
「
学
び
方
」
を

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
（
７
）

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
活
用
し
た
「
学
び
方
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
挑
戦
す
る
な
ら
、
ま
ず
は
「
質
の
高
い
一
斉
授
業
」

を
実
現
で
き
る
力
を
身
に
付
け
る
努
力
を
し
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
と
並
行
し
て
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
や
コ
ー
ス

別
学
習
に
挑
戦
し
て
も
か
ま
わ
な
い
。
し
か
し
一
斉
授
業
の
力
が
低
け
れ
ば
失
敗
す
る
確
率
は
高
い
。

る
前
に
、
質
の
高
い
一
斉
授
業
を
浴
び
る
ほ

ど
経
験
さ
せ
て
い
る
の
だ
。

　

そ
こ
で
「
熱
中
し
て
学
習
す
る
体
験
」
を

何
度
も
何
度
も
子
供
た
ち
は
味
わ
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う

な
授
業
技
術
を
教
師
が
身
に
付
け
て
い
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

◆　
　

◆　
　

◆

一
斉
授
業
に
お
け
る
授
業
技
術
の
分
類

１　
技
法
的

「
教
科
書
を
活
用
す
る
技
術
」
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
教
科
・
領
域
・
単
元
に
お
け
る
学
力
向

上
技
法
の
こ
と

（
例
）

①　
読
む
力
を
向
上
さ
せ
る
技
術

か
来
た
道
」
へ
戻
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
「
協

働
的
な
学
び
」
を
設
計
し
、
質
の
高
い
形
で

「
探
究
型
」
の
授
業
を
実
現
し
て
い
る
教
師

も
い
る
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
は
長
谷
川
博
之
氏
、
小
嶋
悠

紀
氏
な
ど
の
報
告
が
そ
の
代
表
だ
。

　

そ
う
し
た
質
の
高
い
学
習
に
は
、
前
提
条

件
が
あ
る
。

　

い
き
な
り
形
だ
け
を
真
似
て
「
探
究
型
で

す
」
と
や
れ
ば
当
然
破
綻
す
る
。

二
　
探
究
型
の
学
び
：
第
一
の
条
件

　

前
提
条
件
の
第
一
は
「
一
斉
授
業
の
授
業

力
が
高
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

子
供
た
ち
に
様
々
な
選
択
を
自
由
に
さ
せ

一
　
子
供
の
主
体
性
最
優
先
な
の
か

「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
い
っ
た
言
葉
が
独

り
歩
き
し
て
い
る
。

教
師
は
で
き
る
だ
け
教
え
な
い
。

子
供
の
主
体
性
に
ま
か
せ
る
。

と
い
っ
た
こ
と
が
「
最
優
先
」
さ
れ
て
い
る

と
し
た
ら
問
題
で
あ
る
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
も
「
探
究
型
」
と
言
わ
れ
る

授
業
が
盛
ん
に
提
案
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

適
当
に
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
つ
く
っ
て
、
あ

と
は
自
由
に
学
習
さ
せ
る
の
が
探
究
型
な
ら
、

こ
ん
な
楽
な
こ
と
は
な
い
。

　

そ
れ
で
は
子
供
に
力
が
付
か
な
い
ど
こ
ろ

か
「
這
い
回
る
」
学
習
※
に
堕
ち
る
。「
い
つ

オピニオン

今教育界で起こっていること

※
な
か
な
か
授
業
の
目
標
に
た
ど
り
着
か
な
い
学
習
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巻頭論文

方
に
子
供
た
ち
が
慣
れ
て
お
り
、
デ
ジ

タ
ル
で
様
々
な
や
り
取
り
が
で
き
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
が
初
歩
だ
が
、
次
の
よ
う

に
な
る
と
さ
ら
に
良
い
。

１　

国
語
で
「
分
析
し
て
ご
ら
ん
な
さ

い
」
と
指
示
し
た
だ
け
で
、
分
析
批

評
の
視
点
を
使
っ
て
ノ
ー
ト
に
意
見

を
書
け
る
。

２　

ど
の
教
科
で
も
「
討
論
し
ま
す
」

の
指
示
で
指
名
な
し
討
論
が
で
き
る
。

３　

与
え
ら
れ
た
課
題
に
対
し
て
「
辞

書
」「
書
籍
」「
Ｗ
ｅ
ｂ
検
索
」
等
を

活
用
し
て
調
べ
、
ま
と
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

四
　
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
あ
り
き
で
は
な
い

　

こ
う
し
た
こ
と
の
上
に
、「
熱
中
さ
せ
る

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
を
開
発
し
、
コ
ー
ス
を
設

定
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
か
ら
こ
そ
、
子

供
た
ち
が
主
体
的
に
探
求
し
て
い
く
学
習
が

成
立
す
る
の
で
あ
る
。逆
で
は
な
い
。（
続
く
）

三
　
探
究
型
の
学
び
　
第
二
の
条
件

　

条
件
の
二
番
目
は
、
子
供
た
ち
に
「
学
び

方
の
シ
ス
テ
ム
」
を
身
に
付
け
さ
せ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
子
供
の
姿
を
思
い

浮
か
べ
れ
ば
よ
い
。

１　
国
語
で
「
漢
字
を
覚
え
ま
し
ょ
う
」

と
指
示
し
た
だ
け
で
、
漢
字
ス
キ
ル

を
使
っ
た
学
習
が
自
動
的
に
進
む
。

２　

算
数
で
で
き
た
問
題
と
で
き
な

か
っ
た
問
題
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く

「
教
科
書
チ
ェ
ッ
ク
」
を
ど
の
子
も
で

き
る
。

３　
ノ
ー
ト
の
使
い
方
に
習
熟
し
て
い

る
。（
日
付
・
ペ
ー
ジ
・
ゆ
っ
た
り
と

使
う
・
間
違
え
て
も
消
さ
な
い
で
×

を
付
け
る
…
）

４　

理
科
や
社
会
科
で
「
課
題
↓
予
想

↓
方
法
↓
結
果
↓
考
察
」
等
の
流
れ

で
ノ
ー
ト
を
ま
と
め
て
い
く
手
順
が

身
に
付
い
て
い
る
。

５

G
oogle

Classroom
等
に
代
表

さ
れ
る
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
の
使
い

②　
書
く
力
を
向
上
さ
せ
る
技
術

③　
計
算
の
力
を
向
上
さ
せ
る
技
術

④　
技
能
を
向
上
さ
せ
る
技
術
（
体
育
・
音

楽
・
図
工
・
技
術
家
庭
・
美
術
…
）

２　
技
能
的

「
ベ
ー
シ
ッ
ク
ス
キ
ル
」
等
の
あ
ら
ゆ
る
言

語
的
・
非
言
語
的
な
技
能
の
こ
と

（
例
）

①　
表
情

②　
声

③　
立
ち
位
置

④　
動
線
・
机
間
巡
視
…

３　
原
則
的

「
授
業
の
原
則
一
〇
カ
条
」
等
の
経
験
則
を

含
む
様
々
な
重
要
原
則
の
こ
と

①　
授
業
の
原
則
一
〇
カ
条

②　
子
供
を
動
か
す
法
則

③　
授
業
で
熱
中
さ
せ
る
原
則

④　
技
能
を
上
達
さ
せ
る
基
本
原
則
…

◆　
　

◆　
　

◆
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イラスト：柳岡紋佳

2023年

3月号
特集

デジタル
化で

子供も教
師も

ハッピー
1 授業改善編

4 環境整備編
3 ペーパーレス編
2 データ処理編



　

デ
ジ
タ
ル
化

デ
ジ
タ
ル
化
で
子
供
も
教
師
も
ハ
ッ
ピ
ー

特集

13   2023. 3

１�　

デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の
良
さ
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と

も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ

と
が
良
い
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
文
科
省
も

「
紙
が
デ
ジ
タ
ル
か
」
の
二
者
択
一
は
求
め
て

い
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

ま
す
。

一
斉
授
業
か
個
別
学
習
か
、
履
修
主
義
か

修
得
主
義
か
、
デ
ジ
タ
ル
か
ア
ナ
ロ
グ
か
、

遠
隔
・
オ
ン
ラ
イ
ン
か
対
面
・
オ
フ
ラ
イ

ン
か
と
い
っ
た
「
二
項
対
立
」
の
陥
穽
に

陥
ら
ず
、
教
育
の
質
の
向
上
の
た
め
に
、

発
達
の
段
階
や
学
習
場
面
等
に
よ
り
、
ど

ち
ら
の
良
さ
も
適
切
に
組
み
合
わ
せ
て
活

か
し
て
い
く
。（「
令
和
の
日
本
型
学
校
教

育
」
の
構
築
を
目
指
し
て
）

２�　

デ
ジ
タ
ル
化
し
た
方
が
良
い
部
分
は
思
い

切
っ
て
改
革
す
る
こ
と

い
ま
だ
に
「
ア
ナ
ロ
グ
」
に
偏
り
す
ぎ
て
い

る
と
い
う
報
告
が
多
く
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
二
〇
二
二
年
七
月
三
十
一
日
の
朝

日
新
聞
の
報
道
で
は
、
次
の
よ
う
な
状
況
が
取

材
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
化　

進
ま
ぬ
学
校

①�　
教
頭
が
毎
日
、
教
育
委
員
会
な
ど
か
ら
来

る
大
量
の
メ
ー
ル
の
添
付
フ
ァ
イ
ル
を
プ
リ

ン
ト
ア
ウ
ト
し
、
先
生
の
人
数
分
コ
ピ
ー
し

て
机
に
配
付
。
こ
の
作
業
だ
け
で
一
時
間
。

②�　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
紙
で
配
付
・
回
収
し
、
表

計
算
ソ
フ
ト
に
入
力
す
る
の
に
三
時
間
。

③�　
「
指
導
要
録
」
を
手
書
き
し
、
一
文
字
で

も
間
違
え
れ
ば
最
初
か
ら
書
き
直
す
。

④�　
文
書
ソ
フ
ト
は
「
一
太
郎
」
と
決
ま
っ
て

お
り
、
外
部
と
共
有
す
る
際
は
「
ワ
ー
ド
」

に
変
換
。

⑤�　
コ
ロ
ナ
の
感
染
防
止
の
た
め
密
を
さ
け
よ

う
と
、
職
員
会
議
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
く
こ

と
に
。
と
こ
ろ
が
、
教
員
用
の
情
報
端
末
は

全
員
分
な
く
、
職
員
室
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
。

結
果
、
参
加
者
の
ほ
ぼ
全
員
が
職
員
室
に
集

ま
っ
て
い
た
。

唖
然
と
す
る
わ
け
で
す
が
、
笑
い
話
で
は
す

み
ま
せ
ん
。

子
供
た
ち
の
学
習
活
動
で
も
同
じ
で
す
。

①�　
単
に
紙
を
デ
ジ
タ
ル
に
し
た
だ
け
で
、
旧

来
の
単
調
な
授
業
が
続
い
て
い
る
だ
け
。

②�　
制
限
が
か
か
っ
て
い
て
有
用
ア
プ
リ
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
な
い
。

③�　
い
ま
だ
に
端
末
を
持
ち
帰
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
ず
、
家
庭
と
学
校
の
学
習
が
つ
な
が
っ

て
い
な
い
。

④�　
せ
っ
か
く
ク
ラ
ウ
ド
を
使
っ
て
い
る
の
に

互
い
の
意
見
を
交
流
し
て
い
な
い
。

ま
も
な
く
、
端
末
を
更
新
す
る
時
期
が
や
っ

て
き
ま
す
。
そ
の
と
き
に
「
あ
ま
り
活
用
し
て

な
い
か
ら
」
と
、
ま
た
コ
ロ
ナ
前
の
状
態
に
戻
っ

て
し
ま
う
の
で
は
何
の
意
味
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
の
よ
う
に
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
、
ア
ナ
ロ

グ
と
使
い
分
け
な
が
ら
、
子
供
た
ち
の
学
び
を

活
性
化
さ
せ
て
い
く
の
か
。
教
師
の
仕
事
を
合

理
的
に
し
て
い
く
の
か
。
真
剣
に
考
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
先
生
方
の
先
進
的

な
取
り
組
み
・
プ
ラ
ン
・
ア
イ
デ
ア
を
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
特
集
で
す
。

�

（
本
誌
編
集
長　

谷
和
樹
）
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１　

タ
ブ
レ
ッ
ト
は
ど
こ
に
置
く
？　

い
つ
も
手
元
に

「
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
文
房
具
と
し
て
活
用
さ
せ
る
」
を
実
現

さ
せ
る
に
は
、「
あ
っ
、
調
べ
た
い
」
と
思
っ
た
瞬
間
に
、

手
元
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
子
供
た
ち

は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
ど
こ
に
置
い
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
教

室
に
あ
る
保
管
庫
に
置
い
て
あ
り
、
教
師
の
許
可
が
あ
る

時
だ
け
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
出
す
と
い
う
ク
ラ
ス
が
あ
る
と
聞

く
。
研
究
授
業
の
時
だ
け
、
引
き
出
し
の
中
に
準
備
さ
せ

て
お
く
こ
と
も
あ
る
そ
う
だ
。
つ
ま
り
、
基
本
は
、
自
由

に
は
使
え
な
い
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
で
は
、
子
供
た
ち
は
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
文
房
具
の
よ
う
に
活
用
は
し
な
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
授
業
中
、
分
か
ら
な
い
言
葉
が
あ
っ
た
時
、
子
供
た
ち

は
ど
う
す
る
か
。
私
は
、
国
語
辞
典
を
い
つ
も
手
元
に
置

か
せ
、
調
べ
た
い
時
に
い
つ
で
も
調
べ
て
良
い
こ
と
と
し

て
い
る
。
国
語
辞
典
が
手
元
に
な
い
と
、
子
供
た
ち
の
調

べ
る
回
数
は
激
減
す
る
。
よ
っ
て
、
常
に
手
元
に
置
か
せ

る
よ
う
に
し
て
い
る
。
今
は
、
国
語
辞
典
で
は
な
く
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
手
元
に
置
か
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
現
代
の

人
は
、
何
か
調
べ
た
い
こ
と
が
あ
っ
た
時
に
、
さ
っ
と
ス

マ
ホ
を
出
し
て
調
べ
る
。
学
校
で
も
、
分
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
っ
た
ら
い
つ
で
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
調
べ
る
習
慣
を
身

に
付
け
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

２　

失
敗
し
な
が
ら
活
用
法
を
学
ぶ

手
元
に
置
き
、
自
由
に
使
わ
せ
る
こ
と
で
出
て
く
る
問

題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、「
授
業
に
は
関
係
な
い
も
の
を
検

索
す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
を

乗
り
越
え
な
い
限
り
、
子
供
た
ち
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

ど
ん
ど
ん
活
用
す
る
授
業
の
実
現
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

よ
っ
て
、
学
級
に
お
け
る
利
用
の
ル
ー
ル
を
き
ち
ん
と
教

え
る
こ
と
も
必
須
と
な
る
。
正
し
く
な
い
使
い
方
を
し
た

時
こ
そ
学
び
の
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
、
指
導
し
て
い
く
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
必
要
な
情
報
を
検
索
す

る
た
め
に
は
、
検
索
の
仕
方
を
教
え
る
必
要
が
あ
る
。
教

師
が
検
索
の
仕
方
を
一
つ
一
つ
教
え
る
方
法
も
あ
る
が
、

子
供
た
ち
に
よ
り
良
い
検
索
の
仕
方
を
試
行
錯
誤
さ
せ
て

も
面
白
い
。
い
ろ
い
ろ
試
す
中
で
、
子
供
た
ち
は
検
索
の

仕
方
を
身
に
付
け
て
い
く
。iPhone

に
は
説
明
書
は
付
い

て
い
な
い
。
し
か
し
、
操
作
し
て
い
る
う
ち
に
使
い
方
が

分
か
る
よ
う
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、「
分
か
ら
な
い
言
葉

が
あ
っ
た
と
き
に
右
ク
リ
ッ
ク
を
し
て
、
キ
ー
ワ
ー
ド
を

検
索
す
る
」「
キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
れ
て
一
マ
ス
あ
け
て

キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
れ
る
」
な
ど
の
基
本
的
な
操
作
の
指
導

は
必
要
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ど
ん
ど
ん
調
べ
さ

せ
る
授
業
を
実
現
す
る
第
一
歩
は
、
使
い
た
い
時
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
え
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
だ
ろ
う
。

授業改善編

群馬県太田市立沢野小学校 松
まつ

島
しま

博
ひろ

昭
あき

インターネットでどんどん調べる学習
タブレットは常に手元に置かせ、自由に使わせる。失敗は成功のもと。
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１　

授
業
で
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
相
互
参
照
の
効
果

　

調
べ
学
習
に
お
い
て
、
お
互
い
の
調
べ
て
い
る
過
程
を

参
照
し
合
う
「
相
互
参
照
」
は
、
児
童
の
意
欲
を
高
め
る

と
い
う
仮
説
の
も
と
研
究
を
し
た
。

◆
五
年
生
　
社
会
科
「
こ
れ
か
ら
の
食
料
生
産
」

　

一
時
間
目
、
問
い
を
子
供
自
身
が
設
定
し
、
そ
れ
を
自

分
の
ペ
ー
ス
で
探
究
す
る
自
由
進
度
学
習
の
手
法
を
一
部

採
用
し
た
。

二
時
間
目
は
一
人
で
調
べ
学
習
、
三
時
間
目
は
相
互
参

照
を
し
な
が
ら
調
べ
学
習
を
実
施
。

そ
の
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
振
り
返
り
を
分
析
し
た
。

　

今
回
、
調
べ
学
習
と
振
り
返
り
の
シ
ー
ト
と
し
て
、

Google
Slides

を
用
い
た
理
由
は
、
コ
メ
ン
ト
機
能
を
活

用
で
き
る
点
、
調
べ
た
画
像
な
ど
を
ス
ラ
イ
ド
の
後
半
に

付
け
足
せ
る
点
な
ど
が
あ
る
。

　

こ
のGoogle

Slides

の
良
さ
を
生
か
し
て
、
相
互
参
照

の
際
、
友
達
の
意
見
を
参
考
に
し
た
場
合
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
コ
メ
ン
ト
を
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
相
互
参
照
の
確
認
と
共
に
、
学
び
に
対

し
て
の
承
認
文
化
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

２　

相
互
参
照
の
効
果
と
課
題

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
見
る
と
、
相
互
参
照
が
役
に
立
っ

た
と
い
う
児
童
の
割
合
は
八
割
を
超
え
た
。

　

ま
た
、
事
前
事
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
統
計
分
析
す

る
と
、
学
習
へ
の
意
欲
の
低
い
児
童
ほ
ど
相
互
参
照
に

よ
っ
て
意
欲
が
向
上
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
（
詳
細
な

デ
ー
タ
は
割
愛
す
る
）。

　

た
だ
し
、
意
見
を
写
し
た
だ
け
で
理
解
し
て
い
な
い
児

童
が
い
る
な
ど
、
相
互
参
照
を
実
施
す
る
上
で
の
課
題
も

複
数
見
ら
れ
た
。

　

こ
れ
ら
を
改
善
す
る
に
は
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
設
定
し

た
り
、
対
話
を
含
め
た
相
互
参
照
を
取
り
入
れ
た
り
す
る

な
ど
、
複
合
的
な
手
立
て
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

授業改善編

神奈川県小田原市立足柄小学校 山
やま

崎
ざき

克
かつ

洋
ひろ

活動を活性化させる「相互参照」
Google Slidesを用いた授業デザインによるリアルタイムの相互参照の効果（意欲）。
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端
末
を
持
ち
帰
ら
せ
る
際
に
、
必
ず
必
要
に
な
る
の
は

「
ル
ー
ル
の
設
定
」
で
あ
る
。

大
き
く
次
の
三
点
だ
ろ
う
。

⑴
　
学
習
の
た
め
に
使
う
。

⑵
　
不
要
な
サ
イ
ト
や
S
N
S
等
に
つ
な
げ
な
い
。

⑶
　
破
損
し
た
場
合
の
対
応
。

ま
ず
は
⑴
で
あ
る
。
何
の
た
め
の
持
ち
帰
り
な
の
か
を

明
確
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、
た
だ
お
も
ち
ゃ
を
与
え
た

こ
と
に
な
る
。

「
家
庭
で
学
習
す
る
た
め
に
端
末
を
持
ち
帰
る
の
だ
」
と

い
う
こ
と
を
指
導
し
た
う
え
で
持
ち
帰
ら
せ
る
こ
と
が
必

要
だ
。

加
え
て
、
次
が
必
須
で
あ
る
。

家
庭
で
端
末
を
使
う
よ
う
な
場
面
を
、
教
師
が
設
定

す
る
こ
と
。

例
え
ば
授
業
中
の
課
題
の
続
き
を
行
う
、
端
末
を
使
っ

て
宿
題
の
提
出
を
さ
せ
る
等
で
あ
る
。
勤
務
市
で
は
市
で

「
ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ
」
を
契
約
し
、
生
徒
一
人
ず
つ
に
ア

カ
ウ
ン
ト
が
与
え
ら
れ
た
。
そ
れ
を
活
用
し
、
長
期
休
業

中
の
課
題
を
ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ
で
配
信
し
、
取
り
組
ま
せ

る
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
た
。

生
徒
の
理
解
状
況
に
応
じ
て
配
信
内
容
を
担
当
者
が
調

節
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。
特
に
初
期
段
階
に
お
い
て
、
端

末
を
使
う
場
面
を
設
定
す
る
の
は
教
師
の
仕
事
で
あ
る
。

⑵
の
ル
ー
ル
確
認
も
必
須
だ
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ

な
が
る
端
末
は
、
ト
ラ
ブ
ル
の
種
に
も
な
り
う
る
。

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
は
事
前
の
対
応
が
必
須
だ
。

起
こ
り
そ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
を
あ
ら
か
じ
め
伝
え
、
防

止
す
る
。

「
他
の
学
校
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
持
ち
帰
っ
た
と
き
に
、

そ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
友
達
の
写
真
を
勝
手
に
撮
っ
て
、

ネ
ッ
ト
上
に
ア
ッ
プ
し
て
し
ま
い
、
大
き
な
問
題
に
な
っ

た
と
い
う
件
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
な
ら
大
丈
夫
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
は
遊
び
道
具
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
要
な
サ
イ
ト
や

S
N
S
へ
の
接
続
、
写
真
を
勝
手
に
撮
る
な
ど
は
禁
止
で

す
。よ

く
理
解
し
た
う
え
で
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
ね
」

事
が
起
こ
っ
て
か
ら
の
指
導
で
は
な
く
、
ル
ー
ル
を
示

し
、
未
然
に
防
ぐ
。
新
た
な
便
利
な
ツ
ー
ル
だ
か
ら
こ
そ
、

有
効
活
用
で
き
る
よ
う
に
教
師
が
組
み
立
て
た
い
。

授業改善編

埼玉県さいたま市立指扇中学校 星
ほし

野
の

優
ゆう

子
こ

子供用端末「持ち帰り」のポイント
ルールを明確にし、トラブルを未然に防ぐ。
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神奈川県大和市立林間小学校 村
むら

上
かみ

諒
りょう

プログラミングを教育課程に位置付ける
まずは、プログラミングとは何かを定義する。

授業改善編

１

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
対
す
る
認
識

　
今
年
度
、
異
動
し
て
、
学
力
向
上
主
任
と
な
っ
た
。
数

年
前
に
導
入
さ
れ
た
は
ず
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
、

本
校
で
は
教
育
課
程
に
編
成
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
態

に
気
付
か
さ
れ
た
。
現
場
が
、
様
々
な
こ
と
に
追
わ
れ
て

い
る
の
が
原
因
だ
。
早
急
に
先
輩
の
先
生
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
に
つ
い
て
話
し
合
う
と
、
次
の
こ
と
を
言
わ
れ
た
。

「
パ
ソ
コ
ン
で
や
る
の
で
し
ょ
う
？
　
分
か
ら
な
い
」

ア
ン
プ
ラ
グ
ド
（
機
器
を
用
い
な
い
）
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
を
多
く
の
先
生
方
が
ご
存
じ
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

２

ま
ず
は
定
義
が
必
要

　
そ
こ
で
、
ま
ず
は
定
義
を
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的

思
考
と
は
、「
①
順
次
②
分
岐
③
反
復
」
で
あ
る
と
。
こ

れ
を
学
ば
せ
る
手
順
も
考
え
、
部
会
で
提
示
し
た
。

　
次
に
、
情
報
機
器
活
用
能
力
の
育
成
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
は
別
で
あ
る
と
定
義
し
て
、
資
料
に
ま
と
め
た
（
上
記

画
像
）。
知
っ
て
い
た
だ
い
た
ら
、
後
は
行
動
。
各
学
年

の
先
生
に
「
機
器
を
用
い
る
授
業
」「
機
器
を
用
い
な
い

授
業
」
に
分
け
て
年
間
指
導
計
画
に
ひ
も
付
け
ら
れ
る
所

を
次
々
に
定
義
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
っ
た
。

３

教
育
課
程
に
位
置
付
け
る
た
め
に

さ
ら
に
は
、
教
育
課
程
に
お
い
て
支
援
級
の
児
童
の
情

報
機
器
活
用
能
力
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
も
一
切

表
記
が
な
か
っ
た
の
で
、
学
力
向
上
担
当
の
副
主
任
が
支

援
級
担
任
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
一
緒
に
考
え
て
も
ら
っ

た
。
全
て
の
子
を
対
象
に
し
、
教
師
一
人
一
人
が
自
分
ご

と
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
、
教
育
課
程
に
位
置
付
け
る
こ

と
は
難
し
い
。

４

各
学
年
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
思
案
す
る

　
私
は
打
ち
合
わ
せ
の
際
に
、
次
の
こ
と
を
提
案
し
た
。

「
本
校
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
教
育
課
程
に
編
成
し

た
い
で
す
。
ど
う
か
一
年
生
か
ら
六
年
生
の
先
生
方
。
支

援
級
、
級
外
、
管
理
職
の
先
生
方
。
ど
の
教
科
と
ひ
も
付

け
で
き
る
か
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
」

私
が
行
っ
た
こ
と
は
シ
ン
プ
ル
だ
。

一
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
定
義
し
て

二
、
ど
の
学
年
も
一
人
の
例
外
も
な
く
対
象
に
し
て

三
、
職
員
全
員
を
巻
き
込
ん
だ

皆
が
自
分
ご
と
と
し
て
考
え
る
時
の
集
団
は
強
い
。
職

員
に
本
当
に
恵
ま
れ
た
と
確
信
し
て
い
る
。

来年度の教育課程へ
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１　

世
界
遺
産
の
町
の
優
れ
た
先
行
実
践

　

私
は
こ
の
羅
臼
小
学
校
の
実
践
を
知
る
ま
で
、
学
習
の

手
段
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
す
る
と
い
う
発
想
が
な
か
っ

た
。「
危
険
が
伴
う
の
で
は
な
い
か
」「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
小
学
生

に
禁
止
す
べ
き
」
と
考
え
て
い
た
。

　

し
か
し
、
羅
臼
小
学
校
の
子
供
た
ち
が
発
信
す
る
投
稿

を
見
て
、
そ
の
学
習
成
果
に
驚
き
、
考
え
を
改
め
た
。

　

羅
臼
小
学
校
の
実
践
に
つ
い
て
堀
田
龍
也
氏
（
東
北
大

学
大
学
院
情
報
科
学
研
究
科
教
授
）
は
次
の
よ
う
に
話
さ

れ
て
い
る
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
う
こ
と
が
目
的
な
の
で
は
な
く
、
調

べ
学
習
を
深
め
る
手
段
と
し
て
用
い
て
い
る
の
で
す
。

（
チ
エ
ル
ウ
ェ
ブ
マ
ガ
ジ
ン
二
〇
二
一
年
十
一
月
十
九
日
）※

　

子
供
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、
学
び
を
深
め

る
大
き
な
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
と
実
感
し
た
。

２　

学
校
の
ブ
ロ
グ
を
子
供
た
ち
に
開
放

　

私
の
勤
務
校
に
は
、
未
だ
独
自
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
カ
ウ
ン
ト

が
な
い
。
し
か
し
、
学
校
の
様
子
を
発
信
す
る
ブ
ロ
グ
が

あ
る
。
ま
ず
は
こ
の
ブ
ロ
グ
を
学
習
の
手
段
と
し
て
活
用

さ
せ
よ
う
と
考
え
た
。
学
校
の
ブ
ロ
グ
を
自
分
の
端
末
で

開
か
せ
て
、
自
由
に
閲
覧
さ
せ
た
。
子
供
た
ち
は
、
自
分

た
ち
の
活
動
の
様
子
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
喜
ん
で
い

る
。
ア
ク
セ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
の
数
値
に
驚
い
て
い
た
。

説
明　

こ
の
ブ
ロ
グ
は
学
校
の
こ
と
を
多
く
の
方
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
あ
り
ま
す
。
事
務
さ
ん
が
定
期

的
に
記
事
を
書
い
て
、
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

発
問　
記
事
を
書
く
と
き
に
は
、
あ
る
こ
と
を
し
な
い

よ
う
に
気
を
付
け
て
い
ま
す
。
何
だ
と
思
い
ま
す
か
。

子
供
た
ち
は
す
ぐ
に
「
子
供
の
顔
が
写
ら
な
い
よ
う
に

し
て
い
る
」「
個
人
名
が
分
か
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
」

と
気
付
い
て
い
た
。「
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
守
れ
ば
、
み

ん
な
も
記
事
を
書
い
て
発
信
で
き
ま
す
。
発
信
し
て
ほ
し

い
記
事
が
あ
れ
ば
、
グ
ー
グ
ル
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
書
い
て
、

先
生
に
共
有
し
て
く
だ
さ
い
」

　

子
供
た
ち
の
表
情
が
一
気
に
明
る
く
な
っ
た
。
二
日
後
、

生
活
科
で
行
っ
た
お
店
探
検
で
学
ん
だ
こ
と
を
発
表
す
る

記
事
が
共
有
さ
れ
た
（
上
の
画
像
参
照
）。

と
て
も
よ
く
書
け
て
い
る
が
、
写
真
に
お
店
の
人
の
顔

が
写
り
込
ん
で
い
る
。
ク
ラ
ス
み
ん
な
で
話
し
合
い
、
お

店
の
人
の
顔
も
写
ら
な
い
よ
う
に
写
真
を
ト
リ
ミ
ン
グ
し

よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
他
に
も
お
店
の
人
に
許
可

を
得
た
方
が
い
い
と
い
う
意
見
も
出
さ
れ
た
。
ネ
ッ
ト
と

の
付
き
合
い
方
を
学
ぶ
大
切
な
時
間
に
な
っ
た
。

※  h
ttp

s
://m

a
g
a
zin
e
.c
h
ie
ru
.c
o
.jp
/s
p
e
c
ia
l/

m
agazine-9

8
5
5
/

授業改善編─SNSで発信する学校や授業の情報

北海道北見市立三輪小学校 塩
しお

谷
や

直
なお

大
ひろ

SNSを学習の手段として活用させよう
SNSを用いて授業改善に取り組んだ実践といえば、羅
臼町立羅臼小学校の「子供たちが発信するインスタグ
ラム実践」だ。６年生の子供たちが、自分の町の良さ
や魅力を自分のタブレットで発信している。ぜひ、イ
ンスタグラムで「羅臼小学校」と検索してみてほしい。
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兵庫県丹波篠山市立味間小学校 川
かわ

原
はら

雅
まさ

樹
き

朝の電話が激減！　一目で分かる
出欠フォームで保護者も教師も楽々な朝
メール配信＆紙のお手紙＆ホームページ。３段階でお知らせ。「連絡時間」「パスワード」
の設定でセキュリティも安心。出勤簿横にスプレッドシートを提示することで、職員も見
やすく必ず確認できる。

データ処理編─ラクラクできるフォームでの出欠・健康観察

↑
上
記
よ
り
「
提
案
文
」「
保
護
者
手

紙
」
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。
ワ
ー

ド
な
の
で
、
ご
自
身
の
学
校
に
合
わ

せ
て
編
集
し
、
使
用
で
き
る
。
よ
か
っ

た
ら
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

１

提
案
「
ど
の
よ
う
に
見
え
、い
つ
誰
が
更
新
す
る
か
」

　

コ
ロ
ナ
禍
に
な
り
、
す
ぐGoogle

フ
ォ
ー
ム
で
の
出
欠

連
絡
を
提
案
す
る
が
却
下
。
三
年
間
出
し
続
け
、
今
年
の

十
一
月
に
欠
席
連
絡
フ
ォ
ー
ム
運
用
が
開
始
さ
れ
た
。

　

提
案
に
重
要
だ
っ
た
の
が
「
ど
の
よ
う
に
一
覧
が
見
え

る
の
か
」「
誰
が
情
報
を
更
新
す
る
の
か
」
で
あ
っ
た
。

フ
ォ
ー
ム
は
な
ん
と
な
く
分
か
る
が
、
ど
の
よ
う
に
一
覧

に
な
る
の
か
が
管
理
職
に
は
分
か
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

そ
の
画
面
も
提
案
文
に
載
せ
た
。
提
案
の
際
に
は
モ
ニ

タ
ー
に
も
映
し
た
。
更
に
管
理
職
が
不
安
だ
っ
た
の
が
、

誰
が
そ
の
日
の
情
報
を
消
し
て
更
新
す
る
か
で
あ
っ
た
。

情
報
担
当
二
名
、
養
護
教
諭
二
名
、
管
理
職
二
名
で
、
川

原
が
消
し
て
、
他
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
シ
ス
テ
ム
を
取
っ
た
。

現
在
は
、
川
原
が
給
食
後
に
そ
の
日
の
情
報
を
自
分
の
教

室
か
ら
消
し
て
い
る
。
職
員
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら

一
覧
を
ど
う
見
る
か
も
、
提
案
文
に
載
せ
て
い
る
。

２

三
段
階
で
の
保
護
者
へ
の
告
知

　

保
護
者
の
中
に
は
機
器
を
使

え
な
い
方
も
い
る
。
保
護
者
連

絡
メ
ー
ル
に
フ
ォ
ー
ム
の
Ｕ
Ｒ

Ｌ
を
、
紙
媒
体
の
手
紙
に
二
次

元
コ
ー
ド
を
載
せ
、
ま
ず
は
配

付
し
た
。
手
紙
を
ず
っ
と
保
管

す
る
の
が
難
し
か
っ
た
り
、
勤

務
先
な
ど
か
ら
連
絡
し
た
い
場

合
も
あ
る
の
で
、
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
フ
ォ
ー
ム

に
飛
べ
る
よ
う
に
し
た
。
そ
の
際
、
誰
で
も
入
力
で
き
て

し
ま
う
の
で
、
パ
ス
ワ
ー
ド
を
設
定
す
る
こ
と
に
し
た
。

設
定
方
法
は
Ｗ
ｅ
ｂ
上
に
た
く
さ
ん
出
て
い
る
の
で
、
参

考
に
す
れ
ば
難
し
く
は
な
い
。

３

誰
で
も
見
ら
れ
る
場
所
に
モ
ニ
タ
ー
を

　

上
は
職
員
室
出
勤
簿
の
横
。
朝

欠
席
一
覧
の
モ
ニ
タ
ー
を
確
認
で

き
る
。
Ｑ
Ｒ
は
実
際
の
フ
ォ
ー
ム
。

Google

ア
カ
ウ
ン
ト

を
お
も
ち
の
方
は
ご

参
照
く
だ
さ
い
。
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放
課
後
、
低
学
年
部
の
先
生
に
声
を
か
け
ら
れ
た
。

「
太
田
先
生
、
お
願
い
が
あ
る
ん
だ
け
ど
…
」

「
は
い
、
何
で
す
か
？
」

「
一
昨
年
、
新
体
力
テ
ス
ト
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
作
っ
て
、

保
護
者
に
答
え
て
も
ら
っ
て
い
た
よ
ね
。
あ
れ
、
一
・
二

年
生
用
に
作
っ
て
も
ら
え
な
い
か
な
…
」

そ
ん
な
こ
と
な
ら
お
安
い
ご
用
だ
。

「
も
ち
ろ
ん
で
す
！　

す
ぐ
に
で
き
ま
す
よ
」

私
が
三
年
生
を
担
任
し
た
時
にGoogle

フ
ォ
ー
ム
で

作
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
探
し
出
し
、
そ
の
日
の
う
ち
に
ア

ン
ケ
ー
ト
フ
ォ
ー
ム
を
作
成
し
た
。
そ
し
て
Ｕ
Ｒ
Ｌ
と
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
低
学
年
部
の
先
生
と
共
有
し
た
。

新
体
力
テ
ス
ト
の
質
問
項
目
は
難
し
い
。

「
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
と
き
は
一
日
に
ど
の
く
ら
い

の
時
間
し
ま
す
か
（
学
校
の
体
育
の
授
業
を
の
ぞ
く
）」

こ
ん
な
質
問
が
い
く
つ
も
続
く
。
目
の
前
の
子
供
た
ち

に
こ
の
質
問
を
し
て
、
本
当
に
理
解
で
き
る
子
は
何
人
い

る
の
だ
ろ
う
か
と
不
安
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
作
成
し
て
、
保
護
者

に
協
力
し
て
も
ら
え
な
い
か
と
考
え
た
の
だ
。

だ
が
、
勤
務
校
で
は
前
例
が
な
か
っ
た
。
私
も
こ
の
時

は
異
動
し
た
ば
か
り
で
影
響
力
が
な
か
っ
た
。
下
手
を
す

れ
ば
、
勝
手
な
こ
と
を
す
る
な
と
言
わ
れ
か
ね
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
私
は
次
の
よ
う
に
お
願
い
し
た
。

　

情
報
教
育
担
当
と
し
て
、
働
き
方
改
革
の
た
め
に

Ｗ
ｅ
ｂ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
学
校
に
導
入
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
最
初
の
一
歩
と
し
て
、
ま
ず

は
自
分
の
学
級
で
試
し
に
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

「
全
校
」
で
い
き
な
り
実
施
す
る
と
な
る
と
管
理
職
も
身

構
え
る
が
、「
自
分
の
学
級
」
と
限
定
し
た
の
で
安
心
し

た
よ
う
だ
。
す
ぐ
に
許
可
を
も
ら
え
た
。

保
護
者
の
協
力
で
あ
っ
と
い
う
間
に
集
計
で
き
た
。

前
例
が
で
き
れ
ば
そ
の
良
さ
も
自
然
に
広
が
っ
て
い
く
。

今
で
は
勤
務
校
で
も
、
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
ン
ケ
ー
ト
が
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
。

データ処理編─紙のアンケートをやめてスムーズ集計

島根県川本町立川本小学校 太
おお

田
た

政
まさ

男
お

低学年児童には難しいアンケートも
楽々完了
新体力テストの難しい「質問」も、Webアンケートで保護者にお願いすれば、あっという
間に終わる。
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長野県松本市立明善小学校 高
たか

見
み

澤
さわ

信
しん

介
すけ

職員会議をペーパーレスで
便利に感じていること２つ…①準備時間の大幅な節約、②検索できる

ペーパーレス編─提案文書のプリントアウトをやめて便利なこと

１

便
利
に
感
じ
て
い
る
こ
と
二
つ

職
員
会
議
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
で
便
利
な
こ
と
の
一
つ

め
は
「
準
備
時
間
が
大
幅
に
省
け
る
こ
と
」
だ
。

職
員
会
議
で
提
案
事
項
が
あ
っ
た
と
す
る
。
旧
来
は
文

書
を
作
成
し
、
ま
ず
は
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
。
続
い
て
職
員

人
数
分
印
刷
を
す
る
。
印
刷
物
を
指
定
さ
れ
た
ボ
ッ
ク
ス

に
置
く
。
ミ
ス
に
気
付
け
ば
、
修
正
し
て
ま
た
同
じ
こ
と

を
す
る
必
要
も
あ
っ
た
。

大
変
な
の
は
こ
こ
か
ら
だ
。
集
ま
っ
た
印
刷
物
は
丁
合

い
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
丁
合
機
が
あ
る
学
校
な
ら
ま

だ
よ
い
が
、
な
い
学
校
も
あ
る
。
丁
合
い
が
終
わ
っ
た
ら

職
員
用
レ
タ
ー
ケ
ー
ス
に
入
れ
て
終
了
で
あ
る
。

こ
の
一
連
の
作
業
が
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
共
有
な
ら
あ
っ
と
い
う

間
に
終
わ
る
。
会
議
で
扱
わ
れ
る
要
項
数
や
職
員
数
に
も

よ
る
と
思
う
が
、
時
間
に
し
た
ら
二
〇
〜
三
〇
分
間
は
省

け
る
だ
ろ
う
。

二
つ
め
は
「
検
索
で
き
る
こ
と
」
だ
。

例
え
ば
明
日
、
就
学
時
検
診
が
あ
る
と
す
る
。
自
分
の

担
当
と
仕
事
の
流
れ
を
確
認
し
た
い
。
旧
来
の
よ
う
に
紙

ベ
ー
ス
で
共
有
す
る
方
法
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
、
資
料
の

「
就
学
時
健
診
」
の
ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
。
ペ
ー
ジ
を
開

く
。
次
い
で
自
分
の
名
前
を
見
付
け
る
…
と
い
う
よ
う
に

探
す
の
に
時
間
が
か
か
る
。
そ
も
そ
も
資
料
が
見
当
た
ら

ず
、
余
計
な
時
間
を
費
や
す
こ
と
も
あ
る
。

し
か
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
共
有
で
あ
れ
ば
、
職
員
会
議
フ
ォ
ル

ダ
が
な
く
な
る
こ
と
は
な
く
、
検
索
を
文
字
入
力
で
す
る

こ
と
だ
っ
て
可
能
だ
。

２

実
際
の
資
料
共
有
シ
ス
テ
ム

勤
務
校
の
シ
ス
テ
ム
は
次
の
通
り
だ
。

①　

あ
ら
か
じ
め
教
頭
よ
り
「
職
員
会
議
要
項
」
が
配
付

さ
れ
る
。

②　

協
議
事
項
や
連
絡
事
項
で
自
分
の
担
当
を
確
認
。

③　

書
類
を
作
成
。
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
を
職
員
会
議
フ
ォ

ル
ダ
に
ア
ッ
プ
。

④　

要
項
ご
と
に
通
し
番
号
が
振
ら
れ
て
い
る
。
ア
ッ
プ

の
際
フ
ァ
イ
ル
名
を
そ
の
番
号
に
す
る
。

　
（
例
）
13
修
学
旅
行
反
省

⑤　

教
頭
が
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
を
結
合
（
④
に
よ
り
、
自

動
的
に
要
項
順
と
な
る
）。

⑥　

職
員
会
議
で
各
自
が
フ
ァ
イ
ル
を
開
き
閲
覧
。

し
か
し
、
実
は
完
全
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
で
は
な
い
。
避
難

訓
練
計
画
等
、
場
合
に
よ
っ
て
持
ち
運
ぶ
必
要
の
あ
る
も

の
は
印
刷
・
配
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
も
必
要
だ
と
感
じ

る
。
０
か
１
０
０
か
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
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令
和
四
年
八
月
、
文
部
科
学
省
の
専
門
家
会
議
か
ら

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
下
で
の
校
務
の
情
報
化
に

係
る
論
点
整
理
（
中
間
ま
と
め
）」
が
発
表
さ
れ
た
。

そ
の
中
で
は
、
校
務
の
効
率
化
を
進
め
る
上
で
「
ク
ラ

ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
利
活
用
を
前
提
」
と
す
る
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

勤
務
市
で
も
、
昨
年
二
学
期
に
、
市
内
の
全
て
の
教
員

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
配
付
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
校

務
用
の
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
と
授
業
用
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
（
学

級
担
任
の
み
配
付
）
の
二
台
持
ち
の
状
態
だ
っ
た
。
そ
れ
が
、

一
台
の
端
末
で
す
む
こ
と
に
な
り
、
先
生
方
も
喜
ん
だ
。

　

ま
た
、
ク
ラ
ウ
ド
の
利
用
も
解
禁
（
た
だ
し
教
育
委
員

会
指
定
の
も
の
）
と
な
り
、
校
務
用
の
端
末
が
あ
れ
ば
、

学
校
か
ら
で
も
自
宅
か
ら
で
も
、
学
習
系
シ
ス
テ
ム
・
校

務
系
シ
ス
テ
ム
の
い
ず
れ
に
も
ア
ク
セ
ス
可
能
と
な
っ
た
。

　

勤
務
市
で
は
私
物
の
Ｕ
Ｓ
Ｂ
使
用
は
禁
止
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
持
ち
帰
っ
て
仕
事
を
す
る
場

合
、
教
育
委
員
会
配
付
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
強
い
Ｕ
Ｓ
Ｂ

で
デ
ー
タ
を
持
ち
帰
る
し
か
な
か
っ
た
（
し
か
し
、
こ
れ

も
使
い
勝
手
が
悪
く
、
利
用
す
る
教
員
は
ほ
と
ん
ど
い
な

か
っ
た
）。

　

実
際
、
週
末
に
は
何
人
か
の
教
員
が
校
務
用
端
末
を
持

ち
帰
っ
て
、
校
務
処
理
を
行
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
で
あ
る
。

　

持
ち
帰
る
の
が
Ｕ
Ｓ

Ｂ
か
ら
校
務
用
端
末
に

変
わ
っ
た
だ
け
で
、
盗

難
な
ど
の
心
配
は
同
じ

で
は
な
い
か
。

　

理
想
は
、
手
ぶ
ら
で

帰
宅
し
、
自
宅
の
端
末

か
ら
ク
ラ
ウ
ド
に
ア
ク

セ
ス
し
、
校
務
処
理
が

で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
も
で
き

な
い
。
自
宅
の
Ｐ
Ｃ
か

ら
校
務
用
の
ア
カ
ウ
ン

ト
で
ロ
グ
イ
ン
し
よ
う

と
し
て
も
弾
か
れ
て
し
ま
う
の
だ
。「
じ
ゃ
あ
、
学
校
か

ら
個
人
の
ク
ラ
ウ
ド
に
デ
ー
タ
を
上
げ
て
…
」
と
思
っ
て

も
、
私
用
ア
カ
ウ
ン
ト
が
弾
か
れ
て
し
ま
っ
て
で
き
な
い
。

　

無
い
物
ね
だ
り
を
す
る
の
で
は
な
く
、
与
え
ら
れ
た
環

境
の
中
で
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
く
し
か
な
い
の
だ
が
、

何
だ
か
な
あ
と
思
っ
て
し
ま
う
。

※
出
典
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
下
で
の
校
務
の
情
報
化
の
現
状
に

つ
い
て
」（
令
和
三
年
十
二
月
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
学
校
デ
ジ

タ
ル
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
作
成
）

ペーパーレス編

兵庫県公立小学校 国
くに

友
とも

靖
やす

夫
お

データの移動・保存は
USBからクラウドへ
道半ば？　迷い道？　使い勝手は良くなっているもののストレスを感じる。

資料：クラウド活用のイメージ図（※）
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福井県教育総合研究所 村
むら

上
かみ

睦
むつみ

一太郎派もワード派も困らない
互換機能を活用した仕事術
いまだに一太郎とワードが併存する学校現場。ちょっとした便利機能を知っているだけで、
ストレスが軽減する。

ペーパーレス編─「一太郎」と「ワード」のストレスをなくす技

１

一
太
郎
派
が
ワ
ー
ド
文
書
を
編
集
す
る
場
合

　

指
導
案
や
研
究
紀
要
の
様
式
が
、
一
太
郎
と
ワ
ー
ド
の

両
方
用
意
さ
れ
て
い
る
場
合
は
問
題
な
い
。
だ
が
、
用
意

さ
れ
た
様
式
が
ワ
ー
ド
し
か
な
い
場
合
、
一
太
郎
派
は
困

る
。
逆
も
ま
た
然
り
。
仕
事
の
中
身
以
前
の
ス
ト
レ
ス
を

抱
え
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
こ
で
知
っ
て
お
き
た
い
の
が
、

「
他
形
式
の
保
存
／
開
く
」

と
い
う
機
能
だ
。

　

自
分
が
一
太
郎
派
な
ら
、
も
ら
っ
た
様
式
が
ワ
ー
ド
の

場
合
、
次
の
手
順
で
フ
ァ
イ
ル
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
。

①　

一
太
郎
を
起
動
す
る

②　

メ
ニ
ュ
ー
か
ら
「
フ
ァ
イ
ル
」
↓
「
他
形
式
の

保
存
／
開
く
」

③　
「
W
o
r
d
文
書
を
開
く
」

　

こ
れ
で
、「
一
太
郎
で
ワ
ー
ド
文
書
を
編
集
す
る
」
こ

と
が
可
能
に
な
る
。

※
表
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
、
互
換
形
式
の
罫
線
枠
に
変

換
す
る
か
、
通
常
の
罫
線
に
変
換
す
る
か
を
選
択
で
き

る
の
で
、
普
段
使
い
慣
れ
て
い
る
方
を
選
べ
ば
良
い
。

※
テ
キ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
は
う
ま
く
変
換
で
き
な
い

（
消
え
て
し
ま
う
）
こ
と
が
あ
る
。

　

編
集
し
た
文
書
を
ワ
ー
ド
形
式
で
保
存
す
る
場
合
も
、

同
様
に
、
先
ほ
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
「
W
o
r
d
文
書
と

し
て
保
存
」
す
れ
ば
良
い
。

２

ワ
ー
ド
派
が
一
太
郎
文
書
を
編
集
す
る
場
合

　

一
太
郎
文
書
を
ワ
ー
ド
で
編
集
し
た
い
時
、「
W
o
r
d

２
０
１
０
」
よ
り
前
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
は
、
一
太
郎
文
書

を
直
接
読
み
込
め
た
が
、
今
は
開
け
な
く
な
っ
た
。
し
か

し
、
先
ほ
ど
と
同
じ
操
作
を
す
れ
ば
良
い
。

①　

一
太
郎
文
書
を
い
っ
た
ん
ワ
ー
ド
形
式
で
保
存

②　

ワ
ー
ド
で
編
集
・
保
存

③　

編
集
し
た
ワ
ー
ド
文
書
を
一
太
郎
で
開
く

④　

そ
の
ま
ま
一
太
郎
で
保
存

　

こ
れ
で
完
成
で
あ
る
。

　

一
太
郎
派
、
ワ
ー
ド
派
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
を
紹
介
し

た
が
、
最
も
良
い
の
は
、
担
当
者
が
「
最
初
か
ら
両
方
の

様
式
を
用
意
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。
自
分
が
担
当
者
の
場

合
は
、
そ
の
こ
と
を
心
が
け
て
、
同
僚
の
ス
ト
レ
ス
を
軽

減
す
る
よ
う
に
し
た
い
。
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長野県公立小学校 大
おお

川
かわ

雅
まさ

也
や

教師用端末「持ち出し可」の
便利さと注意点
そもそも「教師用端末」があるのか。無用な制限なくクラウドが使えるのか。そして、端
末の持ち出しが可能か。

ペーパーレス編

ま
ず
、「
教
師
用
端
末
」
を
定
義
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
、「
子
供
が
使
う
端
末
と
同
じ
教
師
用
の
端
末
」

と
定
義
す
る
。

１
「
教
師
用
端
末
」
が
な
い
ケ
ー
ス

そ
も
そ
も
「
教
師
用
端
末
」
が
な
い
自
治
体
が
存
在
す

る
。
私
が
勤
務
す
る
自
治
体
が
そ
う
だ
。「
子
供
用
端
末
」

の
予
備
が
一
〇
台
あ
り
、
そ
れ
を
各
学
年
の
職
員
が
使
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
故
障
対
応
の
遅
れ
の
た
め
、
予
備
機

は
全
て
出
払
っ
て
い
る
。
職
員
の
手
元
に
、「
端
末
」
は

一
台
も
な
い
と
い
う
現
状
だ
。

当
然
、
不
便
な
こ
と
が
あ
る
。「
校
務
用
パ
ソ
コ
ン
」

は
、
子
供
の
端
末
と
機
能
が
違
う
。
使
い
方
の
説
明
が
し

づ
ら
い
。
そ
の
た
め
、
児
童
一
人
か
ら
端
末
を
借
り
、
画

面
に
写
し
て
操
作
の
仕
方
を
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
授
業
準
備
は
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、「Google

W
orkspace

forEducation

」
が
導
入
さ
れ
、Google

ア
プ

リ
を
使
っ
た
授
業
を
展
開
し
て
い
る
か
ら
だ
。Google

ア

プ
リ
な
ら
ば
、
校
務
用
パ
ソ
コ
ン
や
個
人
的
に
持
っ
て
い

る
パ
ソ
コ
ン
か
ら
も
ロ
グ
イ
ン
し
、
使
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

G
o
o
g
le

ア
プ
リ
に
制
限
が
か
け
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス

し
か
し
、
こ
のGoogle

ア
プ
リ
を
、
職
員
の
個
人
パ
ソ
コ

ン
で
は
入
れ
な
い
よ
う
制
限
を
か
け
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
不
便
で
あ
る
。
家
で
授
業
準
備
を
す
る
際
に
、

毎
回
、「
教
師
用
端
末
」
を
持
ち
帰
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、
特
定
のGoogle

ア
プ
リ
等
に
自
治
体
が
制
限
を

か
け
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
教
師
、
児
童

の
双
方
が
使
え
な
い
。
よ
く
あ
る
の
が
、Google

チ
ャ
ッ

ト
やY

ouT
ube

が
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
だ
。

不
適
切
な
使
い
方
を
心
配
し
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
学
校
と
い
う
失
敗
し
て
も
よ
い
環
境
の
中
で
、
子

供
た
ち
と
失
敗
し
、
ど
う
解
決
す
る
か
を
考
え
る
機
会
を

つ
く
る
こ
と
の
方
が
大
切
で
あ
る
。

３
「
教
師
用
端
末
」
の
持
ち
出
し
禁
止
の
ケ
ー
ス

さ
ら
に
、
こ
の
「
教
師
用
端
末
」
を
、
学
校
か
ら
持
ち

出
し
禁
止
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
で

は
、
学
校
に
い
る
間
し
か
、
授
業
や
、
授
業
準
備
が
で
き

な
い
。
教
師
が
自
宅
待
機
に
な
っ
た
ら
ど
う
か
。「
教
師

用
端
末
」
が
持
ち
出
せ
ず
、Google

ア
プ
リ
に
接
続
で
き

な
け
れ
ば
、
遠
隔
授
業
を
行
う
こ
と
が
難
し
く
な
る
。

以
上
、
よ
く
な
い
ケ
ー
ス
と
そ
の
不
便
さ
を
記
し
た
。

こ
の
三
つ
の
逆
を
行
え
ば
、
授
業
や
授
業
準
備
が
便
利

に
な
る
の
で
あ
る
。
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兵庫県赤穂市立城西小学校 田
た

中
なか

浩
ひろ

幸
ゆき

使えない電子黒板は置物と化してしまう。
自分のクラスをイメージして選ぼう
「①ディスプレイ型、②プロジェクター型、③ユニット型」が選択肢。「ELMO『xSync 
Board（バイシンク ボード）』」（①ディスプレイ型）の使用感をレビュー。

環境整備編─見やすくてタッチしやすい電子黒板の選び方

１

画
面
サ
イ
ズ
は
大
き
す
ぎ
ず
、
小
さ
す
ぎ
ず

勤
務
校
で
使
用
し
て
い
る
モ
デ

ル
は
六
五
イ
ン
チ
。
Ｈ
Ｐ
を
見
る

と
、「
五
五
〜
八
六
イ
ン
チ
」
の

も
の
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。

六
五
イ
ン
チ
だ
と
、
教
室
の
後

方
か
ら
は
若
干
見
え
づ
ら
い
か
も

し
れ
な
い
。
視
認
性
を
優
先
さ
せ

る
な
ら
ば
、
七
五
イ
ン
チ
以
上
も

い
い
が
、
そ
う
な
る
と
、
結
構
な
圧
迫
感
が
出
て
く
る
。

教
室
へ
の
出
し
入
れ
も
問
題
に
な
っ
て
く
る
。
六
五
イ
ン

チ
が
現
実
的
な
大
き
さ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

２

こ
れ
で
は
高
す
ぎ
て
子
供
が
書
け
な
い

　

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
型
に
は
「
キ
ャ
ス
タ
ー
式
」
と
「
壁
取

り
付
け
式
」
が
あ
る
。
ま
た
、
キ
ャ
ス
タ
ー
付
き
は
ハ
ン

ド
ル
を
回
す
と
上
げ
下
げ
が
で
き
る
も
の
も
あ
る
。

勤
務
校
の
物
は
、
キ
ャ

ス
タ
ー
付
き
だ
が
、
上
げ

下
げ
は
で
き
な
い
。
は
じ

め
に
高
さ
を
決
め
、
ね
じ

止
め
し
て
し
ま
う
タ
イ
プ

な
の
で
、
調
整
不
可
。
高
さ
が
変
え
ら
れ
な
い
と
、
い
ざ

子
供
に
書
か
せ
よ
う
と
し
た
時
に
、
背
が
低
い
子
は
台
の

上
に
あ
げ
て
書
か
せ
る
必
要
が
あ
る
。
少
し
不
便
を
感
じ

て
い
る
。

３

お
っ
、
こ
れ
は
カ
ン
タ
ン
。
手
軽
さ
は
必
須
！

　

パ
ソ
コ
ン
画
面
を
電
子
黒
板
に

映
し
、
操
作
で
き
る
よ
う
に
す
る

の
は
と
て
も
簡
単
。
使
用
す
る
の

は
Ｕ
Ｓ
Ｂ
ケ
ー
ブ
ル
と
H
D
M
I

ケ
ー
ブ
ル
の
二
本
だ
け
。
こ
れ
は

と
て
も
い
い
。
接
続
が
簡
単
な
ほ

ど
、
普
段
使
い
が
し
や
す
い
。

二
〇
二
四
年
度
「
小
学
校
改
訂
教
科
書
使
用
開
始
（
改

訂
を
契
機
と
し
た
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
本
格
導
入
）」
※

４

二
〇
二
四
年
に
向
け
て
、
今
か
ら
動
き
出
そ
う

　

一
人
一
台
端
末
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
、
そ
し
て
、
電
子

黒
板
。
こ
の
三
つ
が
そ
ろ
っ
た
時
、
さ
ら
な
る
学
び
の
可

能
性
が
広
が
る
。

※
「
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
今
後
の
在
り
方
等
に
関
す
る
検

討
会
議
（
第
一
回
）
配
布
資
料
」
文
科
省
Ｈ
Ｐ
よ
り

電子黒板の使い方ちょこっと動画
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一
人
一
台
端
末
が
「
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
に
つ
な
が
ら
な
い
」「
速

度
が
遅
す
ぎ
て
何
も
表
示
さ
れ
な
い
」
と
い
う
話
を
聞
く
。

高
速
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
の
は
致
命

的
だ
。
家
庭
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
方
が
速
く
て
心
地
よ

い
の
だ
か
ら
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
も
教
師
に
と
っ
て
も

ス
ト
レ
ス
で
し
か
な
い
。
原
因
は
い
く
つ
か
あ
る
。

⑴　
学
校
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
高
速
回
線
で
は
な
い

⑵　
Ｌ
Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ
ル
が
高
速
回
線
対
応
で
は
な
い

⑶　
モ
デ
ム
や
ル
ー
タ
ー
が
高
速
回
線
対
応
で
は
な
い

⑷　
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
機
器
（
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
）
が
高
速

回
線
対
応
で
は
な
い

⑸　
一
人
一
台
端
末
が
高
速
回
線
対
応
で
は
な
い

⑹　
そ
の
他

　

ど
れ
も
「
ハ
ー
ド
面
」
の
問
題
な
の
で
子
供
た
ち
で
は

ど
う
に
も
で
き
な
い
。
現
場
の
教
師
が
声
を
上
げ
て
自
治

体
と
一
緒
に
環
境
整
備
す
る
し
か
な
い
。

　

整
備
の
基
準
と
な
る
の
は
次
の
資
料
だ
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現　
標
準
仕
様
書

（
令
和
二
年
三
月
三
日　

文
部
科
学
省
）

https://w
w
w
.m
ext.go.jp/content/20200303-

m
xt_jogai02-000003278_407.pdf

　

快
適
な
通
信
環
境
と
は
ど
れ
く
ら
い
の
ス
ピ
ー
ド
か
。

そ
の
算
出
方
法
の
例
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
次
の
よ
う
な
授
業
を
す
る
と
想
定
す
る
。

①　

五
校
時
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
に

②　

一
ク
ラ
ス
「
四
〇
人
」
の
五
年
生
が

③　

四
ク
ラ
ス
「
ほ
ぼ
同
時
」
に

④　

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
の
「
動
画
」
を
見
せ
な
が
ら

⑤　

グ
ー
グ
ル
ス
ラ
イ
ド
を
「
共
同
編
集
」
し
て

⑥　

グ
ー
グ
ル
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
に
「
提
出
」
す
る

　

そ
れ
ほ
ど
特
殊
な
状
況
で
は
な
い
と
考
え
る
。

　

こ
の
場
合
、「
人
数
×
ク
ラ
ス
数
×
動
画
お
よ
び
共
同

編
集
な
ど
に
必
要
な
ネ
ッ
ト
帯
域
」
で
計
算
す
る
。

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
（
Ｈ
Ｄ
７
２
０
ｐ
画
質
）
２
．５
Ｍ
ｂ

ｐ
ｓ
×
１
６
０
人
で
少
な
く
と
も
「
４
０
０
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
」

の
通
信
速
度
が
必
要
に
な
る
。

当
然
、
共
同
編
集
を
し
た
り
他
学
年
が
同
じ
時
間
に
使
っ

た
り
す
る
の
で
、
通
信
速
度
は
も
っ
と
必
要
に
な
る
。
少

な
く
と
も
「
１
Ｇ
ｂ
ｐ
ｓ
」
な
け
れ
ば
回
線
が
安
定
し
な
い
。

　

グ
ー
グ
ル
の
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
速
度
テ
ス
ト
」
で
検

索
し
て
、
測
定
し
て
み
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。
ま
た
、

ケ
ー
ブ
ル
や
モ
デ
ム
な
ど
一
つ
で
も
古
い
機
種
が
あ
れ
ば
、

そ
こ
か
ら
先
は
全
て
低
速
に
な
る
。
点
検
も
必
須
だ
。

環境整備編─要求しなければ変わらない～ストレスフリーの無線LANスピード

兵庫県姫路市立英賀保小学校 許
ほ

鍾
じょん

萬
まん

高速なインターネット回線は
GIGAスクール構想実現の基盤である
授業中の「回線スピード」「周辺機器の性能」などを具体的に実態調査し、次年度の予算
として申請しよう。
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１　

端
末
更
新
に
は
予
算
を
獲
得
す
る
必
要
が
あ
る

文
化
庁
合
田
哲
雄
氏
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末

の
更
新
予
定
は
二
年
後
の
二
〇
二
五
年
で
あ
る
。

　

二
〇
一
九
年
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
整
備
費
用
は
約

四
六
〇
〇
億
円
だ
っ
た
。
更
新
時
に
同
程
度
の
予
算
が
獲

得
で
き
る
か
は
、
我
々
の
活
用
状
況
に
よ
る
。
こ
れ
ま
で

以
上
に
端
末
を
活
用
し
て
い
き
、
更
新
に
備
え
て
い
く
。

２　

個
別
最
適
で
協
働
的
な
学
習
に
備
え
よ
う

　

二
年
後
は
同
時
に
、
中
教
審
よ
り
新
し
い
答
申
や
次
期

指
導
要
領
へ
の
方
針
が
出
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

「
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
」
で
示
さ
れ
て
い
る
、

個
別
最
適
な
学
び

協
働
的
な
学
び

こ
の
二
つ
を
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
を

活
用
し
な
が
ら
一
体
的
に
進
め

て
い
く
こ
と
で
、端
末
更
新
だ
け

で
な
く
次
期
指
導
要
領
に
も
備

え
て
い
く
。次
期
指
導
要
領
は
現

行
指
導
要
領
で
う
た
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
さ
ら
に
強
く
進
め
ら

れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
か
ら
だ
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

－

Ｓ
Ｎ
Ｓ
内
で
も
、

こ
の
二
つ
を
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
実
践
が
数
多
く
存
在
す
る
。

　

そ
の
中
で
、
小
嶋
悠
紀
氏
、
大
川
雅
也
氏
、
水
本
和
希

氏
ら
の
投
稿
は
大
変
勉
強
に
な
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
を
活
用

し
た
今
後
の
授
業
ス
タ
イ
ル
を
見
据
え
る
上
で
必
読
の
ダ

イ
ア
リ
ー
群
で
あ
る
。

環境整備編─まもなく来る「端末更新」にはこの備えが必要

山梨県南アルプス市立落合小学校 望
もち

月
づき

健
けん

子供の学習において、端末がなくては
ならない状態にしておくことである
日々端末を授業に活用していて、学習に不可欠で、今後も必要だからこそ、予算が付くの
である。使われないところには予算は付かない。

2022年12月11日日本教育技術学会資料より
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い
こ
と
を
告
げ
る
。
す
る
と
、
自
分

の
名
前
や
家
族
の
名
前
、
辞
典
や
図

鑑
な
ど
か
ら
も
見
付
け
始
め
る
。

　
一
五
分
程
度
時
間
を
と
っ
た
後
、

板
書
さ
せ
て
い
く
。

　
最
初
は
、
誰
か
一
人
を
指
名
し
、

三
個
程
度
書
い
て
も
ら
う
。

さ
ら
に
三
つ
書
け
る
人      

　
こ
の
よ
う
に
促
し
な
が
ら
、
板
書

さ
せ
る
。

　
こ
う
し
て
、
み
ん
な
で
似
て
い
る

漢
字
を
紹
介
し
合
う
。

　
漢
字
が
好
き
な
子
供
に
育
て
た
い

と
思
う
。
私
は
辞
書
や
事
典
を
教
室

に
置
い
て
い
る
。
ま
た
、
隙
間
時
間

が
で
き
た
ら
「
自
分
勉
強
」
と
称
し

て
国
語
ノ
ー
ト
や
自
由
帳
に
自
分
で

勉
強
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
い
っ
ぱ

い
丸
を
あ
げ
て
、
褒
め
て
い
る
。

二
板
書
し
て
共
有
す
る

三
普
段
か
ら
漢
字
好
き
に

　
例
え
ば
、「
日
」
と
「
目
」
は
に

て
い
ま
す
ね
。
と
い
う
よ
う
に
、
例

示
す
る
。

発
問  

他
に
、
似
て
い
る
と
思

う
漢
字
は
あ
り
ま
す
か
？

　
数
名
に
指
名
し
、
板
書
す
る
。

指
示  

ノ
ー
ト
に
、
日
と
目
と

い
う
よ
う
に
書
き
ま
す
。
今
、

黒
板
に
あ
る
漢
字
（
先
ほ
ど

発
表
さ
れ
た
漢
字
）
を
写
し

ま
し
ょ
う
。

　
写
す
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
に
す
る

の
か
分
か
り
に
く
い
子
に
も
理
解
で

き
る
。

指
示  

他
に
も
、
似
て
い
る
漢

字
が
も
っ
と
見
付
か
る
と
思

い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
た
く

さ
ん
見
付
け
て
、
ノ
ー
ト
に

書
き
ま
し
ょ
う
。

　
一
年
生
で
習
う
漢
字
以
外
で
も
良

一

似
て
い
る
漢
字
を
見
付
け
る

にているかん字
普段から、漢字が大好きな１年
生に育てる。

1年指示 似ている漢字をノートに、○
と○というように書きます。でき
るだけたくさん見付けましょう。

大阪府泉佐野市立第二小学校

勇
いさみ

和
かず

代
よ

光村図書・１年下・Ｐ118-119

Japanese
国語
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と
が
で
き
る
。

　

授
業
で
は
、
ま
ず
挿
絵
を
使
う
。

　

絵
の
か
な
さ
ん
を
○
で
囲
み

ま
す
。
か
な
さ
ん
の
前
っ
て
ど

ち
ら
で
す
か
。
こ
の
絵
だ
と
左

で
す
ね
。
左
側
に
「
ま
え
」
と

書
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
右
側

に
「
う
し
ろ
」
も
書
き
ま
し
ょ

う
。

　

前
に
い
る
人
が
何
人
い
る
か
、

数
字
を
書
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

後
ろ
の
人
は
隠
れ
て
見
え
な
い

か
ら
み
ん
な
が
付
け
足
そ
う
ね
。

人
の
形
で
な
く
て
、
○
で
い
い

か
ら
書
い
て
み
よ
う
。

　

今
、
絵
で
描
い
た
こ
と
が
ブ

ロ
ッ
ク
に
変
身
し
ま
し
た
。

と
、
ブ
ロ
ッ
ク
、
図
、
式
へ
と
続
い

て
い
く
が
、
全
て
同
じ
こ
と
の
繰
り

返
し
で
あ
る
。

　

か
な
さ
ん
は
ま
え
か
ら
５
ば

め
ん
め
に
い
ま
す
。
か
な
さ
ん

の
う
し
ろ
に
は
３
に
ん
い
ま
す
。

　

ぜ
ん
ぶ
で
な
ん
人
い
る
で

し
ょ
う
か
。

　

問
題
を
解
く
た
め
に
、
こ
れ

ま
で
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
き

ま
し
た
か
。

　

挿
絵
に
か
き
込
む
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
や
ブ
ロ
ッ
ク
の
イ

ラ
ス
ト
で
確
か
め
る
。

　

図
を
描
く
。

　

式
に
表
す
。

　

こ
れ
ら
の
学
習
手
順
を
、
こ
れ
ま

で
の
様
々
な
単
元
で
、
問
題
場
面
で
、

繰
り
返
し
行
っ
て
き
て
い
る
。
つ
ま

り
、
子
供
た
ち
は
「
学
び
方
」
を
経

験
し
て
い
る
と
言
え
る
。
教
師
が

「
こ
れ
ま
で
に
ど
う
や
っ
て
考
え
て

き
ま
し
た
か
」
と
問
う
こ
と
で
、
子

供
に
学
習
方
法
を
思
い
出
さ
せ
る
こ

神奈川県川崎市立小学校

田
た

丸
まる

義
よし

明
あき

たしかめもんだい
これまでどのような学習方法が
あったのかを振り返らせる。

教育出版・１年・P162

1年
Mathematics
算数発問 問題を解くために、これまで、

どんなことをしてきましたか。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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反
応
例  

く
わ
し
く
書
か
れ
て
い
る

の
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

反
応
例  

最
後
、
呼
び
か
け
る
よ
う

に
書
い
て
い
る
の
が
い
い
で
す
。

　

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
書
い
た
ら
よ

い
の
か
見
通
し
を
も
つ
こ
と
で
、
書

く
準
備
が
で
き
る
。

　

第
二
時
で
は
、
友
達
や
自
分
の
頑

張
っ
た
こ
と
を
ス
ピ
ー
チ
す
る
活
動

を
行
う
。
一
年
間
の
出
来
事
を
忘
れ

て
い
る
児
童
の
た
め
に
、
写
真
を
用

意
し
て
お
く
の
も
よ
い
だ
ろ
う
。
伝

え
た
い
こ
と
が
思
い
浮
か
ぶ
よ
う
に

す
る
た
め
の
手
立
て
が
必
要
で
あ
る
。

　

第
五
時
で
は
、
学
級
の
全
員
に
手

紙
が
渡
る
よ
う
に
工
夫
が
必
要
で
あ

う
る
。
例
え
ば
、
①
隣
の
人
へ
の
手

紙
、
②
前
後
の
人
へ
の
手
紙
、
③
く

じ
引
き
で
決
め
た
人
へ
の
手
紙
、
④

書
き
た
い
人
へ
の
手
紙
な
ど
で
あ
る
。

手
書
き
の
手
紙
も
い
い
だ
ろ
う
し
、

Google

ス
ラ
イ
ド
へ
手
紙
を
書
き
、

コ
メ
ン
ト
機
能
で
返
信
す
る
な
ど
の

活
動
を
入
れ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
単
元
は
二
年
生
最
終
単
元
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
学
習
し
て
き
た
話

す
、
聞
く
、
書
く
、
読
む
分
野
全
て

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
バ
ラ
ン
ス

よ
く
実
践
し
な
が
ら
、
こ
の
単
元
で

の
ね
ら
い
で
あ
る
書
く
力
を
伸
ば
す

授
業
展
開
を
以
下
に
示
す
。

第
一
時　
課
題
設
定
と
手
本
の
視
写

第
二
時　
友
達
や
自
分
の
頑
張
っ
た

こ
と
ス
ピ
ー
チ
・
構
成
メ
モ

第
三
時　
手
紙
の
下
書
き
・
修
正

第
四
時　
清
書

第
五
時　
返
事
を
書
い
て
渡
す

第
六
時　
（
発
展
）G

oogle

ス
ラ

イ
ド
で
や
り
と
り

　

第
一
時
で
は
、
ど
の
よ
う
な
活
動

を
す
る
の
か
見
通
し
を
も
た
せ
る
た

め
に
、
お
手
本
の
視
写
を
取
り
入
れ

る
。
視
写
し
た
あ
と
で
、
お
手
本
の

よ
い
と
こ
ろ
を
共
有
す
る
。

発
問
１  

お
手
本
の
お
手
紙
の
よ
い

と
こ
ろ
は
ど
こ
で
す
か
？

指
示
１  
近
く
の
人
と
相
談
し
ま
す
。

すてきなところを
つたえよう
話す、聞く、書く、読む分野全
てが盛り込まれた単元である。
バランスよく実践しながら、書
く力を伸ばしたい。

2年発問１ お手本のお手紙のよいとこ
ろはどこですか？
指示１ 近くの人と相談します。

富山県富山市立針原小学校

加
か

藤
とう

綾
あや

乃
の

光村図書・２年下・P127-132

Japanese
国語



31 2023. 3

　
１
か
ら
や
っ
て
い
き
な
さ
い
。

指
示
４  

同
じ
大
き
さ
の
四
角
を
同

じ
色
で
塗
っ
て
い
き
な
さ
い
。

発
問
１  

今
写
し
と
っ
た
平
ら
な
と

こ
ろ
を
な
ん
と
い
い
ま
す
か
。
○

○
さ
ん
。（
面
で
す
）

「
す
ご
い
な
。ど
う
し
て
分
か
っ
た
の
」

「
教
科
書
に
書
い
て
あ
り
ま
す
」
と
、

教
科
書
を
見
る
習
慣
を
付
け
さ
せ
る
。

発
問
２  

サ
イ
コ
ロ
の
面
は
い
く
つ

あ
り
ま
す
か
。
１
、
２
、
３
…
と

書
き
込
ん
で
い
き
な
さ
い
。
い
く

つ
で
し
た
か
。（
６
つ
で
す
）

　
同
じ
面
の
数
は
い
く
つ
で
す
か
。

（
６
つ
で
す
）

発
問
３  

そ
れ
以
外
の
形
の
面
は
い

く
つ
で
す
か
。

発
問
４  

同
じ
面
は
い
く
つ
ず
つ
あ

り
ま
す
か
。

指
示
５  

同
じ
と
こ
ろ
や
違
う
と
こ

ろ
を
、
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
見

付
け
な
さ
い
。

〈
参
考
文
献
〉『
算
数
教
育
指
導
用
語

辞
典
第
五
版
』（
教
育
出
版
）

「
先
生
は
い
い
も
の
を
持
っ
て
来
ま

し
た
。
見
た
い
人
」
と
焦
ら
し
の
教

育
技
術
を
使
い
注
目
を
集
め
る
。

　

立
方
体
の
箱
を
見
せ
て
「
サ
イ
コ

ロ
の
形
」
と
言
わ
せ
る
。
次
に
ラ
ッ

プ
の
箱
や
お
菓
子
の
箱
、テ
ィ
ッ
シ
ュ

箱
な
ど
を
見
せ
て
「
そ
れ
以
外
の
形
」

と
言
わ
せ
る
。
次
に
教
科
書
に
入
る
。

指
示
１  

サ
イ
コ
ロ
の
形
と
そ
れ
以

外
の
形
で
仲
間
わ
け
を
し
ま
す
。

サ
イ
コ
ロ
の
仲
間
を
赤
鉛
筆
で

囲
み
な
さ
い
。

指
示
２  

サ
イ
コ
ロ
の
平
ら
な
と
こ

ろ
を
ノ
ー
ト
に
写
し
と
っ
て
い

き
ま
す
（
カ
メ
ラ
等
で
拡
大
し
て

や
り
方
を
提
示
す
る
）。

　

ど
れ
を
写
し
た
か
混
乱
さ
せ
な
い

た
め
に
、１
か
ら
順
に
か
か
せ
て
い
く
。

指
示
３  

一
番
小
さ
い
平
ら
な
と
こ

ろ
を
か
き
な
さ
い
（
一
番
大
き
い

平
ら
な
と
こ
ろ
。
真
ん
中
の
大
き

さ
の
順
番
で
か
か
せ
て
い
く
）。

授
業
展
開

東京都公立小学校

加
か

藤
とう

雅
まさ

成
なり

「はこの形」
さわる活動を通して立体の図形
の特徴を理解させる。

東京書籍・２年下・P92-94

2年
Mathematics
算数指示 同じところや違うところを、で

きるだけたくさん見付けなさい。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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の
医
者
様
へ
走
っ
た
。

指
示  

三
つ
の
文
に
①
②
③
と
番
号

を
振
り
ま
す
。

発
問  

三
つ
の
「
こ
わ
い
」
の
中
で

一
つ
だ
け
仲
間
は
ず
れ
の
「
こ
わ

い
」
が
あ
り
ま
す
。
何
番
で
す
か
。

　

少
し
話
し
合
う
と
③
に
落
ち
着
く
。

発
問  

①
②
と
③
の
「
こ
わ
い
」
の

違
い
は
何
で
す
か
。

指
示  

お
隣
と
話
し
合
い
ま
す
。

　

班
で
も
相
談
さ
せ
て
全
体
で
発
表

さ
せ
る
。
子
供
の
発
表
に
対
し
て
、

例
え
ば
次
の
よ
う
に
板
書
す
る
。

「
自
分
が
こ
わ
い
」
と
「
じ
さ
ま
が

い
な
く
な
る
こ
わ
さ
」

「
夜
の
こ
わ
さ
」
と
「
じ
さ
ま
が
い

な
く
な
る
こ
わ
さ
」

　

い
く
つ
か
ま
と
め
た
上
で

発
問  

ど
の
意
見
に
賛
成
し
ま
す
か
。

指
示  

選
ん
で
ノ
ー
ト
に
書
き
ま
す
。

書
い
た
ら
そ
れ
を
選
ん
だ
理
由

を
書
き
ま
す
。

　

こ
の
後
、
意
見
を
交
流
さ
せ
る
。

　

光
村
「
モ
チ
モ
チ
の
木
」
の
「
豆

太
は
見
た
」
の
場
面
を
扱
う
。

説
明  

こ
の
場
面
に
は
「
こ
わ
い
」

と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
文
が
三

つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
め
は
「
こ
わ

く
て
、
び
っ
く
ら
し
て
、
豆
太
は

じ
さ
ま
に
と
び
つ
い
た
。」
で
す
。

指
示  

あ
と
二
つ
探
し
て
線
を
引
き

ま
す
。
一
つ
見
付
け
て
線
を
引
い

た
ら
先
生
に
教
科
書
を
見
せ
ま
す
。

　

教
科
書
に
線
を
引
い
た
子
か
ら

持
っ
て
こ
さ
せ
る
。
合
っ
て
い
た
ら

「
正
解
！　

あ
と
一
つ
に
線
を
引
き

ま
す
」
と
伝
え
る
。
間
違
え
た
子
に

は
「
惜
し
い
！　

残
念
」
と
伝
え
る
。

七
割
ぐ
ら
い
の
子
が
正
解
し
た
と
こ

ろ
で
答
え
合
わ
せ
を
す
る
。

①　

こ
わ
く
て
、
び
っ
く
ら
し
て
、

豆
太
は
じ
さ
ま
に
と
び
つ
い
た
。

②　

い
た
く
て
、寒
く
て
、こ
わ
か
っ

た
か
ら
な
あ
。

③　

で
も
、
大
す
き
な
じ
さ
ま
の
死

ん
じ
ま
う
ほ
う
が
、
も
っ
と
こ
わ

か
っ
た
か
ら
、
な
き
な
き
ふ
も
と

クライマックスの場面
豆太のおくびょうさを表す「こわい」という
表現が３か所ある。うち１つは「じさまを失
うこわさ」である。ここに豆太の心情の変
化が出ている。「仲間はずれはどれですか」
と問うことで、豆太の心情の変化を検討する。

3年説明 この場面には「こわい」という
言葉を使った文が３つあります。
１つめは「こわくて、びっくらして、
豆太はじさまにとびついた。」です。
指示 あと２つ探して線を引きます。
１つ見付けて線を引いたら先生に
教科書を見せます。

埼玉県さいたま市立植竹小学校

竹
たけ

岡
おか

正
まさ

和
かず

光村図書・３年下・P121-136

Japanese
国語
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け
を
し
た
ら
、
先
生
に
ノ
ー
ト
と
教

科
書
を
見
せ
な
い
」と
指
示
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
三
年
生
だ
。
教
師
が
丸

付
け
を
し
た
方
が
良
い
。

　

★
13
が
解
け
た
子
供
は
、
★
14
に

進
ま
せ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
解
き
方
を
忘
れ
て
い

る
子
供
も
い
る
。
算
数
が
苦
手
な
子

供
も
い
る
。
教
科
書
を
見
返
し
て
も

解
け
な
い
子
供
も
い
る
。
教
師
が

そ
っ
と
横
に
行
き
、
赤
鉛
筆
で
薄
く

書
く
。
も
し
く
は
、
早
く
解
け
た
子

供
た
ち
に
黒
板
に
書
か
せ
る
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
四
五
分
以
内
に
、
ど

の
子
も
解
き
終
わ
る
よ
う
に
す
る
。

　

早
く
終
わ
っ
た
子
供
は
ど
う
す
る

か
？　

難
問
が
良
い
。『
教
室
熱
中
！

め
っ
ち
ゃ
楽
し
い
算
数
難
問
１
問

選
択
シ
ス
テ
ム
』（
学
芸
み
ら
い
社
）

が
お
薦
め
だ
。
小
学
一
年
生
か
ら
高

校
生
レ
ベ
ル
ま
で
あ
る
。
四
色
問
題

も
熱
中
す
る
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
動
画

の
よ
う
に
、
熱
中
し
て
色
塗
り
を
す

る
子
供
が
現
れ
る
。

　

学
年
末
の
算
数
。

　

教
科
書
の
問
題
を
、
ど
の
子

も
、
ノ
ー
ト
に
書
い
て
い
る
こ

と
が
大
事
で
あ
る
。

　

教
科
書
巻
末
に
は
、
一
年
間
の
ま

と
め
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。
そ
の
問
題
も
、

全
て
の
子
供
た
ち
に
解
か
せ
る
。

ノ
ー
ト
に
書
か
せ
る
。

　

次
の
よ
う
に
授
業
し
て
い
る
。

　

チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
。

　

私
は
黒
板
に
、「
１
１
３
ペ
ー
ジ
。

★
13
、
★
14
、
★
15
」
と
書
く
。
今

日
、
解
か
せ
る
範
囲
だ
。
解
か
せ
る

範
囲
は
、
少
な
い
方
が
良
い
。
一
番

お
勉
強
が
苦
手
な
太
郎
君
が
四
五
分

以
内
で
終
わ
る
量
に
す
る
。

「
★
13
が
で
き
た
ら
、
持
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
」

　

高
学
年
な
ら
ば
、
教
師
が
一
つ
一
つ

丸
付
け
を
し
な
い
時
も
あ
る
。
教
師

の
指
導
書
を
黒
板
に
置
い
て
、
子
供

た
ち
に
丸
付
け
を
さ
せ
る
と
き
も

あ
っ
た
。「
全
部
解
い
て
、
全
部
丸
付

山口県下関市立清末小学校

林
はやし

健
たけ

広
ひろ

学年末の問題
教科書の問題を、どの子も、ノー
トに書いていることが大事であ
る。

子供が熱中する
四色問題

3年
Mathematics
算数指示 ★13。できたら持っていらっ

しゃい。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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て
、
文
を
作
っ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

ノ
ー
ト
に
書
け
た
ら
持
っ
て
来
さ

せ
る
。
丸
を
付
け
、
板
書
さ
せ
る
。

　

次
の
よ
う
な
文
が
並
ぶ
だ
ろ
う
。

　
「
ぼ
く
は
足
が
速
い
。」

　
「
お
父
さ
ん
は
起
き
る
の
が
早
い
。」

　

文
を
一
つ
ず
つ
読
ま
せ
る
。

指
示
３  

そ
れ
ぞ
れ
の
「
は
や
い
」

に
は
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
で

す
か
。
次
の
四
角
を
埋
め
て
ご
ら

ん
な
さ
い
。

速
い
は「
□
□
ー
□
」が
は
や
い
。

早
い
は
「
□
間
」
が
は
や
い
。

　

辞
書
を
使
わ
せ
て
も
良
い
。「
ス

ピ
（
ー
）
ド
」「
時
（
間
）」
が
入
る
。

　

教
科
書
一
一
七
頁
上
段
か
ら
下
段

1
の
問
題
文
ま
で
追
い
読
み
さ
せ
る
。

指
示
４  

そ
れ
ぞ
れ
の
文
に
合
う
漢

字
は
、
四
角
の
中
の
ど
ち
ら
で
す

か
。
線
で
結
ん
で
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

答
え
を
伝
え
、
丸
を
付
け
さ
せ
る
。

そ
の
後
、
一
〇
個
の
文
を
、
漢
字
を
使

わ
せ
て
す
べ
て
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
る
。

　

次
の
文
を
黒
板
等
で
提
示
す
る
。

今
日
は
あ
つ
い
。

指
示
１  

「
あ
つ
い
」
と
い
う
平
仮

名
を
漢
字
に
し
て
、
文
を
書
き
直

し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

次
の
文
を
書
く
子
が
い
る
だ
ろ
う
。

二
つ
と
も
取
り
上
げ
て
板
書
さ
せ
る
。

①
「
今
日
は
暑
い
。」

②
「
今
日
は
熱
い
。」

発
問
１  

ど
ち
ら
も
正
し
い
で
す
ね
。

そ
れ
ぞ
れ
ど
ん
な
様
子
で
す
か
。

近
く
の
人
と
相
談
し
て
ご
ら
ん

な
さ
い
。

　

次
の
二
つ
の
意
見
が
出
る
だ
ろ
う
。

　

①
は
、
気
温
が
高
い
様
子
。

　

②
は
、
お
風
呂
な
ど
の
温
度
が

（
い
つ
も
よ
り
）
高
い
様
子
。

説
明
１  

「
あ
つ
い
」
と
い
う
言
葉

の
よ
う
に
、
平
仮
名
で
書
く
と
同

じ
で
も
、
漢
字
や
意
味
な
ど
が
異

な
る
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

「
は
や
い
」
と
板
書
す
る
。

指
示
２  
「
は
や
い
」
を
漢
字
に
し

同訓異字や同音異義
語の使い分けを考え
させる
「平仮名で書くと同じになる言
葉」を例示してから、教科書の
問題に入る。

4年今日はあつい。

指示 「あつい」という平仮名を漢字
にして、文を書き直してごらんな
さい。

山形県山形市立蔵王第一小学校

佐
さ

藤
とう

智
とも

彦
ひこ

光村図書・４年下・Ｐ117-118

Japanese
国語
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み
ま
す
。

発
問
２
□
に
数
字
を
入
れ
て
言
い

な
さ
い
。
そ
こ
か
ら
た
て
に
□
ｍ

で
Ｂ
で
す
。

発
問
３
入
れ
て
言
い
な
さ
い
。
点

Ａ
か
ら
横
に
２
ｍ
進
み
ま
す
。
そ

こ
か
ら
た
て
に
４
ｍ
で
Ｂ
で
す
。

自
分
で
言
っ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

説
明
２
で
は
本
番
の
問
題
で
す
。

点
Ｂ
の
真
上
に
風
船
が
あ
り
ま
す
。

指
示
11
ま
ず
は
も
と
に
な
る
点
Ａ

を
グ
リ
グ
リ
。

指
示
12
点
Ｅ
を
赤
鉛
筆
で
グ
リ
グ
リ
。

指
示
13
風
船
が
真
下
に
降
り
た
ら
、

点
Ｂ
で
す
。
点
Ｂ
に
グ
リ
グ
リ
。

指
示
14
点
Ｅ
か
ら
点
Ｂ
を
赤
鉛
筆

で
な
ぞ
り
な
さ
い
。

指
示
15
後
は
ち
ょ
っ
と
斜
め
に
見

え
ま
す
が
、
先
程
や
っ
た
の
と
同

じ
で
す
。
や
っ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

で
き
た
ら
先
生
に
見
せ
な
さ
い
。

※
正
解
の
図
は
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
写

し
て
お
く
。読
み
方
も
同
様
に
行
う
。

指
示
１
画
面
を
見
な
さ
い
。
昨
日
の

平
面
で
の
点
の
表
し
方
の
復
習
で

す
。
点
Ａ
を
指
で
お
さ
え
な
さ
い
。

指
示
２
点
Ａ
を
赤
鉛
筆
で
グ
リ
グ
リ
。

指
示
３
点
Ｂ
を
指
で
お
さ
え
な
さ
い
。

指
示
４
点
Ｂ
も
赤
鉛
筆
で
グ
リ
グ
リ
。

指
示
５
点
Ｂ
か
ら
す
ー
っ
と
下
に

指
を
ず
ら
し
て
い
き
な
さ
い
。

指
示
６
今
指
で
な
ぞ
っ
た
と
こ
ろ

を
赤
鉛
筆
で
な
ぞ
り
な
さ
い
。

指
示
７
な
ぞ
っ
た
ら
、
お
隣
同
士

見
せ
あ
い
っ
こ
し
な
さ
い
。

発
問
１
ど
こ
の
数
字
に
ぶ
つ

か
り
ま
し
た
か
。

指
示
８
２
を
赤
で
囲
み
な
さ
い
。

指
示
９
そ
の
２
か
ら
Ａ
ま
で
指
で

な
ぞ
り
な
さ
い
。

指
示
10
な
ぞ
っ
た
と
こ
ろ
を
赤
鉛

筆
で
な
ぞ
り
な
さ
い
。

説
明
１
今
や
っ
た
こ
と
を
逆

の
Ａ
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

す
。
点
Ａ
か
ら
横
に
□
ｍ
進

北海道石狩市立花川小学校

赤
あか

塚
つか

邦
くに

彦
ひこ

平面での表し方の復習
を行い、空間での表し
方も同じように進める
前時と同じ内容に、新しい内容を
１つだけ取り入れる。ハードルが
下がり、１人でもできるようになる。

東京書籍・４年下・Ｐ117

4年
Mathematics
算数発問 どこの数字にぶつかりました

か。
説明 今やったことを逆のＡからス
タートさせます。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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先
ほ
ど
と
同
様
に
、
根
拠
も
言
わ

せ
る
。
英
雄
と
い
う
意
見
に
対
し
て

は
、
大
造
じ
い
さ
ん
の
考
え
で
あ
る

か
ら
違
う
と
い
う
反
対
意
見
が
出
た
。

発
問  

大
造
じ
い
さ
ん
と
ガ
ン
の
主

役
は
、
大
造
じ
い
さ
ん
と
残
雪
の

ど
ち
ら
で
す
か
。

大
造
じ
い
さ
ん　
一
八
名
↓
討
論
後

一
五
名

・
大
造
じ
い
さ
ん
の
行
動
や
心
の
動

き
が
書
か
れ
て
い
る
か
ら

・
大
造
じ
い
さ
ん
の
目
線
で
、
物
語

が
作
ら
れ
て
い
る
か
ら

残
雪　
八
名
↓
討
論
後
一
一
名

・
大
造
じ
い
さ
ん
の
心
を
動
か
し
て

い
る
の
は
残
雪
だ
か
ら

・
残
雪
の
行
動
で
、
大
造
じ
い
さ
ん

の
気
持
ち
や
行
動
が
変
わ
っ
て

い
っ
て
い
る
か
ら　

　

教
師
は
、
ど
ち
ら
の
意
見
も
認
め
、

根
拠
を
も
ち
、
意
見
を
言
え
て
い
る

こ
と
を
価
値
付
け
る
。

三
　
物
語
の
主
役
を
考
え
る

　

討
論
を
通
し
、
大
造
じ
い
さ
ん
と

残
雪
の
人
物
像
に
つ
い
て
読
み
取
る
。

指
示  

す
ら
す
ら
読
み
で
一
回
読
み

ま
す
。

　

本
時
に
入
る
前
ま
で
に
、
本
文
が

す
ら
す
ら
読
め
る
よ
う
に
音
読
し
て

お
く
。

発
問  

大
造
じ
い
さ
ん
は
、
ど
ん
な

性
格
で
す
か
。

（
例
）
負
け
ず
嫌
い
、
元
気
、
や
さ

し
い

　

性
格
と
そ
の
根
拠
を
文
章
中
か
ら

発
表
さ
せ
る
。
残
雪
を
助
け
た
か
ら

や
さ
し
い
と
い
う
意
見
に
対
し
て
は
、

狩
人
で
あ
る
の
で
違
う
と
い
う
反
対

意
見
が
出
た
。

発
問  

残
雪
は
、
ど
ん
な
性
格
で
す

か
。

（
例
）
仲
間
思
い
、
英
雄
、
勇
気
が

あ
る
、
か
し
こ
い
、
リ
ー
ダ
ー

一
　
音
読
す
る

二
　
人
物
像
を
読
み
と
る

「大造じいさんとガン」
主役を問い、討論することで、
子供は文章をよく読み、それぞ
れの人物像が深まる。

5年発問 大造じいさんとガンの主役は、
大造じいさんと残雪のどちらです
か。

 埼玉県草加市立小山小学校

吉
よし

川
かわ

 たえ

光村図書・５年・Ｐ220-237

Japanese
国語

【
参
考
】
武
田
晃
治
氏
実
践



37 2023. 3

指
示  

ま
ず
ど
こ
が
変
わ
り
ま

す
か
？
（
↓
２
．51
＋
０
．36
）

０
．75
＋
０
．９
と
書
き
込
み

な
さ
い
。

　

２
．51
＋
０
．36
の
下
に
75
＋
90
と

書
き
込
ま
せ
る
。

指
示  

他
に
も
変
わ
る
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
書
き
込
み
な

さ
い
。

　

②
の
図
の
よ
う
に
な
る
。

指
示  

変
え
た
と
こ
ろ
を
線
で

消
し
な
さ
い
。

　

③
の
図
の
よ
う
に
な
る
。
２
．51

＋
０
．36
、
２
５
１
＋
36
、
２
８
７
、

２
．87
を
線
で
消
さ
せ
る
。

指
示  

答
え
を
そ
っ
く
り
そ
の

ま
ま
写
し
な
さ
い
。
読
点
の

位
置
に
も
こ
だ
わ
り
な
さ
い
。

　

あ
と
は
そ
っ
く
り
写
す
だ
け
で
あ

る
。
④
の
図
の
よ
う
に
な
る
。

　

右
記
の
よ
う
な
「
前
の
問
題
を
参

考
に
し
て
解
く
問
題
」。
大
き
く
分

け
て
次
の
四
つ
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

１　
参
考
に
す
る
箇
所
を
丸
で
囲
む

２　
変
更
部
分
に
書
き
込
む

３　
線
で
消
す

４　
そ
っ
く
り
写
す

指
示  

は
な
こ
さ
ん
の
説
明
を

丸
で
囲
み
な
さ
い
。
線
で
つ

な
ぎ
な
さ
い
。

　

①
の
図
の
よ
う
に
な
る
。

石川県金沢市立千坂小学校

石
いし

坂
ざか

陽
あきら

「前の説明を参考にして
解く問題」を攻略する
算数の学力調査で頻繁に出題さ
れる問題が、「前の説明を参考に
して解く問題」である。指導に
より、容易に解けるようになる。

令和２年度全国学力調査６年算数　3の問題より

5年
Mathematics
算数指示１ 説明を丸で囲みなさい。線

でつなぎなさい。
指示２ 変わるところがあります。
書き込みなさい。
指示３ 変えたところを線で消しな
さい。
指示４ 答えをそっくりそのまま写
しなさい。

※図版は石坂が作成。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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東京都港区立赤羽小学校

利
とし

田
だ

勇
ゆう

樹
き

時代をこえた日本の「古典」
の素晴らしさを伝える
古典の一覧を記したこのページは、
ただ読んでも面白くはない。そこで、
一つの古典をピックアップして魅力
を子供たちに伝える。それ以外の
古典は各自で調べる展開とした。

光村図書・６年・P282-283

6年

担
当
者
は
次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。

こ
れ
は
世
界
中
の
人
た
ち
に
向

け
た
展
示
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
紫

式
部
の
魅
力
は
時
代
を
超
え
た

も
の
で
す
。

指
示
２  

感
想
を
言
い
ま
す
。

（「
源
氏
物
語
」は
日
本
の
誇
り
で
す
）

説
明
３  「
源
氏
物
語
」は
、
英
語
や

中
国
語
に
も
翻
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。

発
問
２  

何
種
類
の
言
語
に
翻
訳
さ

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。
ち
な

み
に
「
ド
ラ
え
も
ん
」
は
一
二
の

言
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。

説
明
４  

「
源
氏
物
語
」
は
世
界
三

三
種
類
の
言
語
で
翻
訳
さ
れ
て

い
ま
す
。

説
明
５  

他
に
も
本
や
映
画
、
漫
画

に
も
、
紫
式
部
が
書
い
た
「
源
氏

物
語
」
は
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

指
示
３  

日
本
に
は
、
他
に
も
多
く

の
古
典
が
残
っ
て
い

ま
す
。
調
べ
て
ご
ら

ん
な
さ
い
。

「
源
氏
物
語
」
の
海
外
版
を
子
供
に

提
示
す
る
（
末
尾
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ

り
コ
ン
テ
ン
ツ
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）。

説
明
１  

あ
る
本
に
関
す
る
海
外
か

ら
の
反
応
。
読
み
ま
す
。

①　

こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
本
を

自
分
の
国
の
言
葉
で
読
め
る

な
ん
て
！　

翻
訳
者
に
心
か

ら
感
謝
！

②　

世
界
最
古
に
し
て
最
高
の

長
編
小
説
。
本
当
に
素
晴
ら

し
い
芸
術
作
品
だ
。

指
示
１  

感
想
を
言
い
ま
す
。

（
海
外
か
ら
も
人
気
な
本
だ
）

（
ど
ん
な
本
な
の
だ
ろ
う
）

発
問
１  

何
と
い
う
本
だ
と
思
い
ま

す
か
？　
予
想
を
言
い
な
さ
い
。

※
あ
て
ず
っ
ぽ
う
で
も
良
い
。
ど
ん

な
意
見
も
肯
定
的
に
認
め
る
。

説
明
２  

「
源
氏
物
語
」
と
い
う
本

で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
あ
る
有
名
な
美
術
館
で
展
示

会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
美
術
館
の

Japanese
国語説明（源氏物語を書いた）紫式部の

魅力は時代を超えたものです。
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コ
ー
ス
は
⑤
ま
で
解
き
ま
す
。
ど

ち
ら
を
選
ん
で
も
全
部
で
き
た

ら
一
〇
〇
点
で
す
。

　

学
び
方
も
選
ん
で
も
ら
い
ま

す
。
一
人
で
や
っ
て
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。
友
達
と
グ
ル
ー
プ
に
な
っ

て
や
っ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
先

生
と
相
談
し
な
が
ら
や
っ
て
も

か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
大
切
な
こ
と
は
、
自
分
の
力
に

合
わ
せ
て
学
び
方
を
選
ぶ
こ
と

で
す
。

　
レ
ベ
ル
と
学
び
方
を
ど
う
す
る
か

確
認
し
、
学
習
を
ス
タ
ー
ト
。

指
示  

時
間
は
二
〇
分
。
よ
ー
い
、

始
め
。

　
当
然
、
早
く
終
わ
る
子
も
出
て
く

る
。
そ
の
子
た
ち
の
た
め
に
も
う
一

つ
課
題
を
用
意
し
て
お
く
。

課
題  

身
の
ま
わ
り
で
、
０
よ
り
小

さ
い
数
が
使
わ
れ
て
い
る
場
面

を
さ
が
そ
う
。（
教
科
書
の
問
題
）

　
子
供
た
ち
に
事
前
に
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
を
示
し
、
取
り
組
ま
せ
た
い
。

　
東
京
書
籍
の
教
科
書
に
は
、「
算
数

卒
業
旅
行
」
と
い
う
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。

　
コ
ー
ス
は
、
①
中
学
校
入
学
コ
ー
ス
、

②
国
際
コ
ー
ス
、
③
和
算
コ
ー
ス
、
④

ク
イ
ズ・パ
ズ
ル
コ
ー
ス
の
四
つ
で
あ
る
。

　
好
き
な
コ
ー
ス
を
選
ん
で
解
い
て
い

く
。
各
自
の
興
味
・
関
心
に
合
わ
せ
て

選
択
で
き
る
の
は
と
て
も
よ
い
こ
と
だ
。

　
た
だ
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
問
題
量
の

難
易
度
は
調
節
で
き
な
い
。
問
題
が
多

岐
に
わ
た
り
、
教
師
の
丸
付
け
が
追
い

つ
か
な
い
可
能
性
も
あ
る
。

　
そ
こ
で
次
の
よ
う
に
す
る
。

①
　
全
員
同
じ
コ
ー
ス
を
学
習
す

る
。

②
　
挑
戦
す
る「
レ
ベ
ル
」と「
学

び
方
」
は
選
べ
る
よ
う
に
す
る
。

説
明  

今
日
は
、「
中
学
校
体
験
入
学

コ
ー
ス
」
を
み
ん
な
で
解
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
レ
ベ
ル
と
学
び
方
は
み

ん
な
に
選
ん
で
も
ら
い
ま
す
。

　
レ
ベ
ル
は
二
つ
。
基
礎
コ
ー
ス
と

挑
戦
コ
ー
ス
で
す
。
基
礎
コ
ー
ス
は

①
〜
③
の
三
問
を
解
き
ま
す
。
挑
戦

島根県川本町立川本小学校

太
おお

田
た

政
まさ

男
お

「算数卒業旅行」は
難易度と学び方を
選択させよう
早く終わった子にはルーブリッ
クを渡し、発展問題にも挑戦さ
せよう。

東京書籍・６年・P228-240

6年
Mathematics
算数説明 レベルは２つ。基礎コースと

挑戦コースです。基礎コースは①
～③の３問を解きます。挑戦コー
スは⑤まで解きます。どちらを選
んでも全部できたら100点です。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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今
回
考
え
る
「
環
境
」
と
は
、

何
で
す
か
？

教
科
書
を
も
と
に
探
し
な

さ
い
。

「
水
、
空
気
、
ほ
か
の
生
物
」
の
三

つ
で
あ
る
。

空
気
は
、
酸
素
と
二
酸
化

炭
素
の
二
つ
で
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

生
物
は
植
物
、
動
物
、
昆
虫
と

い
っ
た
様
々
な
も
の
が
あ
る
こ
と
を

子
供
た
ち
に
出
さ
せ
た
い
。

１
調
べ
る
内
容
を
シ
ン
プ
ル
化

　

空
気
と
生
物
と
の
関
わ
り
に
つ
い

て
の
学
習
で
あ
る
。

教
科
書
に
は
、
森
や
田
ん
ぼ
の
ほ

か
、
川
原
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
て

い
る
家
族
の
イ
ラ
ス
ト
が
あ
る
。
そ

こ
に
酸
素
と
二
酸
化
炭
素
の
出
入
り

に
つ
い
て
矢
印
を
入
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

①　

書
き
こ
み
方
の
例
を
指
で

押
さ
え
ま
す
。

②　

呼
吸
に
よ
っ
て
、
何
が
何

に
変
わ
り
ま
す
か
？

（
酸
素
が
二
酸
化
炭
素
に
変
わ

２
一
時
に
一
事
の
原
則
で
作
業

る
）

③　

酸
素
は
何
色
の
矢
印
で
す

か
？

（
赤
色
）

④　

二
酸
化
炭
素
は
何
色
の
矢

印
で
す
か
？

（
青
色
）

⑤　

う
さ
ぎ
で
や
っ
て
み
ま
す
。

分
か
ら
な
か
っ
た
ら
、
相
談

し
て
も
い
い
で
す
よ
。

描
か
せ
て
、
教
師
が
端
的
に
点
検

す
る
。
で
き
て
い
た
ら
、
残
り
の
図

を
完
成
さ
せ
る
。

　

完
成
し
た
子
に
は
、
そ
の
結
果
か

ら
「
動
物
は
呼
吸
し
て
、
酸
素
を
取

り
入
れ
二
酸
化
炭
素
を
出
し
て
い

る
」
と
い
っ
た
こ
と
を
例
に
考
察
を

書
か
せ
る
。

下
図
の
よ
う
な
シ
ン
プ
ル
な
ス
ラ

イ
ド
を
端
末
に
配
付
す
る
。
子
供
た

ち
に
矢
印
や
説
明
の
言
葉
を
入
れ
さ

せ
る
。

３
一
人
一
台
端
末
の
活
用

作
っ
た
ス
ラ
イ
ド
に
森
の
イ
ラ
ス

ト
を
追
加
さ
せ
、
さ
ら
に
矢
印
や
説

明
を
加
え
さ
せ
る
。

植
物
は
光
を
利
用
し
て
で
ん
ぷ
ん

を
作
る
際
に
、
二
酸
化
炭
素
を
取
り

入
れ
、
酸
素
を
出
し
て
い
る
。

動
物
と
植
物
は
、
酸
素
と
二
酸
化

炭
素
の
取
り
入
れ
や
排
出
で
つ
な

が
っ
て
い
る
と
考
察
さ
せ
る
。

理科

空気と生物との関
わりについて教科
書の図に矢印をか
きこみ考察させる
一時に一事の原則で図を作
らせて関わりを考察させる。

愛知県豊田市立飯野小学校

山
やま

内
うち

英
えい

嗣
じ

大日本図書・６年・P189-191

基礎・基本

Science



41 2023. 3

調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

教
科
書
を
活
用
し
て
、
植
物
を
増

や
そ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る
理
由
を

考
え
さ
せ
る
。

　

環
境
問
題
に
つ
な
が
る
例
と
し
て
、

焼
き
畑
の
写
真
な
ど
を
ネ
ッ
ト
で
検

索
し
て
子
供
た
ち
に
見
せ
る
。
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か

を
調
べ
さ
せ
る
。

人
が
森
林
を
伐
採
後
、
焼
き
払
っ

て
か
ら
作
物
を
育
て
て
い
る
の
で
あ

る
。焼

畑
は
、
や
め
た
方
が
よ
い
と
い

う
考
え
と
、
や
は
り
必
要
で
あ
る
と

い
う
考
え
で
、
討
論
す
る
活
動
も
考

え
ら
れ
る
。

ど
ち
ら
が
正
解
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
。
子
供
た
ち
が
調
べ
て
い
く
中

で
自
分
の
考
え
を
も
ち
、
ど
の
よ
う

に
地
球
環
境
と
関
わ
っ
て
い
く
か
に

つ
い
て
考
え
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
い
。

３
環
境
問
題
を
考
え
る

生
き
ら
れ
な
い
の
は
、
人

間
や
ほ
か
の
生
物
だ
け
で
し
ょ

う
か
？

○
植
物
も
酸
素
を
吸
っ
て
い
る
の
で
、

植
物
も
生
き
ら
れ
な
い
。

植
物
を
増
や
そ
う
と
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

生
物
と
酸
素
、
二
酸
化
炭
素
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
、
前
ペ
ー
ジ
の
よ

う
に
教
科
書
や
ス
ラ
イ
ド
ア
プ
リ
を

活
用
し
て
図
に
表
す
作
業
を
す
る
。

　

ど
う
作
業
す
る
か
分
か
ら
な
い
子

供
に
は
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
な

が
ら
さ
せ
て
も
よ
い
。

　

教
科
書
を
使
っ
て
、
例
を
も
と
に

考
え
ら
れ
る
場
所
に
矢
印
を
か
か
せ

る
。
た
く
さ
ん
の
矢
印
が
で
き
る
こ

と
を
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
な
が
ら

完
成
さ
せ
る
。

１
話
し
合
い
な
が
ら
図
を
作
る

も
し
森
林
な
ど
の
植
物
が

な
く
な
っ
た
ら
、
ど
の
矢
印
が

消
え
ま
す
か
？

考
え
ら
れ
る
矢
印
に
×
印
を
付
け

さ
せ
る
。

そ
の
結
果
、
ど
ん
な
困
っ

た
こ
と
が
起
き
ま
す
か
？

○
酸
素
が
で
き
な
い
か
ら
生
物
が
生

き
ら
れ
な
い
。

○
呼
吸
が
で
き
な
い
か
ら
、
死
ん
で

し
ま
う
。

　

次
の
よ
う
な
図
が
で
き
あ
が
る
。

２
植
物
が
な
く
な
っ
た
ら
？

理科
Science

空気と人間の関わ
りから植物の働き
の重要性を考える
酸素と二酸化炭素と生物と
の関わりについて、図を使っ
て環境問題との関わりを考
察させる。

愛知県豊田市立飯野小学校

山
やま

内
うち

英
えい

嗣
じ

大日本図書・６年・Ｐ189-191

と「主体的・対話的で深い学びの授業例」「基礎・基本の授業例」

主体的・対話的

で深い学び
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の
ま
ま
に
で
き
な
い
。

【
で
き
な
い
】
水
を
使
う
と
、
後
で

自
分
が
困
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
正
解
は
な
い
。
ど
ち
ら
の
意
見
も

認
め
る
。

発
問
４  

色
も
な
い
星
が
金
色
の
星

に
な
っ
た
の
は
、
ど
ん
な
心
を

も
っ
て
い
た
か
ら
で
す
か
。

・
優
し
い
心

・
人
の
気
持
ち
が
分
か
る
心

・
人
の
た
め
に
行
動
で
き
る
心

　
こ
の
お
話
の
主
題
は
「
美
し
い

心
」
で
あ
る
。
教
科
書
に
は
、
最
後

に
「
美
し
い
心
」
の
お
話
を
探
し
て
、

み
ん
な
に
紹
介
し
あ
う
活
動
が
示
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
よ
り
、
教
師
が
良

い
と
感
じ
た
お
話
を
次
々
と
読
み
聞

か
せ
る
の
が
良
い
。「
美
し
い
心
」

に
こ
だ
わ
ら
な
く
て
い
い
。
お
薦
め

は
、
騒
人
社
か
ら
出
て
い
る
『
説
教

よ
り
読
み
聞
か
せ
』
だ
。

３　

読
み
聞
か
せ

た
ち
は
、
途
中
で
泥
ま
み
れ
の
か
さ

さ
ぎ
を
見
付
け
た
。
赤
と
青
の
星
は
、

「
か
わ
い
そ
う
、
で
も
」「
し
か
た
が

な
い
わ
」
と
言
っ
た
。
弱
い
光
の
星

は
、
自
分
の
水
で
洗
っ
て
あ
げ
た
。

か
さ
さ
ぎ
は
目
か
ら
ま
ぶ
し
い
光
を

出
し
て
、
飛
ん
で
い
っ
て
し
ま
っ
た
。

ふ
と
気
が
付
く
と
、
弱
い
光
の
星
は

金
色
の
見
事
な
光
を
出
し
て
い
た
。

①
　
資
料
の
読
み
聞
か
せ

　
ゆ
っ
く
り
と
読
み
聞
か
せ
る
。

②
　
内
容
を
確
認
す
る

発
問
１  

最
初
と
最
後
で
変
化
し
て

い
る
の
は
誰
で
す
か
。

・
色
も
な
い
弱
い
光
の
星

発
問
２  

色
も
な
い
弱
い
光
の
星
が

金
色
の
星
に
な
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
行
動
は
何
で
す
か
。

・
か
さ
さ
ぎ
を
自
分
の
水
で
洗
っ
て

あ
げ
た
。

③
　
も
う
一
歩
突
っ
込
む

発
問
３  

み
な
さ
ん
は
、
同
じ
行
動

が
で
き
ま
す
か
。

【
で
き
る
】
困
っ
て
い
る
の
に
、
そ

　
道
徳
の
研
修
会
に
参
加
し
た
。「
畏

敬
の
念
を
ど
の
よ
う
に
読
み
取
る

か
」
が
テ
ー
マ
だ
。「
光
の
星
」
と

い
う
教
材
が
提
示
さ
れ
、
グ
ル
ー
プ

で
授
業
展
開
、
中
心
発
問
な
ど
を
話

し
合
っ
た
。
こ
の
話
し
合
い
は
お
も

し
ろ
か
っ
た
。
と
り
あ
え
ず
発
問
、

気
持
ち
を
問
う
発
問
の
オ
ン
パ
レ
ー

ド
。
私
は
「
読
み
聞
か
せ
て
、
感
想

を
書
か
せ
て
終
わ
り
か
な
あ
」
と
言

う
と
、
一
笑
さ
れ
た
。
講
師
の
先
生

は
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。「
授
業
で

感
動
を
狙
う
の
で
は
な
く
」（
そ
う
、

１　
「
畏
敬
の
念
」を
ど
う
扱
う
か

そ
の
通
り
）「
な
ぜ
、
感
動
し
た
の

か
を
考
え
さ
せ
る
の
で
す
」（
え
ー
、

感
動
し
て
い
る
の
が
前
提
？
　
そ
れ

は
難
し
い
）。
ど
の
教
材
で
も
使
え

る
中
心
発
問
の
代
案
は
「
○
○
に
〜

さ
せ
た
の
は
何
か
？
」
だ
っ
た
（
何

を
聞
い
て
い
る
か
意
味
不
明
）。
授

業
が
一
気
に
重
た
く
な
る
発
問
だ
。

「
読
み
聞
か
せ
て
、
感
想
を
書
い
て

終
わ
り
」
以
外
の
展
開
を
考
え
た
。

〈
あ
ら
す
じ
〉
三
つ
の
星
が
天
の
川

に
水
を
く
み
に
き
た
。
赤
い
星
、
蒼

い
星
、
色
も
な
い
弱
い
光
の
星
。
星

２　
「
光
の
星
」
の
授
業

感動、畏敬の念を
扱った授業プラン
感動を押しつける授業はや
めよう。教師が良いと思っ
たお話を、次々と読み聞か
せ、余韻をもって終わる授
業にしよう。

3年道徳

兵庫県南あわじ市立湊小学校

榎
えの

本
もと

寛
ひろ

之
ゆき

日本文教出版・３年
Ｐ160-163
「光の星」
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学習指導要領対応 道徳・英語・オンラインの授業実践

「Junior High School Life」の単元では、単元
のゴールを「学年の仲間に、中学校でやりたい
ことを紹介し合う」と設定した。「誰に、何を
伝えるのか」を明確にし、学習をスタートさせた。
１　状況設定
　子供たちが中学校の部活
動や行事などの写真を提示
しながら、学級担任（Ｔ）
とALT（Ａ）が、中学校生活について紹介した。

T : What club do you want to play?
A :  I like music.

I want to join the brass band.
T : What event do you want to enjoy?
A :  I want to enjoy the chorus contest.

I like singing.
T : What subject do you want to study ?
A : I want to study English hard.
T : Why ～ ? （続く）

２　相手意識や目的意識をもった発表づくり
　初めに、三構成法で、押さえたいセンテン
スや単語を習得する。
　次に、単元のゴールに向け、発表の内容を
考える。
　子供たちが進学する中学校で、どんな部活
や行事があるのか、HPを見たり、Google 
meetをつなぎ、中学校の先輩に質問したり
した。

〈行事の発表〉
C1 : I want to enjoy the speech contest.
C2 :  スピーチコンテストはどんなことをや

るのか説明した方がよいね。
C1 : We present our ideas in English.
C2 : この説明が入ると分かりやすいね。

　この様に、「誰に、何を伝えるのか」を明
確にすることで、児童は思考しながら、発表
の内容を確定させた。また、入りたいクラブ
の名前だけでなく、その理由を付け加える児

童が多かった。
　基本形で言えた児童は、児童同士で、やり
取りの練習を行った。
３　やり取りを楽しむ
　学年の児童同士で、中学校でやってみたい
部活動や行事などを紹介した。
　児童は、友達とのやり
取りを楽しみながら、単
元のゴールでもある「中
学校でやりたいこと」を紹介できた。

C1 :  Let’s talk about junior high school life.
What club do you want to join?

C2 : I want to join the chorus club.
C1 : Why?
C2 :  Because I like music.

I want to sing well.
I want to enjoy the chorus contest.

C2 : Nice. （続く）

Lesson11
「Junior High 
School Life」
コミュニケーションを行う
目的、場面、状況を明確に
することで、児童は思考し、
判断し、表現するようになる。

埼玉県草加市立小山小学校

吉
よし

川
かわ

 たえ

開隆堂・P68-73

6年英語
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向山洋一氏の授業
技術「実況中継」
で子供たちを巻き
込む
オンラインで学習している
子供たちは、他の子の学
習状況が分かりづらい。教
師が「実況中継」すること
でオンラインにいる子と対
面にいる子の両方を巻き
込むことができる。

北海道北見市立三輪小学校

塩
しお

谷
や

直
なお

大
ひろ

た
と
こ
ろ
で
す
。

箇
条
書
き
に
し
て
「
ひ
と
つ
、

ふ
た
つ
、
み
っ
つ
」
と
書
い
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

O
さ
ん
が
三
つ
め
が
書
き
終

わ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

映
像
で
は
な
い
の
で
、
推
測
で
あ

る
が
、
お
そ
ら
く
作
業
を
し
て
い
る

子
供
た
ち
も
、
こ
の
「
実
況
中
継
」

を
聞
い
て
い
た
は
ず
だ
。
な
ぜ
な
ら

音
源
の
中
で
、
向
山
氏
が
「
実
況
中

継
を
や
っ
て
い
る
の
で
、
ど
う
ぞ
ど

う
ぞ
気
に
し
な
い
で
や
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
子
供
た
ち
に
話
し
て
い
る
場

「
Ａ
君
が
鉛
筆
を
ど
ん
ど
ん
動
か
し

て
い
ま
す
」「
Ｂ
さ
ん
の
字
が
と
て

も
丁
寧
な
の
が
見
え
ま
す
」

　

さ
ら
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ビ
ュ
ー
を
見

な
が
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
子
の
様
子

も
教
室
へ
中
継
す
る
。

「
Ｃ
君
が
教
科
書
を
真
剣
に
見
て
い

る
様
子
が
分
か
り
ま
す
よ
」「
お
っ
、

Ｄ
さ
ん
が
書
き
終
わ
っ
て
ノ
ー
ト
を

見
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
ね
」

　

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
両
方
を
中

継
す
る
こ
と
で
、
子
供
た
ち
を
巻
き

込
む
こ
と
が
で
き
た
。

※
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
サ
ー
ク
ル
で

の
模
擬
授

業
の
様
子

を
視
聴
で

き
ま
す
。

面
が
あ
る
か
ら
だ
。

　

中
継
で
名
前
が
呼
ば
れ
た
子
は
嬉

し
い
だ
ろ
う
。
先
生
が
自
分
の
様
子

を
見
て
く
れ
て
い
る
と
実
感
で
き
る
。

ま
た
名
前
が
呼
ば
れ
な
い
子
も
、
中

継
を
聞
い
て
い
る
の
で
、「
友
達
も

取
り
組
ん
で
い
る
か
ら
、
自
分
も
頑

張
ろ
う
」
と
考
え
る
だ
ろ
う
。

　

向
山
氏
の
「
実
況
中
継
」
は
優
れ

た
教
育
技
術
の
一
つ
で
あ
る
。

２　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
授
業
で
追
試

　

向
山
氏
の
「
実
況
中
継
」
は
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
授
業
で
も
効
果
的
だ
。

　

私
は
教
室
に
い
る
子
供
た
ち
と
オ

ン
ラ
イ
ン
に
い
る
子
供
た
ち
の
両
方

に
、
国
語
の
授
業
を
し
た
と
き
、
次

の
指
示
を
出
し
た
。

指
示  

問
い
の
文
を
ノ
ー
ト
に
写
し

な
さ
い
。

　

教
室
に
い
る
子
供
た
ち
が
一
斉
に

ノ
ー
ト
に
書
き
始
め
る
。
私
は
そ
の

様
子
を
オ
ン
ラ
イ
ン
の
子
に
中
継
す

る
。

１
「
実
況
中
継
」
と
は

『
向
山
洋
一
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

２
社
会
科
授
業
の
方
法
』（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
）
に
は
、
向
山
氏
に
よ
る

「
二
枚
の
写
真
を
読
み
取
ら
せ
る
」

授
業
の
音
源
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
授
業
の
中
で
、
向
山
氏
が
写
真

を
読
み
取
ら
せ
る
指
示
を
出
す
場
面

が
あ
る
。
指
示
を
受
け
て
、
子
供
た

ち
が
作
業
を
始
め
る
。
向
山
氏
は
子

供
た
ち
の
様
子
を
見
な
が
ら
「
実
況

中
継
」
す
る
の
だ
。
向
山
氏
の
言
葉

を
一
部
引
用
す
る
。

K
さ
ん
は
二
つ
く
ら
い
終
わ
っ

のワザワザ12

オンライン・
ハイブリッド授業で使える
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な
コ
ー
ス
か
ら
学
習
し
て
ご
覧
な
さ

い
」
と
指
示
し
た
。
子
供
た
ち
は
リ

ン
ク
を
た
ど
り
な
が
ら
、
楽
し
そ
う

に
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

お
く
と
分
か
り
や
す
い
。

　

私
は
評
価
基
準
も
書
き
加
え
て
、

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
と
し
て
提
示
し
た
。

　

授
業
で
は
、
子
供
た
ち
に
「
好
き

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
情
報
を
取
り

出
す
た
め
に
は
、
サ
イ
ト
の
構
造
を

読
み
取
る
こ
と
が
大
切
だ
。

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
基
本
的
な
構
造

の
一
つ
に
「
ツ
リ
ー
構
造
」
が
あ
る
。

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
樹
形
図
の
よ
う

に
枝
分
か
れ
し
、子
ペ
ー
ジ
、孫
ペ
ー

ジ
と
広
が
っ
て
い
く
構
造
だ
。
ペ
ー

ジ
同
士
は
「
リ
ン
ク
」
で
つ
な
が
っ

て
い
る
。
し
か
し
、こ
の
「
リ
ン
ク
」

は
、
画
面
上
で
は
目
に
見
え
な
い
た

め
、
小
学
校
低
・
中
学
年
段
階
で
は

理
解
し
づ
ら
い
。
そ
こ
で
次
の
よ
う

な
工
夫
を
行
っ
た
。

　

教
室
の
掲
示
を
ツ
リ
ー
構
造
で

行
い
、
ツ
リ
ー
構
造
に
慣
れ
さ
せ

る
。

　

学
習
の
流
れ
や
手
順
な
ど
子
供
た

ち
に
ま
と
ま
っ
た
情
報
を
伝
え
る
際
、

ツ
リ
ー
構
造
で
伝
え
る
の
で
あ
る
。

古
く
な
っ
た
ジ
ャ
ン
ボ
ホ
ワ
イ
ト
・

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー
ト
を
裁
断
し
、
そ
こ

に
学
習
の
流
れ
（
ど
ん
な
こ
と
を
す

れ
ば
い
い
か
）
を
書
い
て
い
く
。

　

そ
し
て
ヒ
モ
を
リ
ン
ク
に
見
立
て

て
、
つ
な
ぐ
の
で
あ
る
。
リ
ン
ク
は

教
室
中
に
張
り
巡
ら
せ
て
お
く
。

コ
ー
ス
ご
と
に
ヒ
モ
の
色
を
変
え
て

ウェブサイトの構造は、画
面の中だけでは理解しづら
い。そこで「ツリー構造」
を教室全体で再現した。リ
ンクをたどりながら学ぶ、
楽しい授業になった。

ツリー構造に
慣れさせる

北海道北見市立三輪小学校

塩
しお

谷
や

直
なお

大
ひろ

学習指導要領対応 道徳・英語・オンラインの授業実践

身に付けさせよう！

日本の子供たちに

「動画読解・WEB読解」を

張
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国 語
授 業 実 践
中 学 校 の

百人一首の授業
で知的に終える
万葉集をアレンジした97
番「来ぬ人を」から作者・
定家の工夫を探させる。

茨城県私立茨城高等学校・茨城中学校

坂
さか

本
もと

佳
よし

朗
ろう

　

Ｂ
を
下
敷
き
に
し
た
の
だ
か
ら
、

Ａ
も
恋
愛
の
歌
で
あ
り
、「
来
ぬ
人
」

は
恋
人
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

補
助
発
問
１
Ｂ
の
話
者
は
男

性
で
す
か
、
女
性
で
す
か
。

（
男
性
）

補
助
発
問
２
Ａ
の
話
者
は
男

性
で
す
か
、
女
性
で
す
か
。

（
女
性
）

　

当
時
の
習
慣
か
ら
、
恋
人
を
待
つ

の
は
女
性
で
あ
る
。

説
明
Ａ
は
Ｂ
の
イ
メ
ー
ジ
を

受
け
継
ぎ
つ
つ
ア
レ
ン
ジ

も
加
え
ま
し
た
。

　

Ａ
の
作
者
・
藤
原
定
家
は
『
新
古

今
和
歌
集
』
の
撰
者
で
あ
る
。
そ
の

定
家
が
百
人
一
首
を
編
集
し
た
際
に

自
分
で
選
ん
だ
Ａ
は
、
か
な
り
の
自

信
作
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

〈
参
考
〉
溝
口
佳
成
氏
「
百
人
一
首

九
十
七
番
の
授
業
」
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ

ン
ド

発
問
２
二
つ
の
歌
を
比
べ
て
、

分
か
っ
た
こ
と
、
気
付
い

た
こ
と
、
思
っ
た
こ
と
を

で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
書

き
ま
す
。

　

じ
っ
く
り
比
べ
さ
せ
る
た
め
、
五

分
ほ
ど
時
間
を
と
る
。
黒
板
に
書
か

せ
た
意
見
を
検
討
さ
せ
る
。

　

私
の
授
業
で
は
、「『
松
帆
の
浦
』

『
夕
な
ぎ
』
な
ど
似
た
よ
う
な
言
葉

が
使
わ
れ
て
い
る
」
な
ど
、
二
つ
の

共
通
点
に
着
目
し
た
答
え
が
多
か
っ

た
。
し
か
し
、
一
人
の
生
徒
だ
け
が

違
い
に
気
付
い
た
。

　

Ｂ
は
海
女
の
娘
を
見
に
行
く

と
い
う
立
場
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
Ａ
で
は
来
な
い
人
を
待
つ

立
場
だ
。

　

こ
の
意
見
を
受
け
て
問
う
た
。

発
問
３
Ａ
の
「
来
ぬ
人
」
と

は
、
話
者
に
と
っ
て
ど
ん

な
人
で
す
か
。

　

中
学
三
年
生
の
三
月
、
教
科
書
教

材
の
授
業
を
終
え
た
時
期
に
は
、
知

的
な
授
業
を
一
つ
で
も
多
く
実
施
し

て
終
わ
り
た
い
。

　

こ
の
Ａ
、
Ｂ
二
つ
の
歌
を
読
み
比

べ
さ
せ
る
。
ま
ず
は
百
人
一
首
で
な

じ
み
の
あ
る
Ａ
か
ら
取
り
上
げ
る
。

　

各
自
の
読
み
方
で
読
ま
せ
、
続
い

て
指
名
し
て
一
人
ず
つ
読
ま
せ
る
。

発
問
１
「
ま
つ
」
を
漢
字
に

直
す
と
ど
う
な
り
ま
す
か
。

　

地
名
「
松
帆
の
浦
」
の
「
松
」
と
、

「
来
ぬ
人
を
待
つ
」
の
「
待
つ
」
で

あ
る
。
国
語
便
覧
を
開
か
せ
、
こ
の

歌
の
現
代
語
訳
も
読
ま
せ
る
。「
藻

塩
を
焼
く
火
の
よ
う
に
待
ち
焦
が
れ

て
い
る
」
と
い
う
意
味
の
歌
だ
。

　

次
に
、
Ａ
の
も
と
と
な
っ
た
Ｂ
を

示
す
。
歌
と
現
代
語
訳
を
読
ま
せ
る
。
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各
班
を
回
り
な
が
ら
「
こ
の
班
は

磁
石
を
強
く
し
よ
う
と
し
て
い
る
ん

だ
ね
」「
今
の
最
高
は
３
mA
で
す
」

等
の
声
か
け
を
し
て
い
く
。
生
徒
た

ち
の
工
夫
や
出
し
た
数
値
を
周
囲
に

広
め
て
い
く
。

　

時
間
が
き
た
ら
、
各
班
に
結
果
を

発
表
さ
せ
る
。

　

一
位
の
班
に
全
員
の
前
で
実
演
さ

せ
る
。
工
夫
し
た
点
も
言
わ
せ
る
。

「
で
は
、
も
う
一
度
班
ご
と
に
や
っ

て
み
ま
し
ょ
う
」
と
再
実
験
さ
せ
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
す
べ
て
の
班
が
高

い
数
値
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

３
暗
記
型
の
授
業
か
ら
の
脱
却

　

も
の
を
用
意
し
実
験
さ
せ
る
授
業

は
、
時
間
も
手
間
も
か
か
る
。

　

し
か
し
、
公
式
を
た
だ
暗
記
さ
せ
、

計
算
問
題
を
す
る
だ
け
の
授
業
は
楽

し
く
な
い
。

　

も
の
を
用
意
し
体
験
さ
せ
る
こ
と

で
、
楽
し
く
、
か
つ
記
憶
に
も
残
る

授
業
と
な
る
。
結
果
と
し
て
、
定
期

考
査
や
入
試
の
対
策
に
つ
な
が
る
。

の
写
真
で
真
ん
中
に
あ
る
磁
石
を
素

早
く
取
る
と
、
電
流
が
流
れ
る
）。

「
や
っ
て
ご
ら
ん
。
時
間
は
一
分
」

　

時
間
を
示
す
こ
と
で
、
生
徒
は
集

中
し
て
取
り
組
む
よ
う
に
な
る
。

「
う
ま
く
い
か
な
い
班
は
挙
手
」
と

問
う
。
挙
手
し
た
場
合
は
全
体
の
前

で
や
ら
せ
て
み
る
。
や
り
方
が
間

違
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

　

こ
の
場
合
、
教
師
が
あ
れ
こ
れ
教

え
な
い
。「
う
ま
く
い
か
な
い
原
因
と

し
て
、
何
が
考
え
ら
れ
ま
す
か
」
と

全
体
に
問
う
。
う
ま
く
い
か
な
い
こ

と
も
、
貴
重
な
学
び
の
機
会
に
な
る
。

　

す
べ
て
の
班
が
で
き
た
こ
と
を
確

認
し
た
ら
、
次
に
進
む
。

「
一
番
高
い
値
の
電
流
を
流
せ
る
班

は
ど
こ
か
な
。
題
し
て
、
誘
導
起
電

力
選
手
権
。
時
間
は
五
分
。
質
問
は

あ
り
ま
す
か
。
で
は
、
ど
う
ぞ
」

　

各
班
、
様
々
な
工
夫
を
始
め
る
。

多
く
の
生
徒
は
公
式
に
あ
る
コ
イ
ル

の
巻
き
数
（
Ｎ
）、磁
石
の
強
さ
（Δ

Φ

）、
磁
石
を
動
か
す
時
間
（Δ

t

）

に
注
目
す
る
。

１
公
式
の
確
認

「
フ
ァ
ラ
デ
ー
の
電
磁
誘
導
の
法
則
。

『V

＝－
N
Δ
Φ

/
Δ

t

』、
言
っ
て

ご
ら
ん
」

「
Ｖ
と
は
何
で
す
か
」（
誘
導
起
電

力
）「
単
位
は
何
で
す
か
」（
ボ
ル
ト
）

　

同
様
に
Ｎ
、Δ

Φ

、Δ
t

の
意
味

と
単
位
を
確
認
し
て
い
く
。

「
お
隣
と
じ
ゃ
ん
け
ん
し
ま
す
」

「
勝
っ
た
人
？
」「
勝
っ
た
人
は
出

題
。
負
け
た
人
は
答
え
ま
す
」

　

勝
っ
た
生
徒
が
「
公
式
は
？
」、

「
Ｖ
は
？
」「
単
位
は
？
」
等
を
出
題

し
て
い
く
。

　

生
徒
の
様
子
を
見
つ
つ
、
途
中
で

出
題
者
を
入
れ
替
え
る
。
終
わ
っ
た

生
徒
が
出
て
き
た
ら
「
公
式
は
？
」、

「
Ｖ
は
？
」「
単
位
は
？
」
と
全
体
や

列
指
名
等
で
確
認
し
て
い
く
。

２
公
式
を
体
感
さ
せ
る

「
電
流
計
、
コ
イ
ル
、
磁
石
が
あ
り

ま
す
。
こ
う
す
る
と
、
電
流
が
流
れ

ま
す
」
と
、
演
示
実
験
を
す
る
（
左

理 科

公式は暗記より
体感させる
理科にはたくさんの公式
が出てくる。それらを暗
記させるのではなく体感
させることで、楽しく記
憶に残る授業となる。

北海道立浦河高等学校

上
うえ

田
だ

浩
ひろ

人
と

授 業 実 践
高 校 の

中学校中学校（高校）での（高校）でのTOSS実践TOSS実践



混
み
具
合
の
原
理
を

混
み
具
合
の
原
理
を

い
か
に
分
か
り
や
す
く
提
示
す
る
か

い
か
に
分
か
り
や
す
く
提
示
す
る
か

「
畳
一
枚
あ
た
り
の
子
ど
も
の
数
」
を
分
数
で
求
め
る
自
然
な
流
れ
が
大
切
だ
。

「
畳
一
枚
あ
た
り
の
子
ど
も
の
数
」
を
分
数
で
求
め
る
自
然
な
流
れ
が
大
切
だ
。

算数

木き

村む
ら 

重し
げ

夫お
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混
み
具
合
を
比
較
す
る
た
め
に
二
つ
の
部
屋

以
外
を
指
で
隠
す
。
向
山
型
の
定
石
だ
。
こ
れ

が
入
っ
て
な
い
人
は
一
〇
点
以
下
。

指
示
３  

手
で
Ｃ
室
と
Ｄ
室
を
隠
し
な
さ
い
。

発
問
５  

Ａ
室
と
Ｂ
室
で
は
ど
ち
ら
が
混
ん
で

い
ま
す
か
。（
Ａ
室
で
す
）�〔
東
京
・
利
田
氏
〕

指
示  

Ａ
室
と
Ｂ
室
を
比
べ
ま
す
。
表
の
Ｃ

Ｄ
を
手
で
隠
し
な
さ
い
。�〔
愛
知
・
岩
井
氏
〕

似
て
い
る
が
微
妙
に
違
う
。
岩
井
氏
の
指
示

は
先
に
趣
意
説
明
を
し
て
い
る
。
子
供
は
隠
す

行
為
の
意
味
が
分
か
る
。
四
五
点
と
五
五
点
。

島
根
の
和
田
氏
。
言
葉
を
厳
密
に
し
な
い
と

最
初
か
ら
混
乱
す
る
。「
ど
ち
ら
が
狭
い
で
す

か
」
と
「
ど
ち
ら
が
狭
く
感
じ
ま
す
か
」
は
、

意
味
が
大
き
く
異
な
る
。
三
五
点
。

ま
ず
、
混
ん
で
い
る
と
い
う
状
態
に
つ
い
て

共
通
認
識
を
持
た
せ
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
発

問
を
す
る
。

発
問
１  

Ａ
室
と
Ｂ
室
で
は
、
ど
ち
ら
が
狭
い

で
す
か
。
Ａ
だ
と
思
う
人
、
Ｂ
だ
と
思
う
人
。

指
示
１  

ど
う
し
て
、
Ａ
の
方
が
狭
い
の
で

す
か
。
理
由
を
ノ
ー
ト
に
書
い
て
ご
ら
ん
、

・
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
な
感
じ
が
す
る
。

・
同
じ
部
屋
の
広
さ
な
の
に
人
が
多
い
。

山
口
の
林
氏
。
あ
え
て
問
う
て
い
る
。

説
明
３  
ど
の
部
屋
が
一
番
こ
ん
で
い
ま
す
か
。

発
問
３  

感
覚
で
い
い
の
で
す
。
ど
の
部
屋

が
一
番
こ
ん
で
い
ま
す
か
？

見
当
を
つ
け
さ
せ
る
こ
と
も
大
事
な
こ
と
な

の
で
、
一
応
、
こ
こ
で
聞
い
て
お
く
。

感
覚
・
直
感
は
デ
タ
ラ
メ
で
は
な
い
。
数
値

の
根
拠
が
あ
る
は
ず
だ
。
そ
こ
に
迫
っ
て
い
か

せ
た
か
っ
た
。
五
五
点
。
私
は
岡
山
で
の
飛
び

込
み
授
業
で
子
供
た
ち
に
問
う
た
。

　

な
ん
と
な
く
、
じ
ゃ
な
く
て
算
数
だ
か

ら
数
で
比
べ
た
い
。
何
の
数
を
調
べ
た
ら

い
い
で
す
か
。

「
子
供
の
数
」
と
「
た
た
み
の
数
」
が
出
た
。

そ
れ
ぞ
れ
数
え
さ
せ
絵
に
書
き
込
ま
せ
た
。

次
は
、「
混
み
具
合
の
原
理
」
を
い
か
に
分

か
り
や
す
く
教
え
る
か
。
基
本
は
「
分
数
」
に

な
る
だ
ろ
う
。

東
京
の
藤
橋
氏
。「
通
分
」
で
比
較
さ
せ
る

方
法
も
あ
る
。
ス
ッ
キ
リ
し
た
流
れ
。
六
二
点
。

　

Ａ
は
た
た
み
10
枚
の
上
に
、
子
供
が

６
人
い
る
ん
で
す
ね
。
な
の
で
10
分
の

６
に
な
り
ま
す
。

　

Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
も
同
じ
よ
う
に
分
数
に

し
な
さ
い
。

向山型に挑戦！

東
京
都
日
本
文
化
大
学
・
講
師

啓林館・５年・P158-160
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向山型 に挑戦！　国語・算数の難問良問

２　

授
業
の
流
れ

説
明
１  

簡
単
な
問
題
に
し
ま
す
。

一
枚
の
た
た
み
に
一
人
い
ま
す

（
Ａ
）。
一
枚
の
た
た
み
に
二
人
い

ま
す
（
Ｂ
）。
ど
ち
ら
が
混
ん
で

い
ま
す
か
？
（
①
）

←
コ
ン
テ
ン
ツ
で
見
せ
る

説
明
２  

横
か
ら
見
ま
す
。（
②
）

指
示
２  

た
た
み
の
上
に
人
が
乗
っ
て
い
ま
す
。

分
数
に
し

ま
す
。
面

積
分
の
人
。

ノ
ー
ト
に

写
し
な
さ

い
。（
③
）

宮
森
氏
の
推
測
通
り
、
岡
山
で

私
は
混
み
具
合
を
「
一
目
で
分
か

る
分
数
の
形
」
に
し
た
。
ノ
ー
ト

に
写
せ
る
形
で
あ
る
（
上
図
）。

三
ペ
ー
ジ
を
貫
く
原
理
を
分
か

り
や
す
く
工
夫
し
た
人
は
、
全
員

五
〇
点
以
上
で
あ
る
。

右
は
畳
一
枚
あ
た
り
一
人
。
左
は
畳
一
枚
あ

た
り
二
人
。
左
が
混
ん
で
い
ま
す
。

発
問  

畳
を
二
枚
に
し
て
、
子
供
二
人
が
乗
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
畳
一
枚
あ
た
り
何
人

が
乗
っ
て
ま
す
か
。（
一
人
）

式
に
表
す
と
二
人
で
畳
二
枚
を

分
け
る
の
で
、
２
÷
２
=
１
と

な
り
ま
す
。

発
問  

次
、
畳
二
枚
に
子
ど
も
が
三
人
。（
中
略
）

こ
ん
な
風
に
、
子
供
の
人
数
を
畳
で
割
れ
ば
、

一
枚
あ
た
り
の
人
数
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

神
奈
川
の
宮
森
氏
。
向
山
氏
を
追
い
か
け
た

私
の
実
践
を
ト
レ
ー
ス
し
て
き
た
。
七
〇
点
。

木
村
氏
は
、
こ
み
ぐ
あ
い
を
分
数
に
さ
せ
て

計
算
さ
せ
る
た
め
に
、
図
を
上
か
ら
で
な
く
、

横
か
ら
見
た
図
で
教
え
て
い
る
。（
余
談
だ
が
、

木
村
氏
は
先
日
、
岡
山
県
で
飛
び
込
み
授
業
を

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
と
き
に
「
単
位
あ
た
り
の

大
き
さ
」
を
授
業
し
た
そ
う
だ
。
お
そ
ら
く
、

コ
ン
テ
ン
ツ
を
使
っ
て
、
上
か
ら
見
た
図
を
横

か
ら
見
た
図
に
変
え
て
教
え
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
推
測
す
る
）

Ｂ
:
10
分
の
５　
　
　

Ｃ
:
８
分
の
５

Ｄ
:
12
分
の
７　
　
　
（
中
略
）

２　

通
分
す
る

　

Ａ
と
Ｄ
に
注
目
し
ま
す
。
た
た
み
の

枚
数
を
そ
ろ
え
る
た
め
に
通
分
を
し
ま
す
。

分
母
は
い
く
つ
に
な
り
ま
す
か
。

60
で
す
。

60
で
通
分
す
る
と
Ａ

と
Ｄ
は
そ
れ
ぞ
れ
い
く

つ
に
な
り
ま
す
か
。

（
中
略
）

一
番
混
ん
で
い
る
の
は
、
ど
れ
で
す
か
。

滋
賀
の
溝
口
氏
。
シ
ン
プ
ル
な
例
示
が
分
か

り
や
す
い
。
六
四
点
。

黒
板
に
畳
を
か
き
、
丸
磁
石
で

人
を
表
す
。

発
問  

畳
が
二
枚
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
に
は

子
供
一
人
、
こ
ち
ら
に
は
子
供
二
人
。
ど
ち

ら
が
混
ん
で
い
ま
す
か
。（
子
供
二
人
の
方
）
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１　

俺
は
人
気
者
？

「
俺
は
人
気
者
だ
か
ら
な
〜
」
Ｎ
君
は
よ
く
口

に
す
る
。
授
業
中
や
話
し
合
い
の
最
中
に
は
他

人
の
意
見
の
後
に
「
い
い
ね
！
」「
最
高
！
」
と

相
づ
ち
を
入
れ
る
。
お
も
し
ろ
い
こ
と
が
大
好
き

で
、「
お
も
し
ろ
い
」
と
思
っ
た
こ
と
を
言
っ
た

り
見
せ
た
り
す
る
と
、
周
り
か
ら
注
目
さ
れ
る
。

だ
か
ら
俺
は
人
気
者
な
の
だ
と
彼
は
感
じ
て
い
る
。

　

し
か
し
、「
い
い
ね
！
」
と
言
っ
た
こ
と
に
対

し
て
「
何
が
い
い
の
？
」
と
聞
い
て
み
る
と
「
分

か
ん
ね
ぇ
」
と
即
答
。
彼
に
と
っ
て
は
お
も
し
ろ

い
が
、
下
品
な
言
動
で
周
り
か
ら
注
意
を
さ
れ

る
。
こ
れ
が
日
々
の
Ｎ
君
の
姿
で
あ
る
。
Ｎ
君
の

認
知
と
実
態
に
は
大
き
な
溝
が
あ
る
の
で
あ
る
。

２　

Ｎ
君
に
と
っ
て
の
「
人
気
」
と
は
？

　

Ｎ
君
を
観
察
し
た
り
、
彼
と
会
話
を
し
た
り

し
て
分
か
っ
た
の
は
、
彼
に
と
っ
て
「
人
気
」

と
は
、「
お
も
し
ろ
い
こ
と
を
す
る
」「
注
目
さ

れ
る
こ
と
」
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
。
そ

し
て
、
周
り
に
と
っ
て
は
好
ま
し
く
な
い
が
Ｎ

君
に
と
っ
て
は
「
お
も
し
ろ
い
」
言
動
が
、
次

の
よ
う
な
パ
タ
ー
ン
を
生
み
出
し
て
い
た
。

①　

Ｎ
君
が
下
品
な
言
動
を
と
る

②　

周
り
の
人
が
「
Ｎ
君
や
め
て
」
な
ど
注
意

③　

Ｎ
君
は
注
目
さ
れ
、
嬉
し
く
な
る

　

Ｎ
君
に
は
、
他
者
が
ど
う
思
う
か
を
読
み
取

る
こ
と
に
苦
手
さ
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ

の
や
り
取
り
は
Ｎ
君
に
と
っ
て
、「
自
分
が
お

も
し
ろ
い
と
感
じ
た
も
の
を
見
せ
て
、
み
ん
な

か
ら
注
目
さ
れ
た
」
と
い
う
望
ま
し
い
結
果
を

生
み
出
し
て
い
る
の
だ
っ
た
。

３　

ほ
ん
と
に
同
じ
繰
り
返
し
？

　

Ｎ
君
に
身
近
な
人
の
「
好
き
・
嫌
い
な
こ
と
」

を
考
え
て
も
ら
っ
た
。「
好
き
」
は
あ
る
程
度
適

し
た
回
答
が
で
き
た
が
、「
嫌
い
」
は
全
員
に
対

し
て
「
下
ネ
タ
」
と
答
え
て
い
た
。「
下
ネ
タ
」

で
怒
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
よ
く
な
い

と
覚
え
た
よ
う
だ
。し
か
し
、「
下
ネ
タ
っ
て
何
？
」

と
聞
く
と
注
意
さ
れ
た
言
動
の
み
を
答
え
、
本

質
的
に
は
理
解
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
Ｎ
君

は
注
意
さ
れ
て
ダ
メ
と
理
解
で
き
た
も
の
は
抑
止

で
き
る
こ
と
も
多
い
が
、
他
の
下
品
な
言
動
が
ダ

メ
か
は
判
断
が
で
き
な
い
。
周
り
か
ら
見
た
ら
Ｎ

君
が
同
じ
問
題
を
起
こ
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て

も
、
Ｎ
君
に
と
っ
て
は
別
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。

４　
「
分
か
ん
ね
ぇ
」
に
寄
り
添
う

　

Ｎ
君
と
「
自
他
の
好
き
嫌
い
」
や
「
言
葉
の

意
味
」
の
確
認
を
日
々
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、

「
分
か
る
」「
で
き
る
」
こ
と
が
増
え
た
。
彼
か

ら
ダ
メ
か
聞
か
れ
る
こ
と
も
多
く
な
っ
た
。
良

い
こ
と
は
褒
め
、
ダ
メ
は
別
の
行
動
を
伝
え
た
。

そ
れ
で
も
似
た
よ
う
な
問
題
を
起
こ
し
た
。
は

じ
め
は
下
品
な
動
画
そ
の
も
の
を
禁
止
し
よ
う

と
考
え
た
が
、
そ
れ
を
抑
え
る
こ
と
は
難
し

か
っ
た
。
だ
か
ら
、
禁
止
に
は
せ
ず
「
自
分
で

楽
し
む
分
に
は
よ
い
」
と
教
え
た
。
Ｎ
君
の
下

品
な
言
動
に
よ
る
注
目
は
減
少
し
て
き
た
。
こ

れ
か
ら
、
真
に
人
気
者
に
な
れ
る
よ
う
、
彼
の

「
分
か
ん
ね
ぇ
」
に
寄
り
添
い
続
け
る
。

榛谷 朗
NPO法人翔和学園・教務

「
分
か
る
」「
で
き
る
」
を
見
極
め
「
行
動
」
を

教
え
る

指
示
が
通
ら
な
い
の
は
、「
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
が
分
か
っ
て
い
な
い
」
と
い
う

視
点
で
考
え
る
。

N
P
O
法
人
翔
和
学
園
・
東
京
翔
和
学
園
教
務

榛は
ん

谷が
い

朗
あ
き
ら

翔和学園でのドラマ
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小こ

嶋じ
ま

悠ゆ
う

紀き

普通学級で使える「ユニバーサルデザイン＆合理的配慮」

長
野
県
長
野
市
立
通
明
小
学
校

　

Ｌ
Ｄ
（
学
習
障
害
）
の
子
供
た
ち

は
、
他
の
発
達
障
害
が
あ
る
子
供
た

ち
と
比
べ
る
と
発
見
さ
れ
に
く
い
傾

向
が
あ
る
。

　

そ
れ
は
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
如
・

多
動
症
）
や
Ａ
Ｓ
Ｄ
（
自
閉
ス
ペ
ク

ト
ラ
ム
症
）
の
よ
う
に
目
に
見
え
る

問
題
行
動
や
言
動
な
ど
が
少
な
い
か

ら
だ
。

　

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、「
一
人
で
黙
っ

て
困
っ
て
い
る
」「
困
っ
て
い
る
け
ど

フ
リ
ー
ズ
し
て
い
る
」
と
い
う
も
の

だ
。
私
た
ち
は
、
ど
う
し
て
も
目
や

耳
に
飛
び
込
ん
で
来
る
も
の
を
優
先

的
に
支
援
し
た
り
対
応
し
た
り
し
て

し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
な
か
な
か
そ

の
よ
う
な
Ｌ
Ｄ
傾
向
の
あ
る
子
供
た

ち
を
発
見
し
に
く
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　

ま
ず
は
発
見
に
全
力
を
注
い
で
ほ

し
い
。

　

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
傾
向
の
あ

る
子
供
を
発
見
し
て
い
く
。

「
音
読
す
る
時
に
、
う
ま
く
読
め
な

い
子
供
」

「
音
読
す
る
際
に
、
頭
を
抱
え
る
子

供
」

「
書
字
が
極
端
に
乱
れ
る
子
供
」

「
算
数
に
な
る
と
フ
リ
ー
ズ
し
て
学

べ
な
い
子
供
」

「
足
し
算
や
引
き
算
な
ど
の
際
、
指

で
計
算
す
る
子
供
」

「
二
年
生
以
上
な
の
に
九
九
が
定
着

し
づ
ら
い
子
供
」

「
概
念
の
結
び
付
き
が
弱
い
子
供
」

な
ど
だ
。

　

で
き
る
だ
け
多
く
の
網
を
か
け
て
、

こ
れ
ら
の
子
供
を
発
見
し
て
い
き
た

い
。

　

発
見
し
た
ら
、
次
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
対
応
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　

例
え
ば
音
読
だ
。

「
無
理
矢
理
読
ま
せ
る
の
で
な
く
、

教
師
の
範
読
を
聞
か
せ
る
だ
け
で
Ｏ

Ｋ
と
す
る
」

「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ル
ー
ペ
な
ど
、
視

覚
的
な
支
援
教
具
を
用
意
し
て
み
る
」

「
音
声
入
力
で
き
る
だ
け
で
Ｏ
Ｋ
と

す
る
」

な
ど
だ
。

　

Ｌ
Ｄ
と
聞
い
て
し
ま
う
と
、
ど
う

し
て
も

「
な
ん
と
か
で
き
る
よ
う
に
し
な
く

て
は
！
」

と
思
う
こ
と
が
多
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
足
を
切
断
し
た
人
に
、

「
足
を
生
や
し
て
歩
き
ま
し
ょ
う
」

と
は
言
え
な
い
は
ず
だ
。

Ｌ
Ｄ
児
童
対
応
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と

個
別
の
合
理
的
配
慮

発
見
で
き
る
か
ど
う
か
、
そ
れ
が
こ
の
子
た
ち
を
救
う
可
能
性
を
決
め
て
い
る
。

　

Ｌ
Ｄ
も
同
様
で
、
彼
ら
が
で
き
る

こ
と
を
「
無
理
な
く
」
行
っ
て
い
く

支
援
が
必
要
な
の
だ
。

　

ま
た
、「
代
替
法
」
と
い
う
も
の

が
あ
る
。

「
読
む
の
が
難
し
い
な
ら
、
聴
い
て

も
ら
お
う
」

「
書
く
の
が
難
し
い
な
ら
、
話
し
て

も
ら
お
う
」

と
い
う
よ
う
に
本
人
た
ち
の
「
得

意
」
を
積
極
的
に
使
っ
て
あ
げ
る
の

で
あ
る
。

　

ふ
だ
ん
か
ら
Ｌ
Ｄ
の
子
供
た
ち
は
、

苦
手
な
部
分
を
自
分
の
「
得
意
で
補

う
」
こ
と
を
よ
く
し
て
い
る
は
ず
な

の
だ
。
そ
の
得
意
を
使
っ
て
あ
げ
た

方
が
結
果
的
に
う
ま
く
い
く
こ
と
が

多
く
な
る
。

　

不
得
意
を
指
摘
さ
れ
て
も
、
な
か

な
か
直
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、
Ｌ
Ｄ
で

あ
っ
た
と
し
て
も
「
得
意
」
に
積
極

的
に
支
援
の
可
能
性
を
見
付
け
て
あ

げ
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　

ぜ
ひ
多
く
の
子
供
に
目
を
配
っ
て

い
こ
う
。
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特別支援学級でのこの実践‼

１

水
書
用
筆
の
効
果

　

特
別
支
援
学
級
一
年
生
二
名
の
子

供
た
ち
へ
の
水
書
用
筆
を
使
っ
た
指

導
で
は
、
次
の
効
果
が
あ
っ
た
。

①
　
鉛
筆
の
持
ち
方
が
改
善
さ

れ
る
。

②
　
点
画
の
書
き
方
が
分
か
り

や
す
い
。

③
　
失
敗
経
験
を
感
じ
に
く
く
、

達
成
感
を
感
じ
ら
れ
る
。

　

以
下
に
こ
の
三
点
の
効
果
に
つ
い

て
述
べ
る
。

２

水
書
用
筆
で
持
ち
方
指
導

　

Ａ
君
は
鉛
筆
を
強
く
握
り
込
ん
で

持
っ
て
し
ま
う
が
、
水
書
用
筆
は
軸

が
太
か
っ
た
り
、
指
を
添
え
る
部
分

が
付
い
て
い
た
り
し
て
持
ち
や
す
い

た
め
か
、
自
然
と
握
り
込
ま
ず
に
持

つ
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
し
て
慣
れ
る
に
つ
れ
て
、
最
初

は
抵
抗
感
の
あ
っ
た
鉛
筆
ホ
ル
ダ
ー

も
使
え
る
よ
う
に
な
り
、
持
ち
方
も

自
分
で
意
識
で
き
る
よ
う
な
っ
た
。

３

点
画
指
導
と
達
成
感

　

Ｂ
君
は
不
器
用
さ
も
あ
り
力
の
入

れ
方
が
難
し
く
、「
払
い
」
を
「
止
め
」

て
し
ま
う
。
教
師
に
指
摘
さ
れ
る
の

を
嫌
が
る
た
め
、
水
書
用
筆
を
使
い
、

教
師
が
手
を
添
え
て
「
払
い
」
の
練

習
を
し
た
。
す
る
と
水
書
用
筆
だ
と

手
や
穂
先
の
動
き
、
点
画
の
書
き
方

が
鉛
筆
よ
り
も
分
か
り
や
す
く
、
次

第
に
一
人
で
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

Ｂ
君
は
自
分
の
書
い
た
文
字
を
見
て

「
お
お
、
上
手
に
で
き
た
！
」

と
、
声
を
あ
げ
て
喜
び
、
で
き
た
と

い
う
達
成
感
を
感
じ
て
い
た
。
Ｂ
君

は
元
々
、
失
敗
す
る
と
落
ち
込
ん
で

し
ま
い
や
す
い
。
し
か
し
、
水
書
用

筆
だ
と
間
違

え
て
も
す
ぐ

に
消
え
て
し

ま
う
の
で
、

失
敗
し
た
と

い
う
感
覚
も

も
ち
に
く
く
、
繰
り
返
し
練
習
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

４

授
業
展
開
と
め
ざ
す
も
の

　

私
は
水
書
用
筆
を
使
用
す
る
場
合

①
　
課
題
の
把
握

②
　
指
書
き
・
空
書
き
で
課
題
の
練

習
③
　
水
書
用
筆
を
使
っ
て
課
題
の
練

習
④
　
鉛
筆
等
を
使
っ
て
練
習
・
清
書

と
い
う
流
れ
で
授
業
を
し
て
い
る
。

　

小
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
に
は

「
適
切
に
運
筆
す
る
能
力
の
向
上
に

つ
な
が
る
よ
う
」
に
「
水
書
用
筆
等

を
使
用
し
た
運
筆
指
導
を
取
り
入
れ

る
」
な
ど
の
工
夫
を
行
う
こ
と
が
望

ま
し
い
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

持
ち
方
や
書
字
の
指
導
に
は
、
時

間
と
根
気
が
必
要
な
場
合
が
多
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、
教
具
や
指
導
法
の
工

夫
を
重
ね
る
こ
と
で
、
子
供
た
ち
が

で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
、
達
成
感
の
あ
る
書
写
指
導

を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
。

特
別
支
援
学
級
の
子
供
た
ち
も
「
で
き
た
！
」
と
達
成
感

を
味
わ
う
書
写
指
導

水
書
用
筆
を
使
っ
て
、
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
授
業
を
め
ざ
す
。

松ま
つ

尾お

智と
も

子こ

鳥
取
県
鳥
取
市
立
青
谷
小
学
校

あの子
が

熱中し
た！
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プロが教え
る

プロが教え
る 教室でできる

言
語
聴
覚
士
：
下し

も

妻づ
ま

玄き
よ

典の
り

言語療法
　

今
回
よ
り
、
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ⅳ
の
４
指
標
に
お
け

る
下
位
検
査
項
目
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

ま
ず
は
、
言
語
理
解
指
標
（
Ⅴ
Ｃ
Ｉ
）
で
あ
る
。

言
語
理
解
指
標
の
主
要
な
下
位
検
査
項
目
（
基

本
検
査
項
目
）
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。

類
似
：
共
通
の
概
念
を
も
つ
二
つ
の
こ
と
ば

を
口
頭
で
示
し
、
ど
の
よ
う
に
類
似
し
て

い
る
か
を
答
え
さ
せ
る

単
語
：
単
語
（
刺
激
語
）
を
口
頭
と
文
字
で

提
示
し
、
そ
の
意
味
を
答
え
さ
せ
る

理
解
：
日
常
的
な
問
題
の
解
決
と
社
会
的
な

ル
ー
ル
に
つ
い
て
の
質
問
を
し
て
、
口
頭

で
答
え
さ
せ
る

　

ど
の
項
目
も
、
こ
と
ば
の
質
問
に
対
し
、
こ

と
ば
（
単
語
・
文
）
で
答
え
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
つ
ま
り
「
言
語
理
解
」
と
い
い
つ
つ
も
、

言
語
の
表
出
能
力
を
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

共
通
し
て
必
要
な
力
は
「
語
彙
力
」
で
あ
る
。

　

以
前
も
紹
介
し
た
が
、
言
語
理
解
の
弱
い
子

供
の
最
大
の
困
り
感
は
、

語
彙
力
が
低
い
が
故
に
、
自
分
の
困
り
感

な
ど
、
思
っ
て
い
る
こ
と
を
相
手
に
正
確
に

伝
え
ら
れ
な
い

で
あ
る
。

「
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
言
っ
て
ご
ら
ん
」

「
何
で
こ
ん
な
こ
と
し
た
の
」
と
問
い
か
け
て

も
固
ま
っ
て
し
ま
う
子
供
が
抱
え
て
い
る
困
り

感
で
あ
る
。

　

で
は
、
語
彙
力
が
低
い
子
供
た
ち
へ
の
支
援

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
ま
ず
は
、

こ
と
ば
が
出
て
く
る
ま
で
、
穏
や
か
に
適

度
に
待
つ

　

な
か
な
か
こ
と
ば
が
出
ず
に
、
子
供
が
さ
ら

に
困
っ
て
い
る
時
は
、

推
測
さ
れ
る
答
え
を
選
択
肢
に
し
て
提
示

す
る
（
必
要
に
応
じ
て
紙
な
ど
に
書
く
）

　

ま
た
、
授
業
に
お
い
て
は
辞
書
を
使
っ
て
意

味
を
調
べ
る
学
習
、
そ
し
て
そ
れ
を
発
表
し
た

り
、
ノ
ー
ト
に
書
き
留
め
た
り
す
る
学
習
が
語

彙
力
を
高
め
る
の
に
は
重
要
で
あ
る
。
パ
ソ
コ

ン
な
ど
で
の
「
グ
グ
る
」
が
全
盛
で
は
あ
る
が
、

や
は
り
紙
の
辞
書
で
調
べ
る
学
習
に
勝
る
も
の

は
な
い
。
子
供
自
身
が
自
分
の
五
感
を
使
っ
て

こ
と
ば
の
意
味
を
表
現
す
る
と
い
う
、
能
動
的

な
体
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

教
師
が
知
っ
て
お
く
べ
き

知
能
検
査
の
基
礎
知
識
⑫

各
論
〜
言
語
理
解
指
標
の
弱
い
子
供
へ
の
正
し
い
理
解
と
支
援
。

下妻 玄典

LD等の専門家
　巡回相談 事業
　巡回相談員
虹の子ども
　クリニック



TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564
TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

◆TOSS教材　お得情報！ 2023年2月15日～ 2023年3月14日　現在

教育技術研究所だけでなく、光村教育図書、正進社、騒人社、学芸みらい社、日本教育新聞社、などの
お得な情報を随時お知らせいたします。（P54，55の上欄の記事と連携しています）

100までの数を完全マスター

百玉そろばん
20玉そろばん

トモエ
そろばん

全ての子供たちに学力の保障を！

春のノートキャンペーン
百人一首&かるた教材キャンペーン

教育技術
研究所

● トークライン読者限定！　トモエそろばん様よりご協力い
ただき、下記のフォームよりご応募いただいた方から抽選
で３名様に、「20玉そろばん」をプレゼントいたします‼

キャンペーン期間：（どちらも）
2023年３月１日（水）～５月31日（水）
TOSSオリジナル教材：
https://www.tiotoss.jp/

応募期間：
2023年２月15日（水）～３月14日（火）
応募フォーム：
https://forms.gle/nfJyMSuKZ4S96HA36

● 新学期に向けて先生方の学級経営や授業開きを応援する
お得な２大キャンペーン！
　 対象教材を特別価格、特典付きで販売します。
　 また、ノートキャンペーンでは、期間中に対象ノートを
100冊以上ご購入の方は１年間お得な「ノート会員」に！

20玉そろばん（児童用）
※マグネット付きで連結可能！
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TOSS教材
お得情報!!
くわしくは、下を
ご覧ください。

Ｍ
Ｙ
ノ
ー
ト
は

バ
ー
ジ
ョ
ン
・
ア
ッ
プ
し
て
い
る
！

配
慮
の
行
き
届
い
た
ノ
ー
ト
を
使
お
う
。

後ご

藤と
う

隆り
ゅ
う

一い
ち

茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
立
津
田
小
学
校

　

Ｍ
Ｙ
ノ
ー
ト
（
教
育
技
術
研
究

所
）
は
、
発
売
当
初
と
比
べ
て
格
段

に
使
い
や
す
く
な
っ
た
。

　

正
直
、
こ
れ
ま
で
の
Ｍ
Ｙ
ノ
ー
ト

は
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
方
眼
と
点
線

十
字
リ
ー
ダ
ー
の
色
の
濃
淡
が
く
っ

き
り
し
て
お
ら
ず
、
算
数
の
授
業
な

ど
で
、
子
供
が
数
字
を
五
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
ず
ら
し
て
書
い
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ニ
ュ
ー
・
タ

イ
プ
の
Ｍ
Ｙ
ノ
ー
ト
は
、
こ
の
点
が

改
善
さ
れ
て
い
る
。
格
段
に
使
い
や

す
く
な
っ
て
い
る
。

　

事
実
、
子
供
自
身
が
「
こ
の
ノ
ー

ト
、
使
い
や
す
い
で
す
！
」
と
嬉
し

そ
う
に
言
っ
て
い
る
。
紙
質
も
し
っ

と
り
感
が
あ
っ
て
、
ペ
ー
ジ
が
め
く

り
や
す
い
だ
け
で
な
く
、
鉛
筆
の
走

り
も
ス
ム
ー
ズ
で
あ
る
。

　

バ
ー
ジ
ョ
ン
・
ア
ッ
プ
し
た
Ｍ
Ｙ

ノ
ー
ト
は
、
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
「
次

に
使
う
ノ
ー
ト
を
準
備
し
よ
う
！
」

と
書
い
て
あ
る
。
こ
れ
が
な
い
と
ど

う
な
る
か
。
子
供
は
新
し
い
ノ
ー
ト

の
準
備
を
せ
ず
、
当
面
、
古
い
ノ
ー

ト
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
等
を
細
か
く
使

お
う
と
す
る
。
そ
う
や
っ
て
誤
魔
化

す
。
そ
の
事
態
を
防
ぐ
た
め
の
、
さ

り
げ
な
い
一
言
な
の
で
あ
る
。

　

ほ
か
の
ノ
ー
ト
と
の
こ
う
い
う
微

差
が
、
一

年
間
の
大

差
に
つ
な

が
る
。
オ

ス
ス
メ
の

ノ
ー
ト
で

あ
る
。

クラス全員が熱中するこの教材！



クラス全員が熱中するこの教材！

「ちがうが勝ち」は、班対抗で行うおすすめレクである。
準備物：各班１枚の用紙、黒板とチョーク（またはホワイ
トボードとペン）
　各班で１枚、用紙（Ａ４コピー用紙等）を配る。
「他の班と違ったら点数ゲット。重なったら０点です」と
説明し、お題を出す。
ポイント１　 ５題くらいが良い（動画では時間の関係で３

問とした）。
ポイント２　 最初は、答えの範囲が広いお題を出し、段々と答えが限られるお題を出す。
　　　　　最後は、「信号の色」がおすすめ。
ポイント３　最後のお題を出す前に、それまでの各班の合計を出す。
ポイント４　最後のお題は、点数を高く設定する（これまで１点、最後３点など）。

　バスレクでも盛り上がる。動画のようにオンラインでも盛り上がる。

教室が盛り上がるおすすめレク
バスレク、オンラインレクでも使える「ちがうが勝ち」。

大
おお

川
かわ

雅
まさ

也
や

長野県上田市公立小学校
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ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
め
る

二
十
玉
そ
ろ
ば
ん

低
学
年
で
も
楽
し
め
る
、
楽
し
い
数
当
て
や
ゲ
ー
ム
で
数
に
親

し
ま
せ
た
い
。

小こ

室む
ろ

由ゆ

希き

江え

島
根
県
安
来
市
立
井
尻
小
学
校

TOSS教材
お得情報!!
くわしくは、下を
ご覧ください。

デジタル・トークライン連動！
すぐに使える今月のおすすめレク動画

１　

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
数
当
て

「
下
を
向
い
て
」
と
伏
せ
さ
せ
、
見

ず
に
音
だ
け
で
当
て
る
数
当
て
は
大

人
気
。
少
し
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
、

「
５
か
ら
ス
タ
ー
ト
」
と
、
途
中
か

ら
始
め
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

ま
た
、
２
と
び
な
ら
二
十
玉
そ
ろ

ば
ん
で
も
で
き
る
。

　

低
学
年
に
は
難
し
い
の
が
、
20
か

ら
数
を
減
ら
し
て
い
く
逆
唱
数
当
て
。

は
じ
め
は
、
少
し
ゆ
っ
く
り
め
で
慣

ら
し
て
い
く
。

２

10
ま
で

あ
と
い
く

つ

　

二
十
玉
そ

ろ
ば
ん
は
、

残
っ
た
玉
が

見
え
な
い
よ

う
に
隠
す
。
私
は
、
マ
ジ
ッ
ク
テ
ー

プ
と
木
材
で
隠
し
布
を
付
け
外
し
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
カ
チ
ッ
、

カ
チ
ッ
と
二
つ
玉
を
は
じ
き
出
す
。

「
10
ま
で
あ
と
い
く
つ
？
」
と
問
う
。

答
え
は
８
。

「
20
ま
で
い
く
つ
？
」
も
で
き
る
。

３　

数
唱
＋
□

「
１
、
２
…
」
と
数
え
て
い
き
、
例

え
ば
子
供
が
「
８
」
と
言
っ
た
後
で

止
め
、「
＋
２
は
？
」
と
問
う
。「
引

く
１
は
？
」
の
引
き
算
も
す
る
。

４　
「
必
ず
言
っ
て
ね
」
ゲ
ー
ム

　

例
え
ば
、「
言
う
の
は
一
人
二
回
だ

け
。
必
ず
言
っ
て
ね
、
20
ま
で
」
と

指
定
す
る
。
複
数
が
言
う
の
は
セ
ー

フ
。
20
ま
で
数
唱
す
る
の
だ
が
、
誰

も
言
わ
な
い
数
が
あ
っ
た
ら
、
失
敗
。

　

成
功
す
る
と
、
気
持
ち
い
い
。



TOSSランド・TOSS-SNS・TOSSメディア活用実践

56

管理職が書き方を明示する
ことで実現する働き方改革
通知表添削の二度手間を防ぐ仕事術。

群馬県太田市立沢野小学校 松
まつ

島
しま

博
ひろ

昭
あき

　通知表を提出した際に、管理職の仕事が、誤字や誤変換のチェックになっていないか。
　小貫氏は、

管理職が行うのは内容の適否である。誤字や誤変換のチェックではない。

と述べている。
　なぜ、誤字や誤変換のチェックになってしまうのか。それは、通知表作成までの過程に問題
があるからだ。小貫氏は、

１　書き方を明示する。
２　見通しを持たせる。
３　学年で読み合わせ・修正のうえ提出させる。

の手順が重要であると述べる。
　私は、管理職が、「書き方を、明示する」ことが極めて重要であると考える。
　小貫氏は、管理職の立場から、事前に「所見表記の留意点について」というA4で２枚にま
とめた資料を配付するそうだ。
　さらに、良い例と悪い例を併記し、解説も載せるという。

一文は短くする。
「～こと」「～すること」は極力使わない。
主述のねじれは避ける。
形容するものと形容されるものを近づける。
同じ（文末）表現を続けない。繰り返し表現を避ける。
描写する。
学習（特に国語、算数）・生活両面の記述を心がける。
話題の転換は分かりやすくする。 

　小貫氏のように事前に所見の書き方を示すことによって、全職員が所見の書き方の基本を共
有することができる。
　学年での検討の際も、管理職から示された資料をもとに添削できる。
　事前に書き方が示されるので、書き方についての管理職からの個別の指導がなくなる。
　私は管理職ではないが、校内研修として、管理職による事前の「所見の書き方のポイント講
座」というミニ研修を企画し、実施していただいた。管理職にも教職員にも好評であった。
　こうしたアイディアもTOSSランドを検索することで浮かんでくる。

TOSSランド
「通知表の運営管理」

【今月のコンテンツ】

通知表の運営管理
 小貫義智

TOSS指導法授業が激変！ 最前線
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指
示  

「
パ
ソ
コ
ン
で
見
る
」

を
選
ん
で
自
由
に
見
て
ご

ら
ん
な
さ
い
。

　

細
か
な
操
作
は
教
え
な
い
方
が
い

い
。
操
作
し
な
が
ら
機
能
を
見
付
け

て
い
く
の
が
楽
し
い
。
自
然
と
操
作

方
法
の
教
え
合
い
も
始
ま
る
。

指
示

時
代
に
よ
っ
て
変

化
し
て
い
っ
た
道
具
を

「Jam
board

」
に
ま
と
め

て
も
ら
い
ま
す
。
？
マ
ー

ク
の
と
こ
ろ
は
自
分
で
検

索
し
て
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

　

完
成
し
た
も
の
はGoogle 

classroom

な
ど
で
提
出
さ
せ
て
発
表

へ
と
つ
な
げ
る
。

コ
ン
テ
ン
ツ
は
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

コ
ピ
ー
で
き
る
。

い
て
お
き
な
さ
い
。

指
示  

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
ど

ん
な
道
具
を
使
っ
て
い
ま
し

た
か
。
教
科
書
を
見
て
ノ
ー

ト
に
箇
条
書
き
し
な
さ
い
。

発
問
３  

教
科
書
に
書
か
れ
て

い
る
も
の
以
外
で
、
ど
ん

な
道
具
を
使
っ
て
い
た
と

思
い
ま
す
か
？

　

次
々
と
予
想
を
発
表
さ
せ
る
。

指
示

ど
ん
な
道
具
を
使
っ
て

い
た
の
か
一
人
一
台
端
末

で
調
べ
て
も
ら
い
ま
す
。

「
む
か
し
の
家
３
６
０
」
と

検
索
し
な
さ
い
。

Google classroom

が
使
え
る
な

ら
課
題
と
し
て
リ
ン
ク
を
配
付
す
る

方
が
い
い
。
個
人
の
探
究
学
習
と
し

て
い
つ
で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。

　

三
年
生
の
社
会
科
。

「
昔
の
く
ら
し
」
に
つ
い
て
学
ぶ
単

元
が
あ
る
。「
昔
の
道
具
」
も
た
く
さ

ん
載
っ
て
い
る
。
学
校
に
よ
っ
て
は

「
郷
土
資
料
室
（
社
会
科
資
料
室
）」

が
あ
る
。
実
際
に
「
七
輪
」
を
使
っ

た
火
お
こ
し
や
「
洗
濯
板
」
を
使
っ

た
洗
濯
な
ど
の
体
験
も
授
業
に
取
り

入
れ
ら
れ
る
。
実
物
を
見
た
り
触
っ

た
り
す
る
体
験
を
た
く
さ
ん
さ
せ
る
。

　

そ
の
後
、
一
人
一
台
端
末
を
使
っ

て
発
展
的
な
授
業
を
す
る
。

発
問
１  

教
科
書
を
見
な
さ
い
。

今
か
ら
「
お
よ
そ
70
〜
60

年
前
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

何
時
代
で
し
ょ
う
か
。

指
示  

正
解
は
「
昭
和
時
代
」。

昭
和
時
代
の
初
め
の
頃
な

の
で
「
昭
和
初
期
」
と
言

い
ま
す
。
ノ
ー
ト
に
書
い

て
お
き
な
さ
い
。

発
問
２  

次
に
「
お
よ
そ
50
〜

40
年
前
」
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。
何
時
代
で
し
ょ
う
か
。

指
示  

こ
れ
も
「
昭
和
時
代
」

で
す
。
昭
和
時
代
の
中
頃

な
の
で
「
昭
和
中
期
」
と

言
い
ま
す
。
ノ
ー
ト
に
書

GIGAスクール
端末１人１台時代の
指導術

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

江戸時代へ
タイムスリップ
する
バーチャル空間に再現さ
れた「江戸時代の家（と
街中）」。写真や映像が豊
富にあり、個人の探究学
習にも活用できる。

兵庫県姫路市立英賀保小学校

許
ほ

鍾
じょん

萬
まん

東京書籍・３年社会・P122-143
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段
者
」
の
等
身
大
の
ド
ラ
マ
で
あ
る
。

そ
し
て
子
供
の
事
実
は
、
そ
ん
な
真

剣
勝
負
（
授
業
）
の
上
に
築
か
れ
て

い
く
の
だ
。今
回
の
「
経
験
（
反
省
）」

を
、
今
後
受
け
も
つ
多
く
の
子
供
た

ち
の
ド
ラ
マ
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
。

そ
の
誓
い
も
込
め
て
此
処
に
、
反
省

を
強
く
綴
っ
た
。

★�

教
師
自
身
の�

「
授
業
へ
の
誠
実
さ
」

が
足
り
な
か
っ
た
だ
け
な
の
だ
。
教

材
研
究
の
質
が
上
が
る
と
、
子
供
の

理
解
度
は
ぐ
ん
と
深
ま
っ
た
。

　

事
実
と
し
て
、
教
室
で
一
番
学
習

が
難
し
い
『
あ
の
子
』
は
、「
単
位

量
あ
た
り
の
大
き
さ
が

一
番
分
か
る
」
と
言
っ
た
。

　

最
難
関
単
元
だ
か
ら

全
力
で
取
り
組
む
の
か
。

で
は
、
そ
の
他
の
単
元

は
ほ
ど
ほ
ど
で
良
い
の

か
。
そ
の
よ
う
な
わ
け

は
な
い
。
子
供
た
ち
に

大
変
失
礼
な
事
を
し
た

と
猛
省
し
た
。

　

教
室
の
『
あ
の
子
』
が

今
ま
で
解
け
な
か
っ
た

理
由
は
、
私
だ
っ
た
。
私

の
覚
悟
の
甘
さ
、
授
業

技
量
の
低
さ
が
す
べ
て

の
起
因
だ
っ
た
の
だ
。

　

こ
れ
は
駆
け
出
し
「
有

　

今
年
度
、
初
め
て
の
五
年
生
担
任

で
あ
る
。
十
一
月
に
算
数
科
の
最
難

関
単
元
「
単
位
量
あ
た
り
の
大
き

さ
」
に
突
入
し
た
。
最
難
関
単
元
と

い
う
事
で
気
合
も
入
っ
た
。
ワ
ー
ク

プ
レ
ー
ス
（T

O
SS-SN

S

）
で
小
嶋

悠
紀
氏
の
実
践
を
読
み
込
み
、
様
々

な
書
籍
や
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
等
で
検

索
を
か
け
、
指
導
法
を
ノ
ー
ト
に

綴
っ
た
。

　

教
材
研
究
に
時
間
を
か
け
た
分
、

一
回
、
一
回
の
授
業
に
緊
張
が
走
っ

た
。
子
供
た
ち
も
そ
れ
を
感
じ
取
っ

て
、
い
つ
も
以
上
に
真
剣
に
受
け
た
。

　

教
科
書
の
問
題
を
す
べ
て
解
い
て

い
た
の
で
要
所
を
言
語
化
、
視
覚
化

し
て
伝
え
ら
れ
た
。
練
習
問
題
を
解

く
時
間
も
、
い
つ
も
以
上
に
確
保
で

き
た
。

　

す
る
と
一
人
の
女
の
子
が
言
っ
た
。

「
え
？　

簡
単
じ
ゃ
ん
」

　

そ
の
子
は
教
室
で
一
番
学
習
が
難

し
く
、
分
か
ら
な
い
と
机
に
突
っ
伏

す
子
だ
っ
た
。
テ
ス
ト
の
点
数
も
ク

ラ
ス
で
最
下
位
だ
っ
た
。
こ
の
半
年

間
、「
な
ぜ
こ
の
子
は
解
け
る
よ
う

に
な
ら
な
い
の
か
」
と
放
課
後
に
何

度
、
呟
い
た
こ
と
か
。
正
直
、「
子

供
の
せ
い
」
に
し
て
い
た
自
分
が
い

た
。
し
か
し
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。

　

何
て
こ
と
は
な
い
。

教室の『あの子』
が今まで解けな
かった理由

「学級経営の根本は授業
である」本実践を通して、
より強く、そう思った。

長崎県公立小学校

岩
いわ

永
なが

 将
しょう

大
だい

学級経営の極意極意・
子供たちのドラマドラマ

有段者が教える！
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に
「
い
つ
」「
ど
ん
な
単
元
で
」「
ど

の
よ
う
な
教
材
を
使
っ
た
の
か
」
を

書
い
て
お
く
。

　

次
の
学
年
の
先
生
をdrive

に
招

待
し
て
お
け
ば
、
そ
れ
で
引
継
ぎ
が

完
了
す
る
。

　

年
度
末
に
や
っ
て
お
き
た
い
作
業

で
あ
る
。

　

実
際
に
、「
宮
森
先
生
が
作
っ
て

く
れ
たdrive

の
お
か
げ
で
見
通
し

が
も
て
、
教
材
研
究
が
す
ご
く
や
り

や
す
い
で
す
」
と
初
任
の
先
生
が

言
っ
て
い
た
。

ら
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
、
明
日
の

授
業
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
。

Google drive

を
使
う
こ
と
で
、

授
業
実
践
を
一
つ
に
ま
と
め
る
こ
と

が
で
き
、
い
つ
で
も
振
り
返
る
こ
と

が
で
き
た
。

２　

授
業
実
践
の
共
有

　

学
年
の
共
有
ド
ラ
イ
ブ
を
作
成
し
、

授
業
実
践
を
共
有
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
職
員
室
に
あ
る
共

有
フ
ァ
イ
ル
か
ら
検
索
し
て
、
印
刷

し
て
使
っ
て
い
た
が
、Google 

drive

を
使
え
ば
、
教
室
で
す
ぐ
に

準
備
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
共
有
ド
ラ
イ
ブ
を
活
用

し
て
、
学
年
会
の
資
料
も
入
れ
て
お

く
。
教
材
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
、
授
業

の
流
れ
を
入
れ
て
お
く
こ
と
で
「
こ

れ
、
見
と
い
て
ね
」
と
、
学
年
会
の

時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
学
年
末
に
は
、
こ
れ
ま
で

使
っ
た
教
材
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
一

つ
の
ド
ラ
イ
ブ
に
ま
と
め
て
お
く
。

　

そ
し
て
、Google

ド
キ
ュ
メ
ン
ト

２　

授
業
実
践
の
共
有

１　

授
業
実
践
の
蓄
積

　

新
し
い
単
元
に
入
る
前
に
、
単
元

の
フ
ォ
ル
ダ
を
作
っ
て
お
く
。

　

そ
こ
に
、Jam

board

な
ど
の
教

材
を
入
れ
て
い
く
。

　

さ
ら
に
授
業
が
終
わ
っ
た
後
、
板

書
や
子
供
の
ノ
ー
ト
を
写
真
に
撮
り
、

Google drive

に
保
存
す
る
。

　

保
存
の
仕
方
は
、Google drive

か
ら
「
１
＋
ボ
タ
ン
を
押
す
」「
２

カ
メ
ラ
を
使
用
」「
３
撮
影
」「
４

写
真
を
使
用
」
で
簡
単
に
で
き
る
。

　

放
課
後
、
フ
ォ
ル
ダ
に
戻
り
、
板

書
や
子
供
の
提
出
物
を
ふ
り
返
り
、

同
じ
く
フ
ォ
ル
ダ
に
作
っ
て
お
い
た

１　

授
業
実
践
の
蓄
積

Google 

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
に
実
践
記

録
を
書
く
。

　

そ
れ
を
コ
ピ
ー
し
て
、T

O
SS-

SN
S
に
発
信
す
る
。
全
国
の
先
生
か

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

実践の蓄積＆共有
にGoogle drive

常時記録することで、年
度末の引継ぎもラクラク！

神奈川県逗子市立沼間小学校

宮
みや

森
もり

裕
ゆう

太
た

時間短縮の仕事術仕事術
仕事に役立つこのアプリ！

年度末に、共有ドライブに
各単元の教材（Googleスラ
イド、Jamboardなど）を
入れて、次の学年の先生を
招待する。

単元ごとにファイルを作
り、板書・ノートの写真、
Jamboardなどの教材を
入れておく。
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３　

目
で
褒
め
ろ

　

み
ん
な
の
前
で
褒
め
ら
れ
る
の
を

嫌
が
る
子
が
い
る
。

　

教
師
か
ら
褒
め
ら
れ
る
と
、
う
つ

む
く
子
が
い
る
。

　

こ
う
い
う
子
は
、
褒
め
て
は
い
け

な
い
の
か
。

　

そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
ど
ん
な
子

も
教
師
に
褒
め
て
ほ
し
い
の
だ
。
教

師
に
認
め
て
ほ
し
い
の
だ
。

声
で
は
な
く
、
目
で
褒
め
る
。

　

あ
る
セ
ミ
ナ
ー
で
、
講
師
の
代
案

授
業
を
受
け
て
い
て
驚
い
た
。

　

私
は
授
業
中
、
講
師
か
ら
声
で
一

度
も
褒
め
ら
れ
て
い
な
い
の
に
、
何

度
も
褒
め
ら
れ
た
と
思
っ
た
の
だ
。

「
音
声
以
外
に
も
褒
め
る
ツ
ー
ル
が

あ
る
」
こ
と
を
知
っ
た
。

　

そ
れ
以
来
、
鏡
を
見
て
何
度
も

「
目
で
褒
め
る
」
練
習
を
し
た
。
顔

の
マ
ッ
サ
ー
ジ
も
し
た
。

　

検
定
を
受
け
、
指
摘
を
受
け
る
こ

と
で
、
日
々
の
授
業
が
変
わ
っ
た
。

ま
ず
全
体
を
巻
き
込
む
。

し
か
る
べ
き
後
に
個
。

と
い
う
「
指
導
の
順
序
」
に
つ
い
て

の
指
摘
を
受
け
て
い
た
か
ら
だ
。

　

こ
こ
で
私
が
い
き
な
り
個
別
対
応

を
す
れ
ば
、
全
体
に
空
白
が
生
じ
、

弛
緩
が
生
じ
る
と
思
っ
た
。

　

私
は
そ
の
場
で
こ
う
指
導
し
た
。

⑴　

ま
ず
全
体
を
巻
き
込
む

「
教
科
書
◯
ペ
ー
ジ
を
読
み
な
さ
い
。

読
み
終
わ
っ
た
ら
座
り
な
さ
い
。
全

員
起
立
」
と
全
体
に
指
示
を
出
す
。

⑵　

全
員
の
動
き
を
確
認

　

全
員
が
活
動
し
て
い
る
か
、
目
で

確
認
す
る
。

⑶　

個
別
対
応

　

私
が
雑
巾
を
取

り
に
行
き
、
生
徒

に
拭
か
せ
る
。

　

こ
の
後
は
雑
巾

を
回
収
し
、
私
が

軽
く
洗
い
、
干
し

て
お
い
た
。

１　

指
摘
は
改
善
の
マ
ザ
ー

　

授
業
は
自
分
よ
り
も
う
ま
い
人
に

改
善
点
を
指
摘
し
て
も
ら
わ
な
い
と
、

う
ま
く
な
ら
な
い
。

　

コ
ー
チ
の
指
摘
な
し
で
サ
ッ
カ
ー

が
う
ま
く
な
る
か
。

　

先
輩
医
師
の
指
摘
な
し
で
外
科
手

術
が
う
ま
く
な
る
か
。

　

先
生
の
指
摘
な
し
で
書
道
が
う
ま

く
な
る
か
。

　

上
級
者
か
ら
の
指
摘
な
し

で
授
業
が
上
達
す
る
こ
と
は

あ
り
得
な
い

２　

空
白
禁
止
の
原
則

　

国
語
の
授
業
中
に
水
筒
の
中
身
を

こ
ぼ
し
た
生
徒
が
い
た
。

　

教
師
（
私
）
が
雑
巾
を
探
し
に
清

掃
ロ
ッ
カ
ー
に
行
く
の
は
ま
ず
い
と
、

直
感
的
に
思
っ
た
。

　

授
業
技
量
検
定
を
受
検
す
る
た
び

に
、

検定を受け、 
恥をかき、 
改善する！

検定は日々の授業改善に直結
する。授業がうまい人は皆、
「指摘を受ける場」を通過して
いる。それを口にしないだけだ。

都立八王子東高等学校 

鈴
すず

木
き

 良
よし

幸
ゆき

若手
がチャレンジ！

TOSS
授 業 技 量 検 定
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T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSS教職員賠償責任保険

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できるシステムでトラブルに対応します。
保険料は、年間6,380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSS教職員賠償責任保険ホームページ　https://tosshoken.com/

回
答
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士　

中な
か

井い

光ひ
か
る

　
　
構
成
：
南み

な
み

舞ま
　い衣

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

イラスト：木村雄介

い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
保
護
者
に

見
せ
て
も
い
い
の
か

　
い
じ
め
事
案
が
あ
り
、
学
年
で

ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
ま
し
た
。
被

害
側
の
保
護
者
か
ら
、「
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
見
せ
て
ほ
し
い
」
と
い

う
要
求
が
あ
り
ま
し
た
。
保
護
者

に
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
見
せ
て
も

い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

保
す
る
た
め
に
早
め
に
芽
を
摘
ん
で
お

く
必
要
が
あ
る
か
、
と
い
っ
た
こ
と
の

検
討
材
料
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で

す
。
そ
の
回
答
結
果
か
ら
、
保
護
者
に

協
力
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
場
合
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
家
で
も
こ
う
い
う
こ
と

を
お
話
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
よ
う
な

こ
と
を
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
の
一
部
と

と
も
に
説
明
す
べ
き
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

も
っ
と
言
う
と
、
一
切
出
せ
ま
せ
ん

と
い
う
姿
勢
は
、
学
校
と
保
護
者
の
連

携
が
法
律
上
要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

反
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
す
べ
て
を
開
示
し
な
い
と

い
け
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
特
定
の
個
人
が
出

て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
個
人
名
が

出
て
い
な
く
て
も
、
時
期
や
場
所
等
に

よ
っ
て
個
人
が
特
定
さ
れ
る
よ
う
な
場

合
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
も
の
は

や
は
り
出
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

個
人
を
特
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
混
乱

や
対
立
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
は
学
校
の

役
割
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
つ
一
つ
全
部
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

を
そ
の
ま
ま
渡
す
こ
と
は
、
ト
ラ
ブ
ル

が
さ
ら
に
拡
大
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
開
示
を
特
に
強
く
求
め
ら
れ
た
と

き
に
は
、
本
当
に
出
し
て
い
い
も
の
か

ど
う
か
と
い
う
こ
と
の
検
討
は
丁
寧
に

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

次
回
の
事
件
簿
。
回
答
は
、
次
号
。

　

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
か
ら
「
バ
カ
」「
死

ね
」
と
言
わ
れ
た
児
童
が
不
登
校
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

保
護
者
が
警
察
に
告
訴
し
ま
し
た
。

学
校
に
警
察
か
ら
加
害
児
童
に
つ

い
て
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
場
合
、

ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
。

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

　
　
　
　
　

中
井
弁
護
士
の
回
答

　

こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
い
じ
め
対
策

と
し
て
教
育
環
境
を
整
え
る
た
め
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
す
。
そ
の
結
果
か
ら
道
徳

教
育
と
し
て
、
い
じ
め
が
だ
め
だ
と
い

う
指
導
を
も
う
少
し
回
数
を
重
ね
る
べ

き
か
ど
う
か
。
も
し
子
供
同
士
の
中
に

い
じ
め
の
兆
候
が
あ
れ
ば
、
安
全
を
確
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１　

か
け
算
九
九
の
表
を
作
ら
せ
る

　

教
科
書
に
か
け
算
九
九
の
表
の
枠
だ
け
が
提

示
さ
れ
、
表
を
完
成
さ
せ
る
学
習
活
動
が
あ
る
。

定
着
を
図
る
た
め
に
必
要
な
活
動
で
あ
る
。
二

年
生
に
授
業
す
る
な
ら
ば
ぜ
ひ
取
り
入
れ
た
い
。

三
年
生
以
上
で
も
実
態
に
応
じ
て
取
り
入
れ
て

良
い
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
りGoogleJam
board

コ
ン
テ
ン
ツ
あ
り
）。

指
示
１  

表
を
完
成
さ
せ
な

さ
い
。

　

こ
の
作
業
が
次
へ
の
布
石

と
も
な
る
。

２　
「
考
え
さ
せ
る
」「
発
見
さ
せ
る
」
展
開

指
示
２  

表
を
ゆ
っ
く
り
と
見
て
い
る
と
、
い

ろ
い
ろ
と
お
も
し
ろ
い
こ
と
が
発
見
で
き
ま

す
。
そ
れ
を
さ
が
し
て
、
ノ
ー
ト
に
書
き
な

さ
い
。

　

五
分
後
、
で
き
た
子
を
指
名
す
る
。

　

学
級
で
追
試
し
た
際
に
出
た
意
見
で
あ
る
。

「
一
の
段
と
か
け
る
数
と
か
い
た
数
が
全
く
一

緒
で
す
」

　

私
は
、
す
か
さ
ず
褒
め
た
。

「
す
ご
い
！
」

「
五
の
段
の
一
の
位
は
５
か
０
し
か
な
い
」

「
す
ご
い
！
」

　

出
さ
れ
た
意
見
に
対
し
て
、
教
師
は
驚
い
て

褒
め
る
こ
と
が
大
事
だ
。
何
を
考
え
た
ら
よ
い

の
か
皆
目
見
当
も
つ
か
な
い
子
が
い
る
。
そ
の

子
供
た
ち
に
と
っ
て
の
例
示
と
な
る
意
見
で
も

あ
る
か
ら
だ
。「
そ
う
か
。
そ
う
い
う
こ
と
で

い
い
の
か
」
と
思
い
、
次
の
指
示
か
ら
一
気
に

熱
中
状
態
に
な
る
。

発
問
１  

今
の
よ
う
な
こ
と
を
、
も
っ
と
い
っ

ぱ
い
見
付
け
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

指
示
２
で
出
た
意
見
を
教
師
が
す
べ
て
認
め
、

褒
め
る
こ
と
で
子
供
た
ち
は
次
々
に
書
く
。

　

私
の
学
級
で
出
さ
れ
た
も
の
の
一
部
で
あ
る
。

①　

九
の
段
の
答
え
は
、
一
の
位
と
十
の
位
の

数
を
足
す
と
す
べ
て
９
に
な
る
。

②　

１
と
81
で
合
わ
せ
て
、
紙
を
折
る
と
、
数

字
が
ぴ
っ
た
り
と
重
な
る
。

　

私
の
学
級
で
は
全
部
で
七
つ
出
さ
れ
た
。

３　

表
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム

指
示
３  

ど
こ
で
も
い
い
の
で
、
縦
３
横
３
の

九
マ
ス
を
選
び
な
さ
い
。

　

誰
か
一
人
を
指
名
し
、
九
マ
ス
を
確
定
す
る
。

指
示
４  

マ
ス
の
九
個
の
数
を
足
し
な
さ
い
。

　

子
供
が
一
生
懸
命
計
算
し
て
い
る
間
に
教
師

は
さ
っ
と
答
え
を
出
す
。
子
供
は
び
っ
く
り
す

る
。
種
明
か
し
は
子
供
に
は
し
な
い
。
子
供
に

九
マ
ス
を
選
択
さ
せ
る
こ
と
が
肝
で
あ
る
。

この向山実践を追試追試しよう
～誰でもできる追試手順

子供熱中 教室激変！

北
海
道
石
狩
市
立
花
川
小
学
校

赤あ
か

塚つ
か

邦く
に

彦ひ
こ

小
二
か
ら
大
学
生
ま
で
授
業
可
能
！

「
か
け
算
九
九
の
表
」
の
授
業

「
考
え
さ
せ
る
」「
発
見
さ
せ
る
」
授
業
展
開
で
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、
教
師
は
子
供
の
発

見
を
驚
き
、
褒
め
る
こ
と
が
一
番
重
要
で
あ
る
。
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授
業
を
カ
ッ
ト
す
る
重
み
を
嚙
み
締
め
よ
う

授
業
を
削
っ
て
部
活
動
を
行
う
学
校
は
、
思
考
停
止
の
極
致
に
あ
る
。
教
育
成
果
が
高
ま
る
は

ず
も
な
い
。
自
分
の
頭
で
考
え
、
ま
ず
は
小
さ
く
と
も
よ
い
、
声
を
上
げ
る
こ
と
だ
。

　
某
年
二
学
期
最
終
日
前
日
は
、
学
年
団
全
員

で
時
間
休
を
と
っ
て
退
勤
し
た
。

　
よ
く
「
な
ぜ
そ
う
い
う
こ
と
が
可
能
な
の

か
」
と
問
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
全
体
の
仕
組
み

を
整
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
ど
の
学
校
も
「
期
末
短
縮
」
期

間
を
設
け
る
だ
ろ
う
。
授
業
を
カ
ッ
ト
す
る
、

五
分
短
縮
す
る
、
あ
る
い
は
両
者
を
合
わ
せ
る

の
が
一
般
的
で
あ
る
。
仕
組
み
の
崩
れ
た
学
校

で
は
、
そ
こ
に
部
活
動
を
入
れ
る
。
活
動
時
間

を
少
々
短
く
す
る
な
ど
工
夫
と
は
全
く
言
え
な

い
策
を
弄
し
な
が
ら
、
だ
。
結
局
夕
方
に
下
校

指
導
を
し
て
、
夜
ま
で
通
知
票
作
成
を
す
る
こ

と
と
な
る
。
意
味
不
明
で
あ
る
。

　
な
ぜ
授
業
を
削
っ
て
ま
で
生
み
出
し
た
時
間

に
部
活
動
を
す
る
の
か
。
本
末
転
倒
で
は
な
い

か
。
授
業
よ
り
部
活
動
の
比
重
が
大
き
い
。
錯

誤
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
。

　
こ
の
問
い
に
答
え
ら
れ
る
教
師
は
い
な
い
。

言
わ
れ
て
初
め
て
過
ち
に
気
付
く
、
と
い
う
教

師
は
た
く
さ
ん
い
る
。

　
何
の
た
め
の
短
縮
な
の
か
。
教
師
が
成
績
処

理
や
通
知
票
作
成
を
進
め
る
た
め
の
短
縮
で
は

な
い
の
か
。
そ
れ
に
は
児
童
生
徒
を
下
校
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
点
を
四
月
の
段
階
で
明

確
化
し
、
年
間
計
画
に
反
映
さ
せ
る
の
が
、
力

の
あ
る
学
校
で
あ
る
。

　
そ
の
年
は
三
日
間
が
期
末
短
縮
で
あ
っ
た
。
一
、

二
日
目
は
授
業
を
一
時
間
カ
ッ
ト
し
、
三
日
目
は

四
時
間
授
業
で
一
時
半
を
完
全
下
校
と
し
た
。

　
当
然
部
活
動
の
午
後
練
習
は
行
わ
な
い
。
生

み
出
し
た
時
間
で
全
職
員
が
事
務
作
業
に
没
頭

す
る
た
め
で
あ
る
。
と
り
わ
け
我
が
学
年
の
集

中
力
は
高
か
っ
た
。
必
要
な
こ
と
だ
け
を
一
気

呵
成
に
進
め
た
。
だ
か
ら
、
早
く
退
勤
で
き
た

の
で
あ
る
。
優
先
順
位
を
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
に
し
て

だ
ら
だ
ら
と
仕
事
を
し
、
七
時
八
時
ま
で
残
る

な
ど
と
い
う
こ
と
は
絶
対
に
し
な
い
。

　
退
勤
後
は
も
ち
ろ
ん
直
帰
し
て
も
よ
い
。
子

育
て
や
介
護
の
あ
る
職
員
は
、
そ
う
す
る
。

　
一
方
、
担
任
団
の
多
く
は
そ
う
し
な
い
。
対

応
を
要
す
る
家
庭
に
ち
ょ
っ
ぴ
り
顔
を
出
し
て

話
を
す
る
な
ど
の
労
を
惜
し
ま
な
い
。
も
ち
ろ

ん
長
谷
川
も
同
じ
だ
。
生
徒
と
保
護
者
を
支
援

す
る
た
め
、
他
学
年
の
家
に
立
ち
寄
る
こ
と
す

ら
あ
る
。そ
う
い
う
余
裕
が
、私
た
ち
に
は
要
る
。

　
そ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
仕
事
の

先
に
、
た
と
え
ば
二
学
期
最
終
日
に
も
「
全
員

出
席
」
を
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
不
登
校
が
存

在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
支
援
の
時
間
を
生

み
出
す
努
力
す
ら
せ
ず
に
部
活
指
導
に
か
ま
け

て
い
る
な
ど
、
愚
の
骨
頂
な
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
第
一
に
、
教
育
課
程
内
の
教
育
活
動
を

満
足
に
し
よ
う
、
と
い
う
話
だ
。

実践日誌圧倒的圧倒的
長谷川博之の

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

長は

谷せ

川が
わ

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
吉
見
町
立
吉
見
中
学
校
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谷
たに

和
かず

樹
き

Google
Form

簡
単
に
ア
ン
ケ
ー
ト
や
テ
ス
ト
の

作
成
が
で
き
る
。
こ
れ
を
授
業
中
に

使
う
こ
と
で
、
子
供
た
ち
の
意
見
の

分
布
を
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
に
と
ら

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

Google
Earth

Google
Earth

は
知
っ
て
い
る
と

思
う
が
、
授
業
で
使
い
こ
な
し
て
い

る
人
は
少
な
い
。
と
り
わ
け
社
会
科

や
理
科
で
は
極
め
て
効
果
的
な
使
い

方
が
で
き
る
。

SketchU
p

こ
れ
は
３
Ｄ
図
形
を
簡
単
に
描
画

で
き
る
ア
プ
リ
で
あ
る
。
算
数
の
図

形
単
元
な
ど
で
高
い
効
果
を
発
揮
す

る
。Google

Earth

もSketchU
p

も
「
Ｗ
ｅ
ｂ
版
」
が
あ
り
、
い
ず
れ

も
教
育
用
途
で
は
無
料
で
あ
る
。

以
上
、
簡
単
な
も
の
ば
か
り
だ
。

ぜ
ひ
使
い
こ
な
し
て
ほ
し
い
。

ス
キ
ル
の
高
い
授
業
者
は
、
パ
ワ

ポ
を
使
っ
て
も
リ
ズ
ム
・
テ
ン
ポ
が

落
ち
な
い
。
対
応
も
的
確
で
あ
り
、

子
供
た
ち
は
熱
中
し
て
い
く
。

そ
う
し
た
状
態
に
な
れ
ば
「
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
駆
使
」
の
初
歩
は
合
格
で
あ
る
。

初
歩
は
で
き
て
い
る
と
思
え
る
な

ら
、
次
の
よ
う
な
ア
プ
リ
の
活
用
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

二　

各
種
ア
プ
リ
の
活
用

腕
の
い
い
授
業
者
は
目
的
に
応
じ

て
各
種
の
ア
プ
リ
を
適
切
に
使
い
こ

な
し
て
い
る
。

非
常
に
数
多
く
あ
る
が
、
私
の
独

断
で
、
お
す
す
め
で
き
る
と
思
え
る

も
の
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

Jam
board

Google

が
提
供
し
て
い
る
、
簡
易

Ｗ
ｅ
ｂ
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
で
あ
る
。

汎
用
性
が
極
め
て
高
く
、
様
々
に
応

用
で
き
る
た
め
、
世
界
中
で
急
速
に

広
が
っ
て
い
る
。

一　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
ダ
メ
に
な
る
例

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
な
ど
の
「
知
識
」
で
は
な
い
。

そ
れ
を
授
業
中
に
子
供
た
ち
の
前

で
使
い
こ
な
す
教
師
の
技
能
の
問
題

で
あ
る
。

典
型
例
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
「
コ
ン

テ
ン
ツ
」
と
言
わ
れ
る
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
画
面
等
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で

ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
す
る
場
面
だ
ろ

う
。投

影
す
る
の
は
い
い
。

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
問
題
が
生

じ
て
い
な
い
か
。

①　

Ｐ
Ｃ
の
操
作
が
気
に
な
っ
て
、

パ
ソ
コ
ン
の
近
く
か
ら
離
れ
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

②　

投
影
し
た
画
面
ば
か
り
を
見

て
子
供
た
ち
へ
の
目
線
が
お
ろ

そ
か
に
な
っ
て
い
る
。

③　

つ
く
っ
た
画
面
に
頼
っ
て

「
プ
レ
ゼ
ン
的
」
に
な
り
、
子

供
た
ち
と
の
対
応
・
応
答
が
少

な
い
。

④　

書
い
た
り
話
し
合
っ
た
り
す

る
活
動
や
教
師
の
ノ
ー
ト

チ
ェ
ッ
ク
等
、
子
供
た
ち
の
作

業
量
が
減
っ
て
い
る
。

授業のベーシックスキル８
「教材・教具の駆使」（７）
ICTを使えば使うほど授業がダ
メになるのでは意味がない。
誰でも最初は失敗する。失敗
を学びに代えてどんどんチャ
レンジしてほしい。機器を上
手に活用する効果は非常に大
きい。

授業の
ベーシックスキル
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高
段
者
検
定
セ
ミ
ナ
ー
を
終
え
た
。

　

受
検
後
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
八
段
を

認
定
い
た
だ
い
た
。

　

新
卒
当
時
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
の
最

高
段
位
は
五
段
で
あ
っ
た
。
足
掛
け
一
七
年
。

そ
の
域
に
自
分
も
到
達
し
、
さ
ら
な
る
高
み
へ

と
行
き
着
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

教
師
に
と
っ
て
「
新
卒
の
三
年
間
」
の
修
業

は
極
め
て
重
要
だ
。

「
自
分
の
学
級
の
こ
と
」「
自
分
の
授
業
の
こ

と
」「
自
分
だ
け
の
研
鑽
」
に
集
中
す
る
こ
と

を
あ
る
意
味
許
さ
れ
る
三
年
間
だ
か
ら
だ
。

　

私
の
新
卒
三
年
間
も
ま
た
、
そ
う
で
あ
っ
た

よ
う
に
思
う
。

　

ま
ず
は
「
研
究
授
業
一
〇
〇
回
」
を
こ
の
三

年
間
で
通
過
し
た
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
教
師
の
同
僚
が

い
た
こ
と
も
大
き
い
が
、
一
〇
〇
回
分
の
指
導

案
を
書
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
単
元
を
丸
ご
と

テ
ス
ト
ま
で
を
公
開
し
た
こ
と
、
こ
れ
で
「
単

元
を
見
通
す
力
」
が
養
わ
れ
た
。

　

次
に
「
放
課
後
の
孤
独
な
作
業
」
で
あ
る
。

最
初
の
一
か
月
で
一
旦
挫
折
し
た
。

　

で
き
な
い
の
で
あ
る
。
疲
労
と
授
業
準
備
の

忙
し
さ
で
継
続
が
難
し
か
っ
た
の
だ
。

　

そ
こ
で
自
分
を
追
い
込
む
こ
と
に
し
た
。
ま

ず
は
空
白
の
座
席
表
一
〇
〇
枚
を
用
意
し
、

フ
ァ
イ
ル
に
閉
じ
た
。
一
人
一
人
の
名
前
を
書

き
込
む
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
し
て
、

一
人
一
人
そ
の
日
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
話
し

た
か
、
授
業
で
何
を
し
て
い
た
か
な
ど
の
詳
細

を
全
て
書
き
終
え
る
ま
で
は
帰
宅
し
な
い
と
決

め
た
。

　

三
年
間
で
七
〇
〇
枚
近
い
座
席
表
を
埋
め
る

こ
と
に
な
っ
た
。
子
供
の
見
え
方
が
段
違
い
に

変
わ
っ
た
。

　

ま
た
、
全
て
の
授
業
を
Ｉ
Ｃ
レ
コ
ー
ダ
ー
で

録
音
し
、
放
課
後
に
わ
ず
か
で
も
聴
き
続
け
る

修
業
を
し
た
。
帰
り
の
車
で
は
、
そ
の
音
声
と

向
山
氏
の
授
業
音
声
を
重
ね
て
聴
き
続
け
る
修

業
を
行
っ
た
。

　

週
末
は
、
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
続
け
た
。
と

に
か
く
向
山
氏
が
い
る
セ
ミ
ナ
ー
を
外
さ
な
い

よ
う
に
参
加
し
続
け
た
。
結
婚
時
の
貯
金
は
七

〇
〇
円
だ
っ
た
。
夕
飯
が
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た

の
で
、
給
食
で
あ
ま
っ
た
ご
飯
や
パ
ン
を
必
ず

持
ち
帰
っ
て
生
活
を
つ
な
い
だ
。

　

同
僚
の
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
教
師
は
、
こ
の
小
嶋
の
三

年
間
の
修
業
を
「
明
日
は
倒
れ
る
、
明
後
日
は

起
き
て
こ
な
い
か
も
、
三
日
後
に
は
死
ん
で
し

ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
い
た
」
と
評
し
た
。

　

歯
を
食
い
し
ば
っ
た
先
に
、
子
供
た
ち
の
笑

顔
が
待
っ
て
い
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
私

の
八
段
は
こ
の
三
年
間
が
原
点
と
な
っ
て
い
る
。

　
徹
底
的
に
追
い
込
ん
だ
教
師
修
業
を

　
新
卒
三
年
間
で
実
施
す
る

狂
気
に
も
似
た
修
業
が
、
の
ち
の
人
生
を
決
定
付
け
る
。

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

私の
教師道

長
野
県
長
野
市
立
通
明
小
学
校

小こ

嶋じ
ま

悠ゆ
う

紀き
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一
　
何
度
も
紹
介
さ
れ
た
森
信
三
の
本

　

向
山
氏
が
多
く
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
、
幾
度
と

な
く
紹
介
し
て
い
る
人
物
で
あ
る
。

　

二
〇
年
ほ
ど
前
の
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
誌
で
、
こ
の

本
の
は
じ
め
の
三
つ
の
章
を
取
り
上
げ
た
。

第
一
章　

人
生
生
死
あ
り

第
二
章　

只
管
あ
い
さ
つ

第
三
章　
「
生
き
方
」
の
基
本

　

た
と
え
ば
、
第
三
章
の
は
じ
め
の
三
か
条
は
次

の
文
章
で
あ
る
。

①　

真
の
教
育
は
、
何
よ
り
も
先
ず
教
師
自
身
が
、

自
ら
の
「
心
願
」
を
立
て
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

②　

教
育
と
は
人
生
の
生
き
方
の
タ
ネ
蒔
き
を
す

る
こ
と
な
り
。

③　

教
育
と
は
流
水
に
文
字
を
書
く
よ
う
に
果は
か

な

い
業わ
ざ

で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
を
岸
壁
に
刻
む
よ
う

な
真
剣
さ
で
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　

第
三
章
に
は
向
山
氏
が
よ
く
言
わ
れ
る
「
し
つ

け
の
三
大
原
則
」
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。

一　

朝
の
あ
い
さ
つ
を
す
る
子
に
。

二　
「
ハ
イ
」
と
は
っ
き
り
返
事
の
で
き
る
子
に
。

三　

席
を
立
っ
た
ら
必
ず
イ
ス
を
入
れ
、
ハ
キ
モ

ノ
を
脱
い
だ
ら
必
ず
そ
ろ
え
る
子
に
。

　

こ
の
よ
う
な
文
章
内
容
は
、
向
山
氏
の
印
が
付

い
て
い
な
く
と
も
、
何
と
な
く
予
想
が
付
く
。

　

け
れ
ど
も
、
折
り
込
み
だ
け
で
は
、
ど
こ
に
着

目
し
た
の
か
不
明
な
ペ
ー
ジ
も
多
々
あ
っ
た
。

二
　
向
山
氏
は
ど
こ
を
強
調
し
た
か

　

今
回
折
り
込
み
部
分
の
ど
こ
に
着
目
し
た
の
か

を
、三
人
会
の
と
き
に
向
山
氏
に
確
認
し
て
も
ら
っ

た
。
そ
れ
が
以
下
の
部
分
で
あ
る
。

○
「
宿
題
の
す
ま
ぬ
う
ち
は
テ
レ
ビ
を
見
な
い
」
と

い
う
子
供
に
│
。
こ
の
一
事
だ
け
で
も
守
れ
た

ら
、
そ
の
子
は
一
応
安
心
で
き
る
と
い
っ
て
よ

か
ろ
う
。

△
い
ざ
と
い
う
時
、
肚
の
な
い
人
間
は
、
人
に
長

た
る
器
と
は
い
え
ぬ
。

△
我
々
は
何
を
も
っ
て
同
志
と
し
て
の
共
通
的
な

実
践
か
条
と
考
え
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

一
条　
「
人
生
二
度
な
し
」
と
念
じ
、
つ
ね
に
腰
骨

を
立
て
る
こ
と
。

二
条　

ハ
ガ
キ
活
用
の
練
達
者
に
な
る
こ
と
。

三
条　

つ
ね
に
下
坐
行
を
怠
ら
ぬ
こ
と
。

四
条　
「
一
日
不
読
一
食
不
喰
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
。

三
　
中
国
賢
人
の
成
功
法
則
の
知
恵

　

論
語
や
後
漢
書
な
ど
の
名
言
を
も
と
に
、
著
者

が
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
に
当
て
は
め
た
本
で
あ
る
。
向

山
氏
が
こ
の
本
か
ら
選
び
出
し
た
の
は
次
の
三
か

所
の
文
言
で
あ
っ
た
。

①　

会
社
で
大
切
な
の
は
資
本
金
で
は
な
い
。
資

本
は
人
だ
。（
寧
ろ
千
金
を
失
う
と
も
、
一
人
の

心
を
失
う
な
か
れ
：
越
絶
書
）

②　

マ
ズ
ロ
ー
が
主
張
す
る
自
己
実
現
の
欲
求

（
志
あ
る
者
は
事
遂
に
成
る
：
後
漢
書
）

③　

商
品
の
価
格
は
小
売
店
が
決
定
す
る
も
の
だ

と
い
う
信
念
を
貫
い
た
ダ
イ
エ
ー
の
中
内
功
。

　

当
時
の
製
品
価
格
は
、
メ
ー
カ
ー
が
決
定
を
し

て
い
た
。
し
か
し
、
流
通
業
界
の
風
雲
児
中
内
は

自
ら
の
信
念
で
安
売
り
を
断
行
し
、「
価
格
破
壊
」

と
い
う
流
行
語
ま
で
生
み
だ
し
た
。

「
安
売
り
は
消
費
者
の
た
め
に
」
と
の
中
内
氏
の

信
念
・
哲
学
は
、
教
育
の
場
で
は
「
技
量
向
上
は

子
供
の
た
め
に
」
と
言
い
換
え
ら
れ
よ
う
。（
君
子

は
本
を
務
む
本
立
ち
て
道
生
ず
：
論
語
）

言
葉
に
よ
っ
て
技
量
を
磨
く

姿
勢

向
山
氏
が
か
つ
て
夏
の
セ
ミ
ナ
ー
で
大
絶
賛
さ
れ
た
本
と

中
国
古
典
の
現
代
版
か
ら
学
ぶ
。

板い
た

倉く
ら

弘ひ
ろ

幸ゆ
き

東
京
都
台
東
区
立
大
正
小
学
校

『一語千釣』
（森信三著
致知出版社）

『「成功の法則」
は中国賢人の
智恵にあり』
（植西聰著
廣済堂出版）
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回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q
　
A

」

Q 強
い
メ
ン
タ
ル
の
整
え
方

人
に
会
い
知
的
な
本
を
読
む
こ
と
。

て
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
先
生
が
出
張
で
い
な
い
と
き
に
は
、
宿

題
で
、

「
先
生
の
好
き
な
と
こ
ろ
作
文
」

を
書
か
せ
ま
す
。

　

先
生
の
好
き
な
と
こ
ろ
を
作
文
で
書
か
せ
て
、

担
任
の
先
生
の
机
に
置
い
て
お
き
ま
す
。
出
張

か
ら
帰
っ
て
き
て
、
机
に
子
供
の
作
文
が
置
い

て
あ
る
と
嬉
し
い
で
す
よ
ね
。

　

担
任
の
先
生
に
と
て
も
喜
ば
れ
ま
す
。

３　

人
に
会
い
知
的
な
本
を
読
む

　

メ
ン
タ
ル
を
整
え
る
方
法
で
一
番
良
い
の
は
、

元
気
な
人
に
会
う
こ
と
で
す
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
い

え
ば
、
向
山
洋
一
先
生
に
会
う
と
、
や
っ
ぱ
り

元
気
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
知
的
な
本
を

読
む
。
例
え
ば
、
Ｄ
．
カ
ー
ネ
ギ
ー
と
か
、
随

聞
記
、
座
右
の
ゲ
ー
テ
、
論
語
、
致
知
な
ど
。

私
が
、
座
右
の
ゲ
ー
テ
で
一
番
好
き
な
言
葉
が

あ
り
ま
す
。

「
人
間
は
、
自
分
に
あ
た
え
る
こ
と
が
で

き
る
、
最
も
驚
く
べ
き
教
養
は
、
他
の
人

は
、
自
分
の
こ
と
な
ど
求
め
て
い
な
い
と

い
う
確
信
で
あ
る
。」

　

こ
の
言
葉
を
読
む
と
、
と
て
も
心
が
す
っ
き

り
し
ま
す
。

り
ま
せ
ん
が
、
私
は
よ
く
落
ち
込
み
ま
す
。

　

実
は
、
今
週
も
、
色
々
あ
っ
て
落
ち
込
ん
で

い
ま
し
た
。

　

落
ち
込
ん
だ
時
ど
う
す
る
か
と
い
う
と
、
人

に
相
談
し
ま
す
。
落
ち
込
ん
だ
と
き
に
、
相
談

す
る
人
が
い
る
と
良
い
で
す
。

　

私
の
場
合
は
、
同
じ
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
山
口
の
奥
田

先
生
と
い
う
、
と
て
も
尊
敬
で
き
る
先
生
が
い

ま
す
。
落
ち
込
ん
だ
と
き
は
、
奥
田
先
生
に
相

談
し
て
い
ま
す
。

２　

と
に
か
く
傾
聴
し
、
良
い
面
を
伝
え
る

　

も
し
、
職
場
で
落
ち
込
ん
で
る
人
が
い
た
ら
、

声
を
か
け
て
、と
に
か
く
話
を
聴
い
て
あ
げ
ま
す
。

「
ど
う
し
た
の
？
」

「
ク
ラ
ス
う
ま
く
い
っ
て
な
い
ん
で
す
よ
」

「
そ
う
な
ん
だ
。
で
も
先
生
い
つ
も
挨
拶
が
ん

ば
っ
て
い
る
か
ら
さ
、
こ
の
前
○
○
ち
ゃ
ん
も

先
生
の
こ
と
好
き
っ
て
言
っ
て
い
た
よ
」

な
ど
、
担
任
の
先
生
の
良
い
と
こ
ろ
を
見
付
け

学
校
は
、
毎
日
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
起

こ
り
ま
す
。
時
に
は
凹
む
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
高
段
者
の
先
生
方
は
、

い
つ
も
パ
ワ
フ
ル
で
元
気
を
い
た
だ
き

ま
す
が
、
先
生
方
の
メ
ン
タ
ル
の
保
ち

方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
落
ち

込
ん
で
い
る
人
を
見
た
時
に
ど
の
よ
う

な
声
を
か
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
知
り

た
い
で
す
。

＆＆

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

林は
や
し

健た
け

広ひ
ろ

山
口
県
下
関
市
立

清
末
小
学
校

１　

高
段
者
の
先
生
も
落
ち
込
む
時
が

あ
る

　

他
の
高
段
者
の
先
生
と
私
が
一
緒
か
は
分
か

A

動画
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向む
こ
う

山や
ま

行ゆ
き

雄お

敬
愛
大
学
教
育
学
部
教
授
・

教
育
学
部
長

全
国
連
合
小
学
校
長
会
顧
問

三
年
生
世
代
の
卒
業
式

情
け
を
学
習
し
た
。

二
　
来
賓
の
い
な
い
卒
業
式

　

伊
豆
の
河
津
は
「
河
津
桜
」
の
本
場
だ
。

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
に
先
ん
じ
て
咲
く
。「
河
津

桜
」
は
近
年
、
早
春
の
風
物
詩
と
し
て
各
地

で
植
栽
が
増
え
て
い
る
。

　

今
年
も
河
津
桜
が
満
開
と
な
り
、
コ
ロ
ナ

禍
「
三
年
生
世
代
」
の
卒
業
式
が
近
づ
く
。

中
学
校
三
年
生
、
高
校
三
年
生
は
、
卒
業
式

も
入
学
式
も
な
く
、
宿
泊
行
事
も
大
幅
に
制

限
さ
れ
た
世
代
。
久
し
ぶ
り
の
学
校
行
事
、

正
式
な
設し

つ
ら

え
に
し
て
や
り
た
い
。

　

卒
業
式
は
、
長
年
、
納
税
し
て
く
れ
た
地

域
住
民
に
、
そ
の
成
長
の
姿
を
披
露
す
る
場

だ
。
だ
か
ら
、
学
校
設
置
者
や
地
域
住
民
代

表
、
近
隣
関
係
機
関
の
長
、
旧
教
職
員
、
同

窓
会
な
ど
を
招
き
、
卒
業
生
と
そ
の
保
護
者

い
た
く
感
激
し
、
伊
豆
半
島
へ
の
貧
乏
旅
行

に
出
か
け
た
の
だ
っ
た
。

　

一
日
目
。
伊
豆
半
島
先
端
の
石
廊
崎
キ
ャ

ン
プ
場
。
シ
ー
ズ
ン
外
れ
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
で

寒
さ
に
震
え
な
が
ら
、
冷
た
い
飲
み
物
を
流

し
込
む
。
寒
さ
が
、
背
伸
び
し
た
少
年
期
の

体
に
染
み
渡
る
。

　

二
日
目
。
西
伊
豆
か
ら
半
島
中
央
部
の
湯

ヶ
島
を
目
指
し
て
道
な
き
山
を
直
登
す
る
。

夕
暮
れ
に
な
っ
て
尾
根
道
に
出
る
。「
風
速

峠
」
と
の
標
識
。
ど
お
り
で
海
か
ら
の
風
が

吹
き
上
げ
る
。
夕
暮
れ
て
湯
ヶ
島
の
宿
ま
で

遠
い
。道
も
分
か
ら
な
い
。到
着
の
遅
い
我
々

を
案
じ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
不
安
が
高

じ
て
き
た
と
き
、
遠
く
か
ら
車
の
ラ
イ
ト
が

見
え
た
。
必
死
で
乗
車
を
頼
む
。
運
転
席
の

男
性
は
渋
い
顔
だ
が
、
助
手
席
の
若
い
女
性

は
笑
顔
で
許
諾
す
る
。
高
校
生
の
我
々
は
新

婚
旅
行
の
二
人
連
れ
と
見
た
。
微
妙
な
人
の

一
　
高
校
一
年
三
月
の
旅

﹃
伊
豆
の
踊
り
子
﹄
の
主
人
公
は
、
修
善
寺

か
ら
天
城
峠
を
越
え
て
東
海
岸
河
津
へ
下
る
。

下
田
か
ら
船
で
伊
豆
大
島
へ
帰
る
旅
芸
人
一

行
を
見
送
る
。
川
端
康
成
は
天
涯
孤
独
の
身

を
、
こ
の
作
品
で
「
い
い
人
は
い
い
ね
」
と

い
う
踊
り
子
の
言
葉
に
凝
縮
さ
せ
た
。

　

一
六
歳
の
三
月
。
親
友
の
Ｔ
と
、
踊
り
子

の
辿
っ
た
道
を
歩
い
た
。
そ
ぼ
降
る
雨
の
中
、

天あ
ま

城ぎ

隧ず
い

道ど
う

の
暗
い
道
を
抜
け
る
。
冷
た
い
雨

の
滴
り
が
全
身
を
凍
ら
せ
る
。

　

踊
り
子
も
泊
ま
っ
た
湯
ヶ
野
の
温
泉
場
。

わ
ず
か
な
入
湯
料
を
払
い
、
午
後
の
け
だ
る

い
時
間
の
湯
に
つ
か
る
。

　

川
の
向
こ
う
か
ら
。
踊
り
子
が
手
を
振
る

映
画
の
シ
ー
ン
が
目
に
浮
か
ぶ
。
私
と
Ｔ
は
、

地
元
荏
原
町
東
映
で
、
一
六
歳
の
内
藤
洋
子

主
演
の
「
伊
豆
の
踊
り
子
」
を
拝
観
し
た
。

の

新
時
代
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校
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語
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語

学
校
物
語
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ヒ
マ
も
節
約
で
き
る
。

　

み
ん
な
「
楽
ち
ん
」
と
思
う
。
そ
れ
も
コ

ロ
ナ
禍
の
せ
い
に
し
て
。
誰
も
責
め
ら
れ
な

い
。
通
常
通
り
の
卒
業
式
を
挙
行
し
よ
う
と

す
れ
ば
、「
子
供
の
命
を
な
ん
だ
と
思
っ
て

い
る
の
だ
」
と
、
茶
の
間
の
正
義
を
か
ざ
し

た
人
々
か
ら
の
罵
声
を
浴
び
る
。

　

私
は
思
う
。
卒
業
式
に
来
賓
を
招
く
と
は

ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
（
運
動
会
も
同
様

だ
）。
そ
れ
を
分
か
っ
て
て
い
て
、
苦
渋
の

選
択
と
し
て
、
来
賓
な
し
の
卒
業
式
を
や
る

の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
も
仕
方
な
い
。

　

し
か
し
、
三
か
年
な
り
六
か
年
な
り
、
学

費
の
負
担
を
し
て
く
れ
た
人
々
へ
、
成
長
の

証
を
見
せ
る
と
い
う
学
校
の
大
義
は
果
た
し

た
の
か
。「
楽
ち
ん
」
と
思
っ
た
だ
け
で
次

善
の
策
を
講
じ
な
か
っ
た
か
。
も
し
、「
楽

ち
ん
」
の
ま
ま
で
終
え
て
い
た
ら
、
そ
の
学

校
の
「
聖
性
」
の
低
下
と
い
う
ボ
デ
ィ
ブ

ロ
ー
が
徐
々
に
き
い
て
く
る
。
学
校
応
援
団

の
減
少
や
変
質
等
の
負
の
遺
産
は
、
一
〇
年

後
に
次
の
世
代
が
か
ぶ
る
。
そ
う
し
て
は
い

け
な
い
。

三
　﹁
楽
ち
ん
﹂行
事
は
負
の
遺
産
を
生
む

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
来
賓
を
招
か
な
い
卒
業
式

が
続
い
た
。
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
だ
と
い

う
理
由
は
理
解
で
き
る
。
確
か
に
、
大
幅
に

参
観
者
を
制
限
し
た
た
め
か
、
卒
業
式
を
原

因
と
す
る
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
は
報
道
さ
れ
て

い
な
い
。

　

し
か
し
、
私
に
は
疑
問
が
残
る
。
来
賓
を

招
か
な
い
卒
業
式
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
、

や
り
過
ご
し
て
こ
な
か
っ
た
か
？

　

主
催
す
る
学
校
は
、
来
賓
を
招
か
な
け
れ

ば
「
楽
ち
ん
」
だ
。
招
待
状
、
受
付
、
接
待
、

座
席
、祝
辞
、御
礼
、担
当
者
配
置
な
ど
、「
余

計
な
仕
事
」
が
大
幅
に
減
少
す
る
。

　

出
か
け
る
側
も
卒
業
式
が
な
け
れ
ば
「
楽

ち
ん
」
だ
。
例
年
、
こ
の
時
期
は
、
議
会
の

予
算
委
員
会
質
疑
の
真
っ
盛
り
。
小
学
校
と

中
学
校
の
卒
業
式
の
た
め
に
、
会
期
日
程
を

二
日
間
空
け
る
。
市
長
は
じ
め
各
部
課
長
、

関
係
機
関
の
長
、
各
議
員
等
も
、
一
年
の
中

で
最
多
忙
の
こ
の
時
期
に
学
校
へ
駆
け
つ
け

る
。

　

私
の
よ
う
な
旧
職
員
も
「
楽
ち
ん
」
だ
。

祝
儀
も
い
ら
な
い
し
、
め
か
し
て
出
か
け
る

が
堂
々
と
成
長
の
証
を
見
せ
る
こ
と
で
、
地

域
共
同
体
へ
の
感
謝
を
示
す
。
そ
う
い
う
隠

れ
た
意
趣
を
も
つ
。

　

成
長
し
た
の
は
子
供
ば
か
り
で
は
な
い
。

親
と
し
て
六
か
年
な
り
三
か
年
な
り
を
、
務

め
る
の
は
並
大
抵
の
苦
労
で
は
な
い
。
家
庭

の
経
済
を
や
り
く
り
し
て
、
子
供
の
た
め
だ

と
や
り
た
い
こ
と
も
我
慢
し
て
、
親
も
子
供

と
共
に
成
長
す
る
。
共
同
体
の
長
老
た
ち
は
、

そ
ん
な
若
い
親
た
ち
の
苦
労
を
ね
ぎ
ら
い
、

晴
れ
の
日
を
祝
福
す
る
。

　

以
前
に
も
書
い
た
。
卒
業
式
で
は
、「
学

事
報
告
」
が
大
切
な
の
で
あ
る
。
わ
ず
か
、

数
十
秒
、
司
会
の
教
頭
が
「
学
事
報
告
は
お

手
元
の
印
刷
物
を
も
っ
て
替
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
」
と
い
う
言
葉
に
、
我
が
国
公
教

育
体
系
の
根
本
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。

　

国
民
や
県
民
は
多
額
の
税
を
納
め
る
。
そ

の
財
源
を
原
資
と
し
て
、
教
職
員
を
雇
用
し
、

校
舎
を
建
設
・
営
繕
し
、
安
い
負
担
で
給
食

を
供
す
る
。
家
庭
に
学
齢
期
の
子
供
が
い
よ

う
が
い
ま
い
が
、
税
を
公
平
に
負
担
す
る
。

そ
の
お
か
げ
で
、
公
教
育
が
支
え
ら
れ
る
。

私
学
も
多
額
の
公
的
機
関
か
ら
の
補
助
金
を

も
と
に
運
営
さ
れ
る
。
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と
て
も
上
手
な
日
本
語
を
話
し
た
。
大
し
た

も
の
だ
と
思
っ
た
。
そ
の
後
、
彼
女
は
、
来

日
し
て
、
日
本
人
と
結
婚
し
た
。

　

鉄
道
の
長
沙
駅
は
、
日
本
の
駅
よ
り
も
広

大
で
と
て
も
立
派
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
列
車

は
よ
く
遅
れ
る
と
の
こ
と
。
私
た
ち
の
乗
る

予
定
の
列
車
も
二
時
間
く
ら
い
到
着
が
遅
れ

た
。
何
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
も
な
か
っ
た
が
、
党

の
幹
部
が
乗
る
専
用
列
車
を
優
先
す
る
た
め

の
よ
う
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
よ

く
あ
る
よ
う
で
、
駅
で
待
つ
人
た
ち
は
平
気

で
何
の
不
満
も
言
わ
ず
、
ず
っ
と
お
し
ゃ
べ

り
を
し
て
待
っ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
出
張

の
と
き
に
、
中
国
に
は
多
く
の
少
数
民
族
が

い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

　

一
九
八
〇
年
代
以
降
、
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界

で
は
、
ア
ン
チ
ド
ー
ピ
ン
グ
の
活
動
が
盛
ん

に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
の
専
門
機
関
と
し
て
、

世
界
ド
ー
ピ
ン
グ
防
止
機
構
（
W
A
D
A
）

が
設
立
さ
れ
た
。
日
本
は
ア
ジ
ア
代
表
の
理

事
国
と
な
り
、
そ
の
理
事
会
に
出
席
す
る
た

め
に
年
二
～
三
回
、
本
部
の
あ
る
カ
ナ
ダ
モ

ン
ト
リ
オ
ー
ル
に
出
張
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二
　
ア
ン
チ
ド
ー
ピ
ン
グ

　

当
時
、
中
国
で
は
、
日
本
の
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
公
演
は
珍
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
省
都

の
長
沙
市
を
は
じ
め
、
各
地
で
の
公
演
は
大

盛
況
だ
っ
た
。
私
は
、
各
公
演
の
司
会
を
、

中
国
の
中
央
電
視
台
の
女
性
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

と
二
人
で
務
め
た
。
私
が
最
初
に
「
ワ
ン

シ
ャ
ン
ハ
オ
（
こ
ん
ば
ん
は
）」
と
あ
い
さ

つ
す
る
と
、
会
場
は
ウ
ォ
ー
と
い
う
歓
声
に

包
ま
れ
た
。

　

通
訳
を
し
て
く
れ
た
満
州
地
域
出
身
の
女

性
の
話
に
よ
る
と
、
学
生
時
代
、
当
局
の
上

の
方
か
ら
日
本
語
通
訳
に
な
る
勉
強
を
し
ろ

と
指
示
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
毎

日
、
何
時
間
と
勉
強
し
、
夜
寝
る
と
き
も
日

本
語
の
テ
ー
プ
を
聞
い
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。
日
本
に
来
た
こ
と
も
な
い
の
に
、

　

文
部
科
学
省
時
代
、
国
際
機
関
や
海
外
の

日
本
大
使
館
な
ど
で
の
駐
在
の
経
験
は
残
念

な
が
ら
な
い
が
、
海
外
出
張
は
、
数
多
く
経

験
し
て
い
る
。
以
前
紹
介
し
た
教
員
海
外
派

遣
団
以
外
の
海
外
出
張
で
、
印
象
に
残
っ
て

い
る
も
の
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
た
い
。

　

初
め
て
の
海
外
出
張
は
、
滋
賀
県
教
育
委

員
会
に
出
向
し
て
い
た
時
だ
っ
た
。
三
〇
歳

頃
で
あ
る
。
滋
賀
県
と
姉
妹
提
携
し
て
い
る

中
国
湖
南
省
と
の
文
化
交
流
の
一
環
で
、
滋

賀
県
の
ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
あ
る

大
津
管
弦
楽
団
を
派
遣
す
る
も
の
だ
っ
た
。

私
は
秘
書
長
と
い
う
役
割
で
、
派
遣
団
の
事

務
局
長
の
よ
う
な
立
場
だ
っ
た
。

一
　
初
め
て
の
海
外
出
張

海
外
出
張

世
界
か
ら
日
本
の
姿
を
見
る
と
。
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村
や
試
合
会
場
の
周
辺
で
も
、
雪
が
少
な
く

地
面
が
露
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

雪
の
競
技
の
会
場
で
は
、
人
工
雪
で
会
場
を

設
営
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

視
察
の
合
間
に
、
ト
リ
ノ
に
も
回
転
ず
し

の
お
店
が
あ
る
と
聞
い
て
出
か
け
た
。
明
ら

か
に
日
本
人
の
経
営
で
は
な
く
、
お
店
の
雰

囲
気
は
中
華
の
お
店
で
あ
っ
た
。
聞
く
と
こ

ろ
に
よ
る
と
、
以
前
は
中
華
の
お
店
で
あ
っ

た
が
、
日
本
の
す
し
が
高
級
食
と
し
て
人
気

が
あ
り
儲
か
る
の
で
、
模
様
替
え
を
し
た
と

の
こ
と
。
回
る
す
し
の
あ
い
ま
に
シ
ュ
ウ
マ

イ
な
ど
の
点
心
が
流
れ
て
く
る
の
が
愛
嬌

だ
っ
た
。
ト
リ
ノ
で
も
回
転
す
し
が
人
気
な

の
に
驚
く
と
と
も
に
、
中
国
人
の
た
く
ま
し

さ
を
実
感
し
た
。

的
に
有
名
で
、
ウ
ガ
ン
ダ
で
野
生
チ
ン
パ
ン

ジ
ー
の
観
察
を
し
て
い
る
先
生
が
い
る
と
い

う
こ
と
で
、
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

ア
フ
リ
カ
と
い
う
と
灼
熱
の
国
と
い
う
印
象

が
あ
る
が
、
主
な
都
市
は
高
地
に
あ
り
、
年

間
を
通
じ
て
三
〇
度
く
ら
い
の
気
温
で
乾
燥

し
て
い
る
の
で
、
夏
は
日
本
に
い
る
よ
り
快

適
に
過
ご
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
時
の
出
張
で
、
ウ
ガ
ン
ダ
の
子
供
た

ち
に
話
を
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
学
校
に
も

行
け
な
い
子
供
た
ち
が
、
小
さ
な
弟
妹
を
背

負
い
な
が
ら
、
長
い
道
の
り
を
歩
い
て
き
て

く
れ
た
。
日
本
と
い
う
異
国
か
ら
来
た
、
見

も
知
ら
な
い
私
の
話
を
聞
く
子
供
た
ち
の
目

の
輝
き
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　

成
熟
社
会
の
日
本
の
学
校
で
、
日
本
の
子

供
た
ち
は
、
学
ぶ
こ
と
へ
の
あ
こ
が
れ
に
ど

れ
ほ
ど
目
を
輝
か
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

二
〇
〇
六
年
、
イ
タ
リ
ア
ト
リ
ノ
で
開
催

さ
れ
た
冬
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
を
視
察
し

た
。
荒
川
静
香
さ
ん
が
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー

ト
で
金
メ
ダ
ル
を
取
っ
た
大
会
で
あ
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
温
暖
化
の
影
響
で
、
選
手

四
　
ト
リ
ノ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
は
、
一
九
七
六
年
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
地
で
あ
る
が
、
そ
の
時
の
負

債
の
返
還
に
三
〇
年
か
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
赤
字
対

策
と
し
て
、
当
時
の
サ
マ
ラ
ン
チ
会
長
の
も

と
、
一
九
八
四
年
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会
か
ら
、

プ
ロ
選
手
の
参
加
を
認
め
る
よ
う
に
な
り
、

現
在
の
よ
う
な
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
商
業
化
が

進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
そ
う
で
あ
る
が
、
国
際

ス
ポ
ー
ツ
界
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
が
力
を

も
っ
て
い
る
。
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
は
役
員

の
数
も
限
ら
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
決
め
事
も

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
も

つ
こ
と
が
多
か
っ
た
。
W
A
D
A
理
事
会
で

も
、
決
定
事
項
の
投
票
で
負
け
た
後
、
ア
フ

リ
カ
代
表
の
南
ア
フ
リ
カ
の
ス
ポ
ー
ツ
大
臣

と
「
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
フ
ォ
ワ
ー
ド

※
」
だ
と

慰
め
あ
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
国
際
機
関
で

の
厳
し
い
現
実
を
見
せ
ら
れ
た
。

　

こ
の
こ
と
は
以
前
に
も
書
い
た
こ
と
が
あ

る
が
、
京
大
副
学
長
時
代
、
ウ
ガ
ン
ダ
に
出

張
し
た
。
京
大
は
霊
長
類
の
研
究
で
は
世
界

三
　
ウ
ガ
ン
ダ
の
子
供
た
ち

イラスト：水川　勝利

※
一
歩
前
進
。
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向
山
論
文

国
語
科
教
育
へ
の
問
題
提
起
！
　

小
学
校
に
お
け
る
分
析
批
評
の
授
業
へ
の
「
原
風
景
」

向
山
氏
が
今
で
も
酒
席
で
語
る
小
・
中
・
高
校
時
代
の
「
国
語
」
に
関
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
旧
来
の
国
語

授
業
へ
の
異
議
申
し
立
て
の
背
景
を
、
明
快
に
表
し
て
い
る
。

桜さ
く
ら

木ぎ

泰た
い

自じ

東
京
都
港
区
立
芝
浦
小
学
校

32
年
前
、
新
卒
教
師
の
私
は
、
た
く
さ

ん
の
「
国
語
の
授
業
」
を
参
観
し
た
。

　

び
っ
く
り
し
た
。
と
に
か
く
驚
い
た
。

　

私
が
習
っ
て
き
た
、
体
験
し
て
き
た
国

語
の
授
業
と
は
、
全
く
異
な
る
授
業
が
さ

れ
て
い
た
。

　

私
が
感
じ
た
率
直
な
感
想
。

　

あ
ま
り
に
も
レ
ベ
ル
が
低
す
ぎ
る
。

　

あ
ま
り
に
も
デ
タ
ラ
メ
す
ぎ
る
。

　

こ
れ
が
、
小
学
校
の
国
語
の
研
究
授
業

に
感
じ
た
私
の
率
直
な
感
想
だ
。

「
レ
ベ
ル
が
低
い
の
は
向
山
の
方
だ
」
と

い
う
反
論
も
あ
ろ
う
。
そ
う
か
も
し
れ
な

い
。

　

し
か
し
、
私
は
駿
台
予
備
校
の
公
開
模

試
で
、
国
語
テ
ス
ト
が
１
０
０
点
（
満
点
）

だ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　

３
０
０
０
番
に
入
っ
て
い
れ
ば
東
大
合

格
確
実
と
い
う
公
開
模
試
で
、
国
語
は

ト
ッ
プ
だ
っ
た
の
だ
。

　

だ
か
ら
、「
向
山
の
国
語
の
レ
ベ
ル
は
、

そ
れ
ほ
ど
は
低
く
は
な
い
」
と
断
定
し
て

い
い
だ
ろ
う
。

　

私
が
、
レ
ベ
ル
が
低
い
と
思
っ
た
の
は
、

「
そ
う
い
う
答
も
あ
り
ま
す
ね
」
な
ど
と
、

デ
タ
ラ
メ
を
言
っ
て
、
み
ん
な
丸
に
し
た

り
、
半
丸
を
つ
け
た
り
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
。（
中
略
）

　

私
に
言
わ
せ
れ
ば
、
国
語
の
解
答
の
ほ

と
ん
ど
は
数
学
と
同
じ
で
あ
る
。

　

一
字
一
句
が
同
じ
に
な
る
。

　

そ
れ
が
、
30
人
に
要
約
さ
せ
て
、
ど
の

答
も
バ
ラ
バ
ラ
な
の
で
は
、「
ま
る
で
学

習
を
し
て
な
い
」
の
と
同
じ
で
あ
る
。

　

私
が
要
約
指
導
を
す
れ
ば
、「
正
し
い

　

向
山
洋
一
氏
は
講
演
で
も
酒
席
で
も
、
上
記

の
「
原
風
景
」
を
し
ば
し
ば
語
っ
て
く
だ
さ
る
。

三
十
数
年
間
で
私
は
何
度
も
お
聞
き
し
た
こ
と

が
あ
る
。
そ
れ
が
文
章
と
し
て
残
っ
て
い
る
の

が
、
こ
の
論
文
で
あ
り
、
た
い
へ
ん
貴
重
な
も

の
で
あ
る
。

「
呼
び
か
け
号
」
の
冒
頭
論
文
に
執
筆
さ
れ
た

こ
と
か
ら
も
、
向
山
氏
の
強
い
思
い
入
れ
を
察

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

向
山
氏
と
言
え
ば
、「
跳
び
箱
の
跳
ば
せ
方
」

で
「
デ
ビ
ュ
ー
し
た
」
と
思
わ
れ
が
ち
だ
。
氏

の
単
行
本
第
一
作
の
『
斎
藤
喜
博
を
追
っ
て
』

（
昌
平
社
）
の
冒
頭
に
、
跳
び
箱
実
践
が
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
大
き
い
。
が
、
こ
れ
と
同
時

期
に
、
氏
は
「
国
語
教
育
界
へ
の
問
題
提
起
」

と
な
る
実
践
を
始
め
て
い
る
。
分
析
批
評
の
授

業
で
あ
る
。

　

一
九
七
五
年
に
向
山
氏
は
、
上
記
の
よ
う
に

井
関
義
久
氏
と
出
会
っ
た
。
す
ぐ
に
、
担
任
し

て
い
た
五
年
生
に
「
語
り
手
」「
視
点
」
の
授

業
を
し
た
こ
と
は
、『
国
語
の
授
業
が
楽
し
く

な
る
』（
明
治
図
書
）
か
ら
分
か
る
（
現
在
は
、

学
芸
み
ら
い
社
か
ら
『〝
楽
し
い
国
語
〞
授
業

の
法
則
』
と
し
て
復
刻
し
て
い
る
）。

　

こ
の
後
、「
分
析
批
評
に
よ
る
『
や
ま
な
し
』

向山洋一が教育界に創ってきたもの

（
一
部
の
改
行
を
解
除
）
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の
授
業
が
あ
り
、「
出
口
論
争
」
が
始
ま
り
、「
感

動
は
教
え
ら
れ
る
か
」
と
い
う
問
題
提
起
を

『
国
語
教
育
』
誌
の
連
載
に
記
す
こ
と
に
な
っ

た
（
一
九
八
四
年
）。

　

分
析
批
評
の
授
業
と
出
会
い
「
私
の
頭
は
ス

パ
ー
ク
し
た
」
と
い
う
向
山
氏
が
、
小
・
中
・

高
等
学
校
時
代
に
経
験
し
た
「
原
風
景
」
が
こ

こ
に
あ
る
。

　

私
（
桜
木
）
は
、
東
京
学
芸
大
学
初
等
科
社

会
科
選
修
の
、
向
山
氏
の
後
輩
に
あ
た
る
。
高

校
は
、
井
関
義
久
氏
が
分
析
批
評
を
実
践
し
た

都
立
上
野
高
校
を
卒
業
し
た
（
井
関
氏
在
職
の

八
年
後
）。
大
学
在
学
中
、
国
語
科
教
育
の
講

義
を
サ
ボ
っ
て
い
た
私
は
、「
現
在
の
国
語
教

育
の
課
題
」
と
い
う
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
す
る
に

あ
た
り
、
大
学
の
図
書
館
で
雑
誌
の
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
を
め
く
っ
た
。
そ
こ
で
向
山
氏
の
「
感

動
は
教
え
ら
れ
る
か
」
と
い
う
連
載
を
知
り
、

「
頭
が
ス
パ
ー
ク
」
し
た
。
大
学
三
年
か
四
年

の
時
だ
。
そ
こ
か
ら
、
氏
（
の
本
）
を
追
い
か

け
る
こ
と
が
始
ま
っ
た
。

　

今
、
国
語
の
教
科
書
に
は
、
分
析
の
用
語
や

説
明
文
の
構
成
を
示
す
ペ
ー
ジ
が
設
定
さ
れ
て

い
る
。
や
っ
と
教
育
界
が
向
山
氏
に
追
い
付
い

て
き
た
。

答
」
は
、ほ
と
ん
ど
同
じ
に
な
る
。（
中
略
）

　

私
は
、「
桃
太
郎
」
を
20
字
以
内
で
要

約
せ
よ
と
い
う
練
習
問
題
を
通
し
て
、
要

約
指
導
を
発
表
し
た
。
有
田
先
生
、
酒
井

先
生
に
も
「
こ
れ
は
、
す
ご
い
」
と
ほ
め

ら
れ
た
指
導
法
で
あ
る
。

　

国
語
の
答
の
ほ
と
ん
ど
は
、
数
学
と
同

じ
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
に
は
原

風
景
が
あ
る
。

　

私
の
家
は
、
印
刷
屋
で
あ
っ
た
。
東
工

大
の
プ
ロ
グ
レ
ス
講
習
会
の
模
擬
試
験
を

印
刷
し
て
い
た
。（
中
略
）

　

東
工
大
ト
ッ
プ
合
格
の
学
生
は
、「
ぼ

く
は
、
国
語
の
方
が
好
き
だ
よ
」
と
言
っ

て
い
た
。
私
は
び
っ
く
り
し
て
、
国
語
の

問
題
づ
く
り
を
じ
っ
と
な
が
め
て
い
た
。

国
語
の
答
も
、
数
学
と
同
じ
よ
う
に
厳
格

だ
っ
た
。
問
い
に
正
対
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。（
中
略
）

　

中
学
に
入
学
し
て
か
ら
の
国
語
の
先
生

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
力
が
あ
っ
て
魅
力
的

だ
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
お
一
人
が
、
上
海

師
大
の
教
授
に
な
っ
て
、
法
則
化
を
応
援

し
て
く
れ
て
い
る
平
井
八
重
先
生
で
あ
る
。

　

高
校
に
入
っ
て
習
っ
た
の
が
、
鵜
川
昇

先
生
。
桐
蔭
学
園
を
創
立
し
校
長
、
理
事

長
に
な
っ
た
先
生
だ
。（
中
略
）
鵜
川
先

生
の
授
業
に
、
私
は
し
ば
し
ば
質
問
を
し
、

論
争
を
し
た
。

　

と
い
う
よ
う
に
、
私
が
学
ん
だ
国
語
は
、

学
問
の
香
り
も
あ
り
、
厳
密
な
も
の
だ
っ

た
。（
中
略
）

　

８
年
目
に
調
布
大
塚
小
学
校
に
赴
任
し

た
。
国
語
の
研
究
授
業
の
時
、
講
師
と
し

て
指
導
主
事
の
井
関
義
久
先
生
が
来
ら
れ

た
。
研
究
会
の
最
後
の
最
後
、
10
分
か
20

分
ほ
ど
つ
け
加
え
ら
れ
た
「
視
点
」
の
話
。

「
そ
れ
は
何
だ
！
」
私
の
頭
は
ス
パ
ー
ク

し
た
。

　

分
析
批
評
と
の
出
会
い
で
あ
る
。（
中

略
）

（
小
学
校
で
は
）
向
山
が
、
た
だ
一
人
、

積
極
的
な
関
心
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
見
る
こ
と
の
で
き
な

か
っ
た
作
品
の
世
界
に
、
顕
微
鏡
と
望
遠

鏡
の
両
方
を
与
え
ら
れ
た
感
じ
だ
っ
た
。

「
こ
れ
な
ら
『
や
ま
な
し
』
も
読
め
る
」

と
思
っ
た
の
で
あ
る
。

（『
向
山
型
国
語
教
え
方
教
室
』
呼
び
か
け

号
、
明
治
図
書
、
二
〇
〇
〇
年
）
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数
年
ぶ
り
に
、
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト

サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
た
。

　

私
が
立
ち
上
げ
た
サ
ー
ク
ル

だ
っ
た
が
、
私
が
退
職
し
、
遠
路

来
て
い
た
メ
ン
バ
ー
も
そ
れ
ぞ
れ

の
場
所
で
サ
ー
ク
ル
を
も
つ
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
。
ブ
ル
ー
ラ
イ

ト
は
、
家
が
近
い
（
数
百
メ
ー
ト

ル
の
距
離
）
佐
藤
あ
か
ね
先
生
に

引
き
つ
い
で
も
ら
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、

こ
の
頃
や
っ
と
対
面
で
の
サ
ー
ク

ル
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

「
七
時
開
始
八
時
四
五
分
終
了
」

と
い
う
案
内
を
も
ら
っ
て
い
た
。

普
通
な
ら
お
風
呂
に
入
っ
て
、
そ

ろ
そ
ろ
寝
よ
う
か
と
い
う
時
間
だ
。

現
役
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
な
が

ら
、
そ
ん
な
に
遅
く
っ
ち
ゃ
お
腹

も
空
く
と
思
い
、
ド
ー
ナ
ッ
ツ
を

お
土
産
に
買
い
、
歩
い
て
会
場
に

向
か
っ
た
。

　

あ
か
ね
先
生
に
引
き
継
い
で
か

ら
、
ず
っ
と
参
加
し
て
い
る
仲
間

た
ち
は
、
一
人
は
若
い
管
理
職
に
、

新
卒
だ
っ
た
先
生
は
若
く
し
て
主

幹
に
な
っ
て
い
た
。
は
じ
め
て
お

会
い
す
る
中
学
国
語
の
先
生
も
参

加
し
て
い
た
。

　

忙
し
い
中
で
も
、
サ
ー
ク
ル
に

通
い
、「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検

定
」
を
受
け
る
た
め
の
、
授
業
検

討
を
し
て
い
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か
検
定
も

受
け
ら
れ
な
い
の
が
実
情
ら
し
い
。

久
し
ぶ
り
に
検
定
を
受
け
る
た
め

の
授
業
づ
く
り
は
、
よ
く
考
え
ら

れ
て
い
た
。

　

横
浜
か
ら
茨
城
県
ま
で
、
約
一

万
円
の
参
加
費
（
検
定
料
含
む
）

を
工
面
し
、
二
人
で
参
加
す
る
の

だ
と
嬉
し
そ
う
に
言
う
。

　

参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
皆
か
ら
、

丁
寧
な
お
礼
メ
ー
ル
が
届
い
た
。

◆
自
分
が
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
の
門
を

た
た
い
た
時
は
、
教
員
人
生
の
中

で
一
番
辛
い
時
期
で
し
た
。
そ
の

中
で
毎
月
あ
る
サ
ー
ク
ル
が
救
い

で
し
た
。
そ
こ
か
ら
サ
ー
ク
ル
が

あ
る
か
ら
ど
ん
な
実
践
を
も
っ
て

い
こ
う
か
と
考
え
、
毎
月
貯
め
た

自
分
の
実
践
は
今
で
も
宝
物
で
す
。

　
ま
た
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
に
出
会
っ
て

た
く
さ
ん
の
セ
ミ
ナ
ー
に
出
て
た

く
さ
ん
学
び
、
ど
ん
ど
ん
教
員
の

仕
事
が
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
原
点
を
与
え
て
く
だ

さ
っ
た
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
サ
ー
ク
ル

と
師
尾
先
生
に
は
本
当
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
、
管
理
職
に
な
っ
て
も
可

能
な
限
り
サ
ー
ク
ル
に
顔
を
出
し

授
業
を
し
、
自
分
自
身
を
磨
い
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
文
面

抜
粋
）

◆
八
年
前
に
横
浜
に
や
っ
て
き
て
、

師
尾
先
生
の
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
の
門

を
た
た
い
た
日
を
鮮
明
に
思
い
出

し
ま
し
た
。
お
変
わ
り
な
く
バ
リ

バ
リ
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
師
尾

先
生
か
ら
、
仕
事
の
こ
と
、
Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ｓ
の
歴
史
の
こ
と
を
じ
っ
く
り

聞
く
こ
と
が
で
き
て
幸
せ
で
す
。

　
ま
ず
は
年
末
の
検
定
に
向
け
て
、

準
備
を
進
め
ま
す
！
（
文
面
抜
粋
）

　

一
緒
に
な
っ
て
話
し
て
い
る
う

ち
に
、
技
量
を
上
げ
る
た
め
に
努

力
を
し
て
い
る
教
師
が
い
る
こ
と
、

こ
の
よ
う
な
サ
ー
ク
ル
が
全
国
に

あ
る
こ
と
を
思
い
、
改
め
て
向
山

先
生
が
創
っ
た
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
凄
さ

と
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
た
。

　

私
は
七
〇
歳
を
超
え
て
も
中
央

事
務
局
に
参
加
し
て
い
る
。
昔
の

サ
ー
ク
ル
に
顔
を
出
せ
ば
歓
迎
し

て
く
れ
る
。

　

私
は
、
向
山
先
生
と
出
会
い
、

授
業
づ
く
り
と
教
師
の
仕
事
の
面

白
さ
を
知
っ
た
。
教
員
志
望
が
減

る
中
、「
教
師
修
業
の
面
白
さ
を

伝
え
な
く
て
は
」
と
出
版
社
の
立

場
か
ら
考
え
て
い
る
。

となりの座席の女発
女 社 長 奮 戦 記

師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ株式会社

騒人社

久々にブルーライトサークルに
参加して
教師修業の面白さを様々な方法で発信したい。
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向山洋一の
日常から学ぶ仕 事 術

美
み

崎
さき

 眞
ま

弓
ゆみ特定非営利

活動法人 TOSS

【
前
号
の
続
き
】

　

向
山
洋
一
教
育
賞
発
起
人
は
ア

ニ
ャ
ン
ゴ
こ
と
名
取
恵
理
子
さ
ん
。

　

教
育
賞
の
仕
切
り
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
セ
ミ
ナ
ー
の
そ
れ
と
は
全
く

違
っ
た
。
授
賞
式
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
関
わ
っ
た
裏
方
は
ア
ニ
ャ
ン
ゴ

人
脈
の
プ
ロ
集
団
。
舞
台
監
督
の

佐
藤
大
志
朗
さ
ん
は
音
楽
仲
間
、

プ
レ
ス
担
当
の
丸
山
裕
美
さ
ん
は

元
ア
ニ
ャ
ン
ゴ
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
。

音
響
担
当
の
幅
野
幸
美
さ
ん
は
丸

山
さ
ん
の
紹
介
。
カ
メ
ラ
マ
ン
の

桜
木
奈
央
子
さ
ん
は
、
ア
フ
リ
カ

つ
な
が
り
で
、
映
像
担
当
の
佐
藤

智
也
さ
ん
は
、Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー

で
向
山
洋
一
先
生
の
講
演
映
像
を

撮
っ
て
く
れ
て
い
る
。
ア
ニ
ャ
ン
ゴ

つ
な
が
り
の
強
い
面
々
が
揃
っ
た
。

　

授
賞
式
の
進
行
で
は
、
プ
ロ
の

仕
事
に
対
す
る
責
任
感
と
自
信
を

感
じ
た
。
と
り
わ
け
総
責
任
者
で

あ
る
舞
台
監
督
の
佐
藤
大
志
朗
さ

ん
の
仕
事
は
、
さ
す
が
プ
ロ
だ
な

と
思
っ
た
。

　

受
賞
者
、
選
考
委
員
は
も
ち
ろ

ん
、
事
務
局
の
一
人
一
人
に
対
し

て
も
丁
寧
な
言
葉
遣
い
。
的
確
な

説
明
。
た
と
え
間
違
え
て
も
優
し

く
訂
正
し
、
相
手
に
不
安
や
戸
惑

い
を
与
え
る
こ
と
が
な
い
。

　

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
も
臨
機
応

変
、
決
断
が
早
く
迷
い
が
な
い
。

そ
の
態
度
は
事
務
局
に
安
心
感
を

も
た
ら
し
、
全
体
に
信
頼
感
が
生

ま
れ
る
。

　

授
賞
式
の
準
備
で
は
細
部
へ
の

こ
だ
わ
り
も
強
い
。

　

受
賞
者
、
選
考
委
員
、
向
山
洋

一
氏
の
胸
花
は
、
当
初
、
生
花
を

考
え
て
い
た
が
、
感
染
予
防
の
観

点
か
ら
京
都
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
手
作

り
の
コ
サ
ー
ジ
ュ
に
変
更
し
た
。

　

立
看
板
、
受
付
の
大
き
な
ポ
ス

タ
ー
、
案
内
札
、
式
次
第
に
至
る

ま
で
、
文
言
の
内
容
か
ら
フ
ォ
ン

ト
の
選
定
、
フ
ォ
ン
ト
サ
イ
ズ
ま

で
を
検
討
す
る
。

　

当
日
や
れ
ば
い
い
だ
ろ
う
と
先

送
り
す
る
こ
と
な
く
、
で
き
る
こ

と
は
す
べ
て
事
前
に
や
っ
て
お
く
。

ど
こ
に
も
手
抜
き
が
な
い
。

　

緊
張
の
連
続
だ
っ
た
が
、
多
く

の
こ
と
を
学
ん
だ
。

【
お
ま
け
　
業
界
用
語
は
面
白
い
】

①　

ア
ー
写（
受
賞
者
の
皆
さ
ん
）

②�　

ゲ
ネ
プ
ロ（
お
風
呂
で
は
な
い
）

③�　

は
こ
う
ま（
観
光
地
に
あ
る
）

④�　

場
あ
た
り（
い
き
あ
た
り
ば
っ

た
り
と
い
う
意
味
で
は
な
い
）

⑤�　

バ
み
る
・
バ
ラ
シ
（
若
者
言

葉
で
は
な
い
）

⑥�　

い
た
つ
き（
蒲
鉾
で
は
な
い
）

⑦�　

影
ア
ナ（
の
女
王
で
は
な
い
）

⑧�　

タ
イ
ス
ケ（
皆
知
っ
て
い
る
）

裏話人気女性ライタートークラインだけの裏話

第１回向山洋一教育賞（２）
プロの仕事術を学ぶ。

⑨�　
ハ
ケ
る（
頭
の
こ
と
で
は
な
い
）

⑩�　

養
生
（
健
康
に
は
気
を
付
け

ま
し
ょ
う
で
は
な
い
）

　

プ
ロ
同
士
の
間
で
飛
び
交
っ
て

い
た
言
葉
を
こ
っ
そ
り
メ
モ
。

ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
、
な
る
ほ
ど
と

思
い
、使
っ
て
み
た
い
気
に
な
っ
た
。

「
退
勤
時
間
に
な
っ
た
か
ら
、
ハ

ケ
て
飲
み
に
行
こ
う
」「
サ
マ
ー

セ
ミ
ナ
ー
の
タ
イ
ス
ケ
ど
う
な
っ

て
い
る
の
」
と
か
。

〈
解
説
〉

①�　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
写
真

②�　

本
番
通
り
に
行
う
通
し
練
習

③�　

踏
み
台

④�　

立
ち
位
置
な
ど
本
番
と
同
じ

よ
う
な
状
況
で
確
認
す
る
こ
と

⑤�　

場
所
な
ど
に
目
印
を
付
け

る
・
そ
れ
を
剥
が
す
こ
と

⑥�　

幕
が
開
い
た
時
に
す
で
に
舞

台
の
上
に
演
者
が
立
っ
て
い
る

⑦�　

舞
台
そ
で
の
お
客
さ
ん
か
ら

見
え
な
い
位
置
で
の
ア
ナ
ウ
ン
ス

⑧�　

準
備
〜
本
番
〜
撤
収
ま
で
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

皆
さ
ん
も
使
っ
て
み
た
く
な
り

ま
せ
ん
か
。
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　　　トークライン女性教師女性教師

小
こ

林
ばやし

 智
とも

子
こ

東京都公立小学校

「セレンディピティ」出会いと直感を大
切に、共に高め合える仲間を求めて！
オンラインでも学べる時代になり、ネットワークが
広がりやすくなっている。世代を超え
て学び合い、アップデートし続けたい。

一
　
同
じ
名
前
の
先
生
と

　

同
じ
名
前
で
集
ま
っ
て
み
た
ら
、

何
が
起
こ
る
の
だ
ろ
う
。

　

T
O
S
S−

S
N
S
に
、「
と

も
こ
の
部
屋
」
を
作
っ
た
。
ひ
ら

が
な
に
し
た
の
は
、
他
の
漢
字
で

同
じ
名
前
の
方
が
い
る
か
ら
だ
。

　

男
性
の
先
生
同
士
が
朝
カ
フ
ェ

な
ど
に
集
ま
っ
て
、
検
討
会
を
し

て
い
る
ら
し
い
。
夜
遅
く
ま
で
飲

ん
で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
ら
し
い
。

「
い
い
な
あ
。
そ
う
い
う
の
を
私

も
し
て
み
た
い
」
と
思
っ
た
。
女

性
同
士
で
、
授
業
を
見
せ
合
い
、

切
り
合
う
の
を
や
っ
て
み
た
か
っ

た
。

　

厳
し
く
言
わ
れ
る
の
は
怖
い
。

分
析
し
て
み
て
全
く
見
当
違
い

だ
っ
た
ら
恥
ず
か
し
い
。
で
も
、

そ
う
い
っ
た
こ
と
を
乗
り
越
え
な

け
れ
ば
、
成
長
は
せ
ず
、
逆
に
取

り
残
さ
れ
て
し
ま
う
。

　

そ
ん
な
時
、「
あ
、
同
じ
名
前

の
先
生
が
結
構
い
る
な
あ
」
と
気

付
い
た
。
そ
し
て
、
作
っ
た
の
が
、

「
と
も
こ
の
部
屋
」
で
あ
る
。

二
　
と
り
あ
え
ず
動
く

　

作
っ
た
の
は
い
い
け
れ
ど
、
し

ば
ら
く
何
も
し
な
か
っ
た
。
せ
っ

か
く
だ
か
ら
、
模
擬
授
業
を
し
て

み
よ
う
、
と

声
を
か
け
た
。

相
談
を
し
て
、

曜
日
、
時
間

を
決
め
た
。

夜
は
互
い
に

用
事
が
入
り

や
す
い
か
ら
、

朝
な
ら
ば
で
き
る
。

　

ど
ち
ら
も
意
見
を
対
等
に
言
い

合
え
る
関
係
に
し
た
い
。
で
も
、

馴
れ
合
い
の
関
係
に
は
し
た
く
な

い
。
あ
く
ま
で
も
授
業
の
話
、
実

践
の
話
、
T
O
S
S
の
話
、
向
山

先
生
の
話
を
す
る
よ
う
に
し
て
い

る
（
で
も
、
時
に
い
ろ
い
ろ
な
お

話
も
す
る
）。

　

と
り
あ
え
ず
期
間
限
定
で
。
寝

坊
し
て
も
お
互
い
様
だ
。

三
　
若
い
先
生
か
ら
も
学
ぶ

　

セ
ミ
ナ
ー
で
出
会
っ
た
先
生
数

名
と
、
そ
の
ま
ま
セ
ミ
ナ
ー
の
振

り
返
り
を
し
た
り
、
講
師
の
先
生

の
講
座
に
つ
い
て
、
互
い
の
意
見

を
交
わ
し
合
っ
た
り
す
る
の
も
楽

し
い
。
特
に
若
い
先
生
と
話
す
こ

と
で
、
自
分
に
は
な
い
視
点
も
見

付
か
る
。
若
い
先
生
か
ら
も
常
に

学
び
、
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
続
け
た

い
。

四
　
多
様
な
女
性
教
師

　

T
O
S
S
の
女
性
教
師
は
多
様

で
あ
る
（
男
性
も
で
す
が
）。

　

圧
倒
的
な
明
る
さ
、
魅
力
で
多

く
の
方
を
惹
き
つ
け
る
先
生
。

　

子
育
て
を
し
な
が
ら
、
S
N
S

に
た
く
さ
ん
発
信
し
て
い
る
先
生
。

　

茶
道
、
華
道
、
書
道
な
ど
、
日

本
の
伝
統
文
化
を
習
得
し
な
が
ら
、

T
O
S
S
の
仕
事
を
き
ち
ん
と
こ

な
さ
れ
る
先
生
。

　

圧
倒
的
な
知
識
を
も
ち
、
丁
寧

に
、
か
つ
、
バ
リ
バ
リ
と
仕
事
を

こ
な
さ
れ
る
先
生
。

　

目
立
た
な
い
仕
事
を
黙
々
と
着

実
に
こ
な
し
て
お
ら
れ
る
先
生
。

　

魅
力
的
な
女
性
教
師
に
刺
激
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
自
分
な
り
に

成
長
し
て
い
け
る
環
境
が
う
れ
し

い
。

五
　
憧
れ
の
先
生
を
追
う

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
通
り
、

憧
れ
の
先
生
（
男
性
、
女
性
関
係

な
く
）
を
追
う
と
い
う
こ
と
も
す

る
。
追
試
を
し
た
り
、
分
析
を
し

た
り
し
た
い
。

「
不
易
と
流
行
」
で
あ
る
。
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大
阪
府
和
泉
市
の
良
さ
を
伝
え
る

１　
子
ど
も
観
光
大
使
を
始
め
て
、
今

年
度
で
九
年
目
に
な
る
。「
い
ず
み

の
く
に
」
の
良
さ
を
い
っ
ぱ
い
体
験

し
て
、
子
ど
も
観
光
大
使
に
な
ろ
う

と
呼
び
か
け
、
毎
年
、
子
供
た
ち
が

四
〇
名
近
く
集
ま
っ
て
く
る
。

　
自
然
を
生
か
し
た
農
業
体
験
、
有

名
な
作
品
を
所
蔵
し
て
い
る
久
保
惣

美
術
館
で
の
芸
術
体
験
、
毎
年
大
好

評
の
和
泉
ス
イ
ー
ツ
づ
く
り
体
験
な

ど
を
行
っ
て
き
た
。

　
ど
の
体
験
も
そ
の
道
の
「
プ
ロ
」

か
ら
直
接
教
え
て
も
ら
え
る
。
こ
の

こ
と
は
、
ま
た
と
な
い
学
習
の
場
と

な
っ
て
い
る
。「
今
ま
で
こ
こ
に
住

ん
で
い
る
の
に
、
知
ら
な
か
っ
た
」

と
、
多
く
の
保
護
者
が
話
し
て
く
だ

さ
っ
た
。
そ
ん
な
地
元
の
良
さ
を
毎

回
発
見
す
る
。

子
ど
も
観
光
大
使
認
定
式
を

開
催
す
る

2　
子
ど
も
観
光
大
使
認
定
式
は
、
コ

社会貢献活動への取り組み

地
元
の
良
さ
を
伝
え
、

地
元
を
愛
す
る
子
供
を
育
て
る

毎
年
、
子
ど
も
観
光
大
使
が
続
々
と
生
ま
れ
て
い
る
。

勇い
さ
み

和か
ず

代よ

大
阪
府
泉
佐
野
市
立
第
二
小
学
校

『教育コミュニティ』とは、1994年に創刊された『ジュニア・ボランティア教育』誌を前身とし、2014年３月にリニューアル創刊し
た、教師の社会貢献活動を支える雑誌です。2019年４月号より、『教育トークライン』と合体し、ウェブ展開をスタートしました。

教育コミュニティWEB　３月号　■CONTENTS■
【連載】

１．TOSS社会貢献活動報告〈子ども観光大使〉……手塚美和
２．社会貢献活動Ｑ&Ａ……回答：井戸砂織　質問：松島博昭
３．NPO TOSS予定表（主なセミナーなど）

【特別コンテンツ】
●今年も開催！　教え方セミナー2023
※ TOSS教え方セミナー2023について、お申込み先など
情報を大公開します。

■教育コミュニティ
WEB　閲覧方法
①PC・スマートフォンでアクセス
　http://kc.tiotoss.jp
②あとは見るだけ、読むだけ、
　コメントを書き込むだけ！

ロ
ナ
以
前
に
は
リ
ア
ル
で
毎
年
行
っ

て
き
た
。

　
和
泉
市
長
辻
宏
康
様
に
会
場
へ

お
越
し
い
た
だ
き
、
子
供
た
ち
に
認

定
証
を
手
渡
し
て
も
ら
う
。

　
ま
た
、
議
員
さ
ん
に
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
り
、
認
定
式

に
出
席
し
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
い

る
。
子
供
た
ち
は
、
い
つ
も
と
違
う

粛
然
と
し
た
様
子
に
緊
張
感
を
覚
え

な
が
ら
、
一
年
間
を
振
り
返
る
大
事

な
時
間
と
な
っ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
今
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
子
ど
も
観
光
大
使
認
定
式
を
行
っ

て
い
る
。
認
定
証
は
郵
送
す
る
な
ど

工
夫
を
し
な
が
ら
、
リ
ア
ル
と
変
わ

ら
な
い
内
容
で
実
施
し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
ご
協

力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
子
ど
も
観
光

大
使
を
続
け
て
い
き
た
い
。



共に教育を語る仲間がいると、教師修業は何倍も楽しくなります！
授業の腕を上げたい先生、子供が熱中する授業をしたい先生は、ぜひTOSSサークルにご参
加ください。TOSSサークルウェブページから、各地のサークルを検索できます。

声の変化で子供が変わった

TOSSサークルで学んだこの授業・この学級経営
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わ
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だ

 みのり
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学
級
や
授
業
が
う
ま
く
い
か
な
い
と

き
、
い
つ
も
サ
ー
ク
ル
に
助
け
ら
れ
た
。

具
体
的
な
方
法
が
学
べ
る
場
所
だ
っ
た
。

１　

泣
い
た
新
卒
一
年
目

　

専
科
で
二
年
生
の
体
育
を
受
け
持
っ

た
。
し
か
し
整
列
す
ら
も
ま
と
も
に
指

導
で
き
な
か
っ
た
。
怒
っ
て
も
、
よ
く

あ
る
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
し
て
も
ダ
メ

だ
っ
た
。「
ど
う
し
て
並
ぶ
こ
と
も
で

き
な
い
の
」
と
子
供
に
言
い
な
が
ら

「
ど
う
し
て
並
ば
せ
る
こ
と
も
で
き
な

い
の
」
と
自
分
を
責
め
た
。

　

職
員
室
で
「
自
分
に
は
も
う
指
導
法

の
ス
ト
ッ
ク
が
な
い
」
と
泣
い
た
。
そ

の
時
、
校
内
の
先
生
か
ら
T
O
S
S

サ
ー
ク
ル
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。

２　

声
へ
の
こ
だ
わ
り
を
学
ぶ

　

サ
ー
ク
ル
で
体
育
の
話
を
し
た
。

サ
ー
ク
ル
代
表
に
、「
ち
ょ
っ
と
音
読

し
て
み
て
」
と
言
わ
れ
た
。
二
～
三
行

読
ん
だ
だ
け
で
、「
下
手
だ
な
ぁ
。
全

然
だ
め
」
と
、
笑
顔
で
指
摘
し
て
も

ら
っ
た
。
全
く
嫌
な
気
持
ち
に
は
な
ら

な
か
っ
た
。「
声
が
通
ら
な
い
ね
。

弱
々
し
い
。
じ
ゃ
、
ぼ
く
が
や
っ
て
み

せ
る
か
ら
、
マ
ネ
し
て
ご
ら
ん
」

　

そ
う
言
っ
て
見
せ
て
も
ら
っ
た
音
読

は
、
と
て
も
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
楽
し
い
も

の
だ
っ
た
。
語
尾
を
は
っ
き
り
言
わ
な

い
と
聞
い
て
い
る
方
は
不
安
に
な
る
こ

と
、
一
文
を
短
く
す
る
こ
と
な
ど
を
学

ん
だ
。
み
ん
な
で
交
代
し
な
が
ら
楽
し

く
音
読
指
導
の
練
習
を
し
た
。

３　

声
の
変
化
で
子
供
が
変
わ
る

「
立
ち
ま
す
」

「
語
尾
を
は
っ
き
り
」「
一
文
を
短

く
」
を
意
識
し
て
、
子
供
た
ち
に
言
っ

た
。
す
る
と
、
話
を
聞
く
子
が
確
実
に

増
え
た
。
指
示
が
通
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
ん
な
に
語
尾
っ
て
大
事
な
ん
だ
。
些

細
な
違
い
が
大
き
な
違
い
に
な
る
と
驚

い
た
。

自
分
が
学
べ
ば
子
供
た
ち
も
変
わ

る
と
心
か
ら
実
感
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
サ
ー
ク
ル
が
開
催
さ
れ

る
時
は
欠
か
さ
ず
通
っ
た
。

４　

相
談
→
実
践 

を
繰
り
返
す

　

サ
ー
ク
ル
で
は
い
つ
も
新
た
な
学
び

が
あ
っ
た
。
些
細
な
こ
と
も
含
め
、
学

校
で
の
悩
み
を
相
談
し
、
ア
ド
バ
イ
ス

を
も
ら
っ
て
実
践
す
る
こ
と
を
繰
り
返

し
て
い
る
。「
笑
顔
で
授
業
す
る
」「
名

前
を
呼
ん
で
褒
め
る
」
一
つ
一
つ
は
些

細
で
当
た
り
前
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
を
積
み
重
ね
る
効
果

は
絶
大
だ
っ
た
。
余
裕
が
な
く
な
る
と

忘
れ
そ
う
な
時
も
あ
る
。
し
か
し
、

サ
ー
ク
ル
が
そ
れ
に
気
付
か
せ
て
く
れ

る
。
私
に
と
っ
て
サ
ー
ク
ル
と
は
、
子

供
た
ち
を
よ
り
よ
く
変
え
る
場
で
あ
る
。

78
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向
山
日
記

十
二
月
一
日
㈭	

夕
方
、「
木
曽

路
」
で
経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
の

佐
桑
氏
と
師
尾
先
生
と
食
事
。

十
二
月
三
日
㈯	

ア
ネ
ッ
ク
ス
一

階
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
大
阪

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

挨
拶
と
向
山
塾
に
参
加
。

十
二
月
六
日
㈫	

学
会
お
よ
び
向

山
洋
一
教
育
賞
の
打
合
せ
。

十
二
月
八
日
㈭	

夕
方
か
ら
、
ア

ネ
ッ
ク
ス
で
中
央
事
務
局
会
議
。

懇
親
会
は
「
木
曽
路
」。

十
二
月
九
日
㈮	

夕
方
か
ら
中
央

事
務
局
新
年
会
の
会
場
下
見
。

十
二
月
十
日
㈯	

ア
ネ
ッ
ク
ス
一

階
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
北
陸

レ
デ
ィ
ス
セ
ミ
ナ
ー
で
挨
拶
。

六
本
木
「
瀬
里
奈
」
で
食
事
。

十
二
月
十
一
日
㈰	

日
本
教
育
技

術
学
会
静
岡
大
会
に
出
席
。
午

前
中
は
、
第
一
回
向
山
洋
一
教

育
賞
に
出
席
。先
生
方
に
出
会
っ

て
元
気
に
な
っ
た
。
実
践
や
研

究
を
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

十
二
月
十
三
日
㈫	

ト
ー
ク
ラ
イ

ン
の
日
記
と
プ
ロ
ッ
ト
チ
ェ
ッ
ク
。

十
二
月
十
五
日
㈭	

荏
原
町
寿
司

屋
。
こ
こ
に
来
る
若
い
先
生
が

い
る
ら
し
い
。「
向
山
先
生
と

同
じ
も
の
を
！
」
な
ど
と
。

十
二
月
十
七
日
㈯	

お
台
場
で
、

高
段
者
授
業
技
量
検
定
セ
ミ

ナ
ー
、
向
山
一
門
合
宿
に
参
加
。

十
二
月
十
八
日
㈰	

向
山
一
門
六

〇
名
と
「
飯
田
屋
」
で
懇
親
会
。

十
二
月
十
九
日
㈪	

「
瀬
里
奈
」

で
三
人
会
。
板
倉
先
生
、
師
尾

先
生
、
向
山
。

十
二
月
二
一
日
㈬	

ア
ネ
ッ
ク
ス

一
階
で
、「
向
山
洋
一
今
月
の
一

言
」「
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
Ｑ
Ａ
」
を

撮
影
。
夕
方
か
ら
青
年
事
務
局

会
議
の
懇
親
会「
鵬
龍
」に
合
流
。

十
二
月
二
三
日
㈮	

法
則
化
同
窓

会
で
福
井
に
行
く
野
口
芳
宏
先

生
か
ら
、
依
頼
さ
れ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
書
く
。

十
二
月
三
十
日
㈮	

品
川
プ
リ
ン

ス
で
忘
年
会
。
桜
木
、
並
木
氏

た
ち
八
名
。

谷
日
記

十
二
月
三
日
㈯	

エ
ネ
ル
ギ
ー
教

育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
向
山
塾
を

大
阪
で
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
。

向
山
塾
「
こ
こ
だ
け
の
向
山
・

師
尾
講
座
」
が
毎
回
大
好
評
！

十
二
月
四
日
㈰	

関
西
検
定
セ
ミ

ナ
ー
、
伴
一
孝
氏
と
。

十
二
月
五
日
㈪	

経
済
広
報
セ
ン

タ
ー
の
佐
桑
氏
と
「
ク
ル
マ
」

関
連
企
画
の
打
合
せ
。

十
二
月
六
日
㈫	

ワ
ク
チ
ン
四
回

目
接
種
。
副
反
応
あ
り
。

十
二
月
十
一
日
㈰	

静
岡
で
日
本

教
育
技
術
学
会
を
開
催
。
合
田

哲
雄
文
化
庁
次
長
が
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

の
「
熱
中
さ
せ
る
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
」
に
言
及
。
堀
田
龍
也
氏
か

ら
も
貴
重
な
助
言
も
い
た
だ
き

学
会
と
し
て
の
今
後
の
方
向
性

を
確
認
。
学
会
に
先
立
っ
て
第

一
回
向
山
洋
一
教
育
賞
の
授
賞

式
を
実
施
。
日
本
教
育
新
聞
が

取
材
に
。
白
杉
亮
氏
が
最
優
秀

賞
。
感
動
的
な
授
賞
式
だ
っ
た
。

十
二
月
十
三
日
㈫	

執
行
部
。

向山・谷日記
2022年12月

十
二
月
十
七
日
㈯	

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授

業
技
量
「
高
段
者
」
検
定
を
数

年
ぶ
り
に
開
催
。
高
段
者
た
ち

の
授
業
に
多
く
の
参
加
者
が
感

動
し
た
。
今
後
五
段
以
上
を
認

定
す
る
の
は
、
こ
の
検
定
セ
ミ

ナ
ー
の
み
と
な
る
。
終
了
後
は

向
山
一
門
の
会
。
築
地
「
す
し

ざ
ん
ま
い
」
で
久
々
に
師
匠
と

同
門
た
ち
と
。

十
二
月
十
八
日
㈰	

浅
草
「
ど
ぜ

う
飯
田
屋
」
に
て
一
門
会
。
予

想
外
の
ド
ラ
マ
が
次
々
と
。

十
二
月
二
一
日
㈬	

青
年
事
務
局
、

旗
の
台
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
。

十
二
月
二
七
日
㈫	

ア
ニ
ャ
ン
ゴ

と
オ
ン
ラ
イ
ン
打
ち
合
わ
せ
・

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
執
行
部
会
議
。

十
二
月
二
八
日
㈬	

学
生
サ
ー
ク

ル
が
検
定
を
す
る
と
い
う
の
で

懇
親
会
の
み
参
加
。

十
二
月
二
九
日
㈭	

鳥
取
へ
移
動
。

同
志
た
ち
と
前
夜
祭
。

十
二
月
三
十
日
㈮	

鳥
取
セ
ミ

ナ
ー
、
懇
親
会
、
帰
宅
。
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黄金の3日間のシステム作り特集

谷　和樹　松﨑　力　　塩谷直大　太田政男
林　健広　長谷川博之　小嶋悠紀　松島博昭
手塚美和

サークル紹介動画大成功の
絵画工作授業（本誌４・５ページ） ５

※デジタル・トークラインは３か月限定公開です！　

今月の
向山洋一教育語録１ お悩み解決！

谷編集長の５min. アンサー２ ３

４

（動画） （動画）

本誌の PDF データのダウンロードができ
ます！ スマートフォン・タブレット・PC
でいつでもどこでも読むことができます。

トークライン
本誌 PDF データ７本誌掲載論文の

関連カラー画像６
※このマークのあるページは、
　デジタル・トークラインに
　連動コンテンツがあります！

高段者が答える
「私が困っていることQ&A」動画版

強いメンタルの整え方強いメンタルの整え方特別支援教育などの情報の伝え方特別支援教育などの情報の伝え方

編
集
後
記

▼
本
誌
六
一
ペ
ー
ジ
の
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
保
険
の
コ
ー

ナ
ー
は
『
教
師
が
「
や
り
が
い
」
と
向
き
合
う

た
め
に
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
す
。
今
回
の
事
件

に
対
す
る
中
井
弁
護
士
の
回
答
も
、
実
に
論
理

的
で
明
解
で
す
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
保
険
に
相
談
し
た

先
生
方
に
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
共

通
す
る
の
は
、
中
井
弁
護
士
の
超
ス
ピ
ー
デ
ィ

か
つ
、
温
か
な
対
応
へ
の
感
謝
。
一
日
二
〇
円

で
こ
の
安
心
感
は
大
き
い
で
す
。（
手
塚
）

▼
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
最
も
重
要
な

点
は
「
教
員
の
働
き
方
改
革
」
に
も
そ
の
影

響
が
波
及
す
る
こ
と
で
す
。
児
童
ば
か
り
が
、

そ
の
恩
恵
を
受
け
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
に

伴
っ
て
先
生
方
の
働
き
方
も
楽
に
な
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。「
子
供
の
学
び
方
」「
教

師
の
働
き
方
」
の
両
面
で
今
号
の
特
集
を
ご

覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。（
小
嶋
）

▼
新
卒
三
年
間
の
命
が
け
の
教
師
修
業
（
私

の
教
師
道
）
は
凄
い
で
す
。
特
集
は
勤
務
校
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
主
任
に
教
え
た
い
ほ
ど
充
実
し
て
い
ま

す
。
い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
の
開
示
に
つ
い
て
中

井
氏
の
話
に
納
得
で
す
。
二
十
玉
そ
ろ
ば
ん
の

音
で
補
数
の
練
習
を
工
夫
。
算
数
教
科
書
の

練
習
問
題
を
教
師
が
事
前
に
解
い
て
教
材
研

究
す
る
こ
と
等
多
く
を
学
び
ま
し
た
。（
板
倉
）
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近刊
予告！

学校で教える大きな事の一つに、人間関係づくりの教育学校で教える大きな事の一つに、人間関係づくりの教育学校で教える大きな事の一つに、人間関係づくりの教育学校で教える大きな事の一つに、人間関係づくりの教育
がある。このワークシートを毎月配布することで、クラスに
溶け込めない子たちも一緒に「みんなちがってみんないい！」溶け込めない子たちも一緒に「みんなちがってみんないい！」溶け込めない子たちも一緒に「みんなちがってみんないい！」
というクラス集団が実現。教師用指導案付きで、ワークシーというクラス集団が実現。教師用指導案付きで、ワークシーというクラス集団が実現。教師用指導案付きで、ワークシー
トの使い方が具体的にわかる。トの使い方が具体的にわかる。トの使い方が具体的にわかる。
サッと空き時間に配布して、その場で教室掲示もできる！サッと空き時間に配布して、その場で教室掲示もできる！サッと空き時間に配布して、その場で教室掲示もできる！サッと空き時間に配布して、その場で教室掲示もできる！サッと空き時間に配布して、その場で教室掲示もできる！サッと空き時間に配布して、その場で教室掲示もできる！サッと空き時間に配布して、その場で教室掲示もできる！
学校のきまりや防災、イベント企画、振り返りなども収録。学校のきまりや防災、イベント企画、振り返りなども収録。学校のきまりや防災、イベント企画、振り返りなども収録。学校のきまりや防災、イベント企画、振り返りなども収録。学校のきまりや防災、イベント企画、振り返りなども収録。学校のきまりや防災、イベント企画、振り返りなども収録。
全学年・１年分のプリントで子どもが動き出す。学級経全学年・１年分のプリントで子どもが動き出す。学級経全学年・１年分のプリントで子どもが動き出す。学級経全学年・１年分のプリントで子どもが動き出す。学級経全学年・１年分のプリントで子どもが動き出す。学級経全学年・１年分のプリントで子どもが動き出す。学級経全学年・１年分のプリントで子どもが動き出す。学級経
営のプロが作るワークシートシリーズ！営のプロが作るワークシートシリーズ！営のプロが作るワークシートシリーズ！

全ワークシート、イラスト入り！
　　　　　子どもも教師も親しみやすい！

１・２
年

・教師用＝毎月配布のねらい・教師用＝毎月配布のねらい・教師用＝毎月配布のねらい・教師用＝毎月配布のねらい・教師用＝毎月配布のねらい・教師用＝毎月配布のねらい
・新しい新学期が始まるよ！・新しい新学期が始まるよ！・新しい新学期が始まるよ！・新しい新学期が始まるよ！
・自分で決めよう・確かめよう・自分で決めよう・確かめよう・自分で決めよう・確かめよう・自分で決めよう・確かめよう・自分で決めよう・確かめよう

3・4
年

・教師用＝毎月配布のねらい・教師用＝毎月配布のねらい・教師用＝毎月配布のねらい・教師用＝毎月配布のねらい・教師用＝毎月配布のねらい・教師用＝毎月配布のねらい・教師用＝毎月配布のねらい・教師用＝毎月配布のねらい・教師用＝毎月配布のねらい・教師用＝毎月配布のねらい
・魔の６月を回避するワークシート・魔の６月を回避するワークシート・魔の６月を回避するワークシート・魔の６月を回避するワークシート・魔の６月を回避するワークシート・魔の６月を回避するワークシート・魔の６月を回避するワークシート・魔の６月を回避するワークシート・魔の６月を回避するワークシート・魔の６月を回避するワークシート・魔の６月を回避するワークシート・魔の６月を回避するワークシート
・２学期スタートダッシュワークシート・２学期スタートダッシュワークシート・２学期スタートダッシュワークシート・２学期スタートダッシュワークシート・２学期スタートダッシュワークシート・２学期スタートダッシュワークシート・２学期スタートダッシュワークシート・２学期スタートダッシュワークシート・２学期スタートダッシュワークシート・２学期スタートダッシュワークシート・２学期スタートダッシュワークシート・２学期スタートダッシュワークシート・２学期スタートダッシュワークシート・２学期スタートダッシュワークシート・２学期スタートダッシュワークシート・２学期スタートダッシュワークシート

5・6
年

・教師用＝毎月配布のねらい・教師用＝毎月配布のねらい・教師用＝毎月配布のねらい・教師用＝毎月配布のねらい・教師用＝毎月配布のねらい・教師用＝毎月配布のねらい・教師用＝毎月配布のねらい
・学級の文化が深まるワークシート・学級の文化が深まるワークシート・学級の文化が深まるワークシート・学級の文化が深まるワークシート・学級の文化が深まるワークシート・学級の文化が深まるワークシート・学級の文化が深まるワークシート・学級の文化が深まるワークシート・学級の文化が深まるワークシート・学級の文化が深まるワークシート
・６年間がしめくくられるワークシート・６年間がしめくくられるワークシート・６年間がしめくくられるワークシート・６年間がしめくくられるワークシート・６年間がしめくくられるワークシート・６年間がしめくくられるワークシート・６年間がしめくくられるワークシート・６年間がしめくくられるワークシート・６年間がしめくくられるワークシート・６年間がしめくくられるワークシート・６年間がしめくくられるワークシート

中学
・教師用＝毎月配布のねらい・教師用＝毎月配布のねらい・教師用＝毎月配布のねらい・教師用＝毎月配布のねらい・教師用＝毎月配布のねらい
・自分の進路を考えよう・自分の進路を考えよう・自分の進路を考えよう・自分の進路を考えよう・自分の進路を考えよう・自分の進路を考えよう・自分の進路を考えよう・自分の進路を考えよう
・自分の未来設計図・自分の未来設計図・自分の未来設計図・自分の未来設計図・自分の未来設計図

目次
より

特集＝特集＝特集＝特集＝特集＝特集＝特集＝特集＝特集＝特集＝特集＝特集＝特集＝特集＝「コーチング」でつくる熱中授業「コーチング」でつくる熱中授業「コーチング」でつくる熱中授業「コーチング」でつくる熱中授業「コーチング」でつくる熱中授業「コーチング」でつくる熱中授業「コーチング」でつくる熱中授業「コーチング」でつくる熱中授業「コーチング」でつくる熱中授業「コーチング」でつくる熱中授業「コーチング」でつくる熱中授業「コーチング」でつくる熱中授業「コーチング」でつくる熱中授業「コーチング」でつくる熱中授業「コーチング」でつくる熱中授業「コーチング」でつくる熱中授業「コーチング」でつくる熱中授業「コーチング」でつくる熱中授業「コーチング」でつくる熱中授業
――学びの主役・子供との対話術――学びの主役・子供との対話術――学びの主役・子供との対話術――学びの主役・子供との対話術――学びの主役・子供との対話術――学びの主役・子供との対話術――学びの主役・子供との対話術――学びの主役・子供との対話術――学びの主役・子供との対話術――学びの主役・子供との対話術――学びの主役・子供との対話術――学びの主役・子供との対話術――学びの主役・子供との対話術――学びの主役・子供との対話術

学びのパートナー「学習者端末」最大活用術50！ プロ教師のコーチングがわかる一冊！学びのパートナー「学習者端末」最大活用術50！ プロ教師のコーチングがわかる一冊！学びのパートナー「学習者端末」最大活用術50！ プロ教師のコーチングがわかる一冊！学びのパートナー「学習者端末」最大活用術50！ プロ教師のコーチングがわかる一冊！学びのパートナー「学習者端末」最大活用術50！ プロ教師のコーチングがわかる一冊！学びのパートナー「学習者端末」最大活用術50！ プロ教師のコーチングがわかる一冊！学びのパートナー「学習者端末」最大活用術50！ プロ教師のコーチングがわかる一冊！学びのパートナー「学習者端末」最大活用術50！ プロ教師のコーチングがわかる一冊！学びのパートナー「学習者端末」最大活用術50！ プロ教師のコーチングがわかる一冊！学びのパートナー「学習者端末」最大活用術50！ プロ教師のコーチングがわかる一冊！学びのパートナー「学習者端末」最大活用術50！ プロ教師のコーチングがわかる一冊！学びのパートナー「学習者端末」最大活用術50！ プロ教師のコーチングがわかる一冊！学びのパートナー「学習者端末」最大活用術50！ プロ教師のコーチングがわかる一冊！学びのパートナー「学習者端末」最大活用術50！ プロ教師のコーチングがわかる一冊！学びのパートナー「学習者端末」最大活用術50！ プロ教師のコーチングがわかる一冊！学びのパートナー「学習者端末」最大活用術50！ プロ教師のコーチングがわかる一冊！学びのパートナー「学習者端末」最大活用術50！ プロ教師のコーチングがわかる一冊！学びのパートナー「学習者端末」最大活用術50！ プロ教師のコーチングがわかる一冊！学びのパートナー「学習者端末」最大活用術50！ プロ教師のコーチングがわかる一冊！学びのパートナー「学習者端末」最大活用術50！ プロ教師のコーチングがわかる一冊！学びのパートナー「学習者端末」最大活用術50！ プロ教師のコーチングがわかる一冊！学びのパートナー「学習者端末」最大活用術50！ プロ教師のコーチングがわかる一冊！
〈教師が「教える」のが授業〉から〈「子どもの学び」を前面に据える授業〉へ──。〈教師が「教える」のが授業〉から〈「子どもの学び」を前面に据える授業〉へ──。〈教師が「教える」のが授業〉から〈「子どもの学び」を前面に据える授業〉へ──。〈教師が「教える」のが授業〉から〈「子どもの学び」を前面に据える授業〉へ──。〈教師が「教える」のが授業〉から〈「子どもの学び」を前面に据える授業〉へ──。〈教師が「教える」のが授業〉から〈「子どもの学び」を前面に据える授業〉へ──。〈教師が「教える」のが授業〉から〈「子どもの学び」を前面に据える授業〉へ──。〈教師が「教える」のが授業〉から〈「子どもの学び」を前面に据える授業〉へ──。〈教師が「教える」のが授業〉から〈「子どもの学び」を前面に据える授業〉へ──。〈教師が「教える」のが授業〉から〈「子どもの学び」を前面に据える授業〉へ──。〈教師が「教える」のが授業〉から〈「子どもの学び」を前面に据える授業〉へ──。〈教師が「教える」のが授業〉から〈「子どもの学び」を前面に据える授業〉へ──。〈教師が「教える」のが授業〉から〈「子どもの学び」を前面に据える授業〉へ──。〈教師が「教える」のが授業〉から〈「子どもの学び」を前面に据える授業〉へ──。〈教師が「教える」のが授業〉から〈「子どもの学び」を前面に据える授業〉へ──。〈教師が「教える」のが授業〉から〈「子どもの学び」を前面に据える授業〉へ──。〈教師が「教える」のが授業〉から〈「子どもの学び」を前面に据える授業〉へ──。〈教師が「教える」のが授業〉から〈「子どもの学び」を前面に据える授業〉へ──。〈教師が「教える」のが授業〉から〈「子どもの学び」を前面に据える授業〉へ──。〈教師が「教える」のが授業〉から〈「子どもの学び」を前面に据える授業〉へ──。〈教師が「教える」のが授業〉から〈「子どもの学び」を前面に据える授業〉へ──。〈教師が「教える」のが授業〉から〈「子どもの学び」を前面に据える授業〉へ──。〈教師が「教える」のが授業〉から〈「子どもの学び」を前面に据える授業〉へ──。〈教師が「教える」のが授業〉から〈「子どもの学び」を前面に据える授業〉へ──。〈教師が「教える」のが授業〉から〈「子どもの学び」を前面に据える授業〉へ──。〈教師が「教える」のが授業〉から〈「子どもの学び」を前面に据える授業〉へ──。〈教師が「教える」のが授業〉から〈「子どもの学び」を前面に据える授業〉へ──。〈教師が「教える」のが授業〉から〈「子どもの学び」を前面に据える授業〉へ──。〈教師が「教える」のが授業〉から〈「子どもの学び」を前面に据える授業〉へ──。〈教師が「教える」のが授業〉から〈「子どもの学び」を前面に据える授業〉へ──。〈教師が「教える」のが授業〉から〈「子どもの学び」を前面に据える授業〉へ──。〈教師が「教える」のが授業〉から〈「子どもの学び」を前面に据える授業〉へ──。〈教師が「教える」のが授業〉から〈「子どもの学び」を前面に据える授業〉へ──。〈教師が「教える」のが授業〉から〈「子どもの学び」を前面に据える授業〉へ──。〈教師が「教える」のが授業〉から〈「子どもの学び」を前面に据える授業〉へ──。
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